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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　はじめに




　新たな事件はタタの魔法使いの妹、カカにより引き起こされた。

　二〇一八年の春に新たな高校消失事件が発生していたことを知らないまま私は『ハメルンの笛吹事件』生存者の、その後の進路を取材していた。そんなある日、動画サイトＹｏｈＴｕｂｅヨーチユーブで気になる映像を見つける。

『異世界食人モンスターとの遭遇』

　投稿日時、二〇一八年四月十三日二十一時二十二分。

　再生時間、七分二十秒。再生数二千九百二十一。コメント百二十五件。

　夜の草原で、全身が鱗うろこに覆われたゾウのような巨大モンスターが生徒に襲い掛かり、踏みつける。

　生徒は背骨が砕けたのか絶命したのか、立ち上がる気配はない。四肢が折れ曲がり痙けい攣れんする身体からだにモンスターが牙きばを突き立てる。

　動画にはさまざまなコメントが寄せられていた。

『キミカエの宣伝映像じゃね？』

『あー、あの、終盤がモザイクだらけで延々と叫び声だけになるクソ映画ｗ』

『クソ言うな。俺達の愛あいたんのデビュー作だぞ！　愛あいたんをすこれ』

　当時は、ハメルンの笛吹事件をモチーフにした映画『君とともに帰る』が若い世代を中心にヒットしていたため、プロモーション映像だと思い込んだ者は多い。

　他にも、次のようなコメントが書き込まれている。

「よくできたＣＧ。あの巨体であの速さはありえない」

「こっちの方が映画よりリアルなんですが……。こいつを映画スタッフに入れてやれよ」

「同じくらいの大きさのゾウが体重五トンはあるんだから、踏まれたらもっと潰れるだろ」

「カメラが手ぶれしていない。本物だったら逃げようとして映像は乱れるはず」

「つうか撮ってないで助けろｗ」

「血ですぎｗ　多い日で大草原ｗｗｗ」

　閲覧者の大半が動画はフェイクだと判断した。

　また、専門家を名乗る者も「影の付き方から判断すると間違いなく偽にせ物ものです」と断定した。

「光源が撮影者の背後にしか有りませんし、弱すぎます。ハメルンの笛吹事件でモンスターに襲撃されたのは学校のすぐ近くです。教室の室内灯ならもっと明るくなります。それに、屋上から月を見ようとしたと証言している生存者がいる以上、校舎周辺には月明かりが当たっていたはずです。動画のような影にはなりません」

　多くの閲覧者が自称専門家の意見に賛同し、動画は偽にせ物ものという結論を下した。

　専門家のコメントは私が生存者から得た情報とも一致する。確かに、弘ひろ橋はし高校が異世界に転移した初日の夜は、月明かりが綺き麗れいだったとする証言が多い。

　私も動画はよくできた偽にせ物ものだと判断するしかなかった。実際、事件の影響を受けて自主制作された映像が動画投稿サイトにはいくつか存在している。陳腐なものから本格的なものまで多種多様だ。これは、かなりクオリティが高い方だが、偽にせ物ものだろう。

　私の興味は動画から離れ、弘ひろ橋はし高校の生存者へと向かった。

　それから暫しばらくして、弘ひろ橋はし高校が制服のデザインをリニューアルするという話を聞いた時、私はふと動画のことを思い出した。

　映像が暗く、モンスターを中心にして撮影しているため分かりにくいのだが、生徒が弘ひろ橋はし高校とは異なる制服を着ていたのだ。フェイク動画だから手抜きをしたのだろうと思って気にもしなかったのだが、はたして本当に単なる手抜きだったのだろうか。

　弘ひろ橋はし高校の事件は大々的に報道されていたし、マスコミが生徒を追いかけてインタビューしたため制服は広く知れ渡っている。

　変に有名になってしまったし、生存者や家族が事件を思い出しかねないので、制服のデザインをリニューアルすることになったのだ。学校名すら変更するという話も出ているほどだ。

　あれほど手の込んだ映像を作る手間を費やした者が、なぜ、制服を用意しなかったのだろうか。

　動画を最初から作り物だと疑っていたせいで、見落としてしまった仮説が脳裏をよぎった。弘ひろ橋はし高校とは異なる高校が異世界に転移し、その動画がＹｏｈＴｕｂｅに配信されたのではないだろうか。

　動画は偽にせ物ものではなく、本物ではないだろうか。

　弘ひろ橋はし校生の出身中学校の卒業文集を精査しているとき『ＹｏｈヨーＴｕｂｅｒチユーバーになりたい』という夢をいくつも見かけた。

　ＹｏｈＴｕｂｅｒは動画サイトＹｏｈＴｕｂｅで動画を配信する者のことだ。再生数の大きな動画配信者はさながらアイドルや芸能人のような人気を得るし、広告収入で数百万、数千万と稼ぐ者も多い。ＹｏｈＴｕｂｅｒは中高生の間でも人気の存在なのだから、卒業文集の将来の夢の欄に書いたとしても何の不思議もない。

　ただ、異世界にはインターネットがないし、地球とはネットワークが繫つながっていないのだから動画の投稿は不可能なはず……。

　しかし、それは私の常識で考えたことであり、タタの魔法使いは常識を覆くつがえす存在だ。

　もし、将来の夢が『ＹｏｈＴｕｂｅｒになる』こと自体ではなく『自分が撮影した動画が、不特定多数に見られる』ことや『動画が話題になったり有名になったりする』ことにこそ本質があるとしたら。異世界で撮影した動画が、地球上で閲覧できるのではないだろうか。

　不幸なことに、予感は的中していた。

　奇くしくも、私が動画は本物だと確信したその夜、私立折おり口ぐち大学附属高等学校の消失事件が一斉にテレビで報道され始めた。

　驚くことに、事件は発生から一ヶ月もの間、まったく報道されることがなかったのだ。事件に巻き込まれた生徒の家族が警察に訴えていたのにも拘かかわらずだ。ＳＮＳの呟つぶやきすら拡散されないというあまりにも不自然な状況は、ある生徒の夢が現実になった結果として、話題にならないようになっていたからだと思われる。

　事件が公になると折おり口ぐち高校の周辺には多数のマスコミが殺到した。近所のアパートに部屋を借りて固定カメラを設置するのは良心的な方だ。悪質なマスコミは、近隣の民家の庭に無断で侵入したり屋根に上ったりして、帰還の瞬間というスクープを狙い続けた。

　そして、事件発生から三十六日後（発覚からは八日後）の朝八時十分に、マスコミは瓦が礫れきと化した校舎とともに僅かな生存者が出現するスクープ映像を全世界に発信することに成功する。

　しかし、マスコミが感動の瞬間として放送した映像は、視聴者から多くの反感を買った。

「今のお気持──」

　殺到したリポーターの言葉を遮って、生存者の少年が叫ぶ。

「救急車を呼んでください！　秋しゆうを病院に連れて行かせてください！」

　少年は少女の身体からだを抱きかかえ、殺到するマスコミから護まもった。クラスメイトも二人を中心にして輪を作り壁になる。

　マスコミの人垣や車両が障害となり、通常であれば三分もかからない距離に位置する折おり口ぐち大学附属病院から救急車が到着するまでに、実に二十分近くを要した。

　取材ヘリの立てる爆音は、瓦が礫れきに埋もれた生徒達の助けを呼ぶ声をかき消し、自衛隊による救助を困難にさせていただろう。救助活動で瓦が礫れきの下から、脱出を試みたと思われる痕跡や、数日間生存していた者の遺書が発見されている。転移直後に瓦が礫れきの底で生きていた彼かれ等らが上げていたであろう、助けを呼ぶ声は誰にも届かなかったのだ。

　このような経緯があるため、生存者は誰もがマスコミに対して非協力的になる。その報復なのか、マスコミは生存者達の名誉を傷つけるかのような報道をするようになった。




　私立折おり口ぐち大学附属高等学校。

　全校生徒１１５０名。教職員68名。

　生存者数、推定77名。

　マスコミ報道にあるように、一部の生徒の暴走が犠牲者を増やしたのか、避けようのない悲劇だったのか、本著は読者に判断材料を提供するものである。

　本著が生徒達の名誉を護まもる一助になれば幸いである。本著の趣旨を理解し、インタビューに協力してくださった全ての生徒達に感謝します。
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　二〇一八年四月十三日（金曜日）十六時。

　私立折おり口ぐち大学附属高校は上空から見下ろすと漢字の『皐さつき』の字に見える。北側に『日』の字形に配置された普通教室と特殊教室を中心とした地上六階の校舎。

　南側には部室棟や屋内部活用の二階建ての棟が並ぶ。体育館や多目的ホールは、その間に配置されている。

　設備の充実を謳うたった私立高校らしく体育館や図書館などは第二まで建っており、公立高校には無いチャペルや茶室のような施設も有る。

　事件の発端は『ハメルンの笛吹事件』と同様に、やはり何の前触れもなかった。文化祭を翌日に控えた夕方、生徒達が展示物の準備をする教室に突如、赤い水着のような服を着た子供が現れる。露出度が高く、タトゥーのような紋様が身体からだの至る所に刻まれており、悪魔を連想させる尻尾しつぽがお尻で揺れていた。証言を総合すると、生徒がいた全ての教室や部室に同時に出現している。

「こっちの世界に来たら次は何だっけ。えっと。そうだ。思わせぶりなセリフだ。フフフ。ボクは異世界の魔法使いカカ。異世界の人間どもよ、聞け。ボクはオマエ達が、中学校の卒業文集に書いた将来の夢を叶かなえるぞ」
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　現れる瞬間を見ていなかった相あい田だ優ゆうは特に驚きもせず、文化祭の準備をする手を止めて少女に振り返る。

「えっと……。カカは小学校の低学年くらいの女の子で、水着よりも際きわどい格好というか全裸にボディペイントというか。ソシャゲのＳレアみたいな感じですね」

　二年三組普通科普通コース文系、相あい田だ優ゆう。

　身長低め、体重軽め、運動神経と成績は普通。中性的な顔立ちをしており、小学校低学年の頃は女子と間違われることもあったそうだ。確かに幼さが若干残る顔立ちだが、異世界から帰ってきた今では、時折、大人びた表情を見せる。

　彼は異世界で実現した夢の力により、仲間の窮地を何度も救うことになる。二年三組が全員帰還できたのは、彼の夢によるところが大きい。けれど、彼が二年三組にどのように貢献したかを語るクラスメイトは少ない。誰もが、敢あえて触れないようにしている。

　二年三組の教室に異世界の魔法使いが現れた時、カカの外見を意識しすぎたせいで却かえって不自然に視線を逸そらした男子は多い。クラスのギャル代表、舘たて伊い須す香かはむしろ、そんな男子の反応を観察していた。

「とりま、ぶっころ対象の中なか野のキモデブと、三み木きと河合かわいあたりは、ゲロ禿はげそうだったね（とても嬉うれしそうにしていたの意）。性犯罪みがゲロい。ハロウィンのコスでもあんな際きわどい格好はしないから。マジで。ぅち等らの年齢だったら、上も下もはみ出るからぐうやばたん。ガキにあんな格好をさせる親、マジキショい……って、あんときは思ったかな」

　舘たてが名前を挙げたうちの三み木き、河合かわいはカカに興味を惹ひかれていたことを否定するが、中なか野の人ひと司しだけは正直者だ。中なか野のにカカのことを尋ねると、鼻息荒く教えてくれる。

「んふーっ。カカちゃんは『やっぱり悪魔ちゃん』に出てくるピンクサタンたんだね。お尻の尻尾しつぽがゆらゆら揺れてた。ふひひ」と恥じらうこともなくイラストを描き起こしてくれた。

　あんパンみたいな丸い指で彼が描いてくれるイラストは女の子ばかりだ。しかも、頰ほおを赤らめて小さく開いた口から舌を出すなど、実際とは異なるアレンジをふんだんに盛り込む。

「幼児特有のぽっこりしたお腹なかが可愛かわいかったよ。ふひひ」

　露出度の高いカカの肌には複雑な紋様が描かれていたそうだが、中なか野のが最初に描いてくれたイラストでは、表現がはばかられるような卑ひ猥わいな落書きが全身を埋め尽くしていた。

　これを私の目の前で描いて見せてくれるのだが、彼に羞しゆう恥ち心しんはないのだろうか。

　タタの紋様との類似性を調べたかったので、覚えている範囲で正しく描いてくれと依頼すると「えーっ。こっちのが良いいのに。まあ、こっちはこっちで使うから良いけどさ。ふひひ」随分と手抜きではあるが、別紙に紋様だけを描き起こしてくれた。

　中なか野のは「三次元に興味はない、二次ロリ最高」と嘯うそぶく割には、インタビューの際に私の胸にちらちらと視線を落としてくる。私の弟と同じで、気づかれていないつもりらしい。

　彼の将来の夢『やっぱり悪魔ちゃん二期放送』は異世界の生活では最後の最後まで、まったく役に立たなかったし、将来の夢というよりアニメ会社に送る要望だ。好きな異性のタイプの欄に「みゆみゅうたん（女性声優の愛称）と結婚したい」と書くような、何ど処こにでもいるオタクな少年。

　もし、中なか野のが他クラスの何名かのようにアニメキャラの名前を書いていたのなら、クラスメイトを護まもるヒーローになれたかもしれない。だが、彼はヒーローにはなれなかった。あくまでも私個人の価値観からしたら「最低」と軽蔑したくなるような行為によって、仲間に貢献している。同様に、女子生徒からも「最低」という評価を得ている。

　中なか野のはカカによって命を失いかけたというのに、常に明るく話す。異世界で経験した辛つらい出来事は心の傷になっていないのだろうか。

「あれはアニメの世界に行ったようなもんだから、楽しかったし。カカちゃんのつるぺたちっぱい最高。ふひひ」

　私の胸をちらっ。幼児にしか興味がなかったはずの彼は、異世界から帰ってきたら、成人女性にも興味を抱くようになっていた。

　彼の教室に出現した異世界の魔法使いカカは、まさに中なか野のの好みストライクであった。

「んっ、んーっ。せっかくボクが将来の夢を叶かなえてあげるのに、卒業文集を書いていなかった奴やつが、何人かいるね」

　カカはタタのように、何もない空間から卒業文集を取りだして宙に浮かせるようなことはしない。だから、相あい田だのように「映画を見た小学生が何かやっているのかなって。うち、大学の附属高校だから、すぐ隣に附属の小学校が有るし」自分達がハメルンの笛吹事件と同様の事件に巻き込まれつつあると理解した者はいない。

　クラスメイトの桜さくら川がわ凜りんも約十分後に起こる事態をまったく予期していない。

「文化祭の前日だから、どっかのクラスの人か文化部の人がキミカエみたいな映画を撮っているんだろうなあと思いました。実際に、スマホで録画している男子の人がいたし。というよりもですね、同じクラスの中なか野の君は、隠れもせずに堂々と動画を撮っていました。堂々と動画、どうどうどうが……」

　自分で言って自分でウケたのか、ぷくくっと吹いてから、笑いながら続ける。

「凄すごく目が爛らん々らんとしていました。ロリコンさんです……。日本に帰ってこれたのは、中なか野の君のおかげも少しくらいはあるかもしれないから、ちょっぴり、いえ、たっぷり複雑です」

　微笑ほほえみながら言うのだから、中なか野のに対してそれほど悪い印象は抱いていないのだろう。インタビューに同席していた舘たては「凜りんちゃんは、優しいからねー」と頭を撫なでてから「中なか野ののおかげ？　ないない。凜りんちゃんの方が頑張ったし。しっかり本に書いて」と強調し、指をピンと立てた。




　　　　＊




　カカは折おり口ぐち高校の全ての教室に同時に出現していた。

「おやおやあ、この世界にもヴァルグア族がいるんだね」

　外見年齢に相応ふさわしい笑顔を見せるカカの視線は、褐色の引き締まった体つきの男を捉える。

　三年七組普通科スポーツコース、ケニア人クリオ・エリース。

　兄が折おり口ぐち大学の駅伝選手としてスポーツ留学した際に、彼も家族と共に日本にやってきた。彼自身も高等部で陸上部に所属し、長距離で好成績を記録している。

「君は、卒業文集に将来の夢や希望を書いていないからね。特別大サービスだよ。現時点の夢を叶かなえてあげる。さ。何でも言いなよ」

　クリオは天井に飾り付けをするため、机に載せた椅子の上に膝立ちしていたが、ひょいっと飛び降りた。身体能力の高さに教室内から拍手が出るくらいなので、やはりまだ、誰もカカがタタと同様の存在であり、自分達が異世界に連れ去られる寸前だと気づいていない。

　彼かれ等らにとってハメルンの笛吹事件は実際にあった事件ではなく、興味のないニュースか、映画の物語にしか過ぎないのだ。

「将来の夢って言われても、先のことは分からないよ。……うん。じゃあ、三年七組、ホラーハウス大成功……かな。みんなを恐怖のどん底に落とすから。君も明日の文化祭に遊びに来てよ」

　クリオが高校に迷い込んだ近所の子供を相手するかのようにカカの頭にポンと手を置く。

「ああ、これは面白い結果になりそうだ。ボクを呼んでくれて、ありがとう」

　この瞬間、三年七組は早くも気まぐれな魔法使いによって運命をねじ曲げられた。

「楽しみだね、お兄ちゃん」

　カカは自身の外見が相手にどういう印象を与えるか、十分に理解している仕草を見せた。外見のみに関していえば、ほぼ全ての生存者が「アニメキャラみたいで可愛かわいい」と認めている。しかし、彼女は何の罪もない高校生達を異世界に連れて行った元凶である。

　そして、弘ひろ橋はし高校消失事件のタタと異なり、カカは後に自らの手で生徒を殺している。恐怖心と猜さい疑ぎ心しんを植え付けるためだけに、敢あえて生徒達が大勢集まる中で首を刎はねた。躊ちゆう躇ちよなく生徒を殺すという点で、タタよりも危険な存在かもしれない。

　折おり口ぐち高校には普通科の他に、英語科、音楽科、美術科、メディア・クリエイター科、アニメ・漫画科の五つの科が存在する。メディア・クリエイター科とアニメ・漫画科は時代のニーズに合わせて二〇一七年に新設されているため、二〇一八年時点では二学年までだ。

　日本の大学は『二〇一八年問題』を抱えている。これは日本の少子高齢化や、大学進学率の増加が停滞することにより、二〇一八年度から大学受験する者の数が急速に減っていくという問題だ。多くの大学で定員割れが起こり、経営が困難になっていく。こうした状況下で各地の私立大学は入学希望者を確保するために、さまざまな取り組みを試みている。

　折おり口ぐち大学ではアニメ・漫画・ゲームなどの専門学部を設け、そこへ進学するための生徒に向けて、附属高校にメディア・クリエイター科とアニメ・漫画科を増設したという経緯があった。

　各科一クラスだが、普通科だけは七クラス存在し、合計十二クラスがある。

　このように、授業内容や設立経緯も異なるため、科ごとの横の繫つながりは乏しい。

　普通科内でも特進コース、普通コース、スポーツコースと三つに分かれており、授業内容や待遇に差があるのだから、やはり横の繫つながりは希薄だ。

　生存者の証言の端々から、科やコース間での連帯感はなく、若干の対立意識があったことが窺うかがえる。

　二年生普通科普通コースのある生徒は次のように言う。

「一年はまだマシ。二年になる頃には特進の連中は普通の連中を見下すようになるし、逆に普通の連中はひがむっていうか、特進の連中を嫌うね。スポーツコースの奴やつ等らは、普通科だと思われていない。スポーツコースは就職科（一部の生徒は普通科以外のことをそう馬鹿にする）だと思ってる」

　特進コースの生徒は次のように、他科を嘲あざける。

「英語科の連中って俺おれ等らよりも英語の成績低い奴やつ等らばかりなのに、毎日、何やってんだろうな」

　一方で、部活に所属している生徒は科の壁を比較的感じていなかったようだ。とはいえ、少数派であったし、英語科の西にし田だ萌め生いのように、居心地の悪さを感じる者もいる。

「部活が一緒の子とは仲良くするけど、それも部活のときだけかなあ。科の変更申請を出さない限り、三年間クラス替えなんてしないし。教科書の貸し借りとかしないよ。んー。クラス間の壁を感じるというか。他コースの子と遊ぶのは、つい、気が引けちゃうかな」

　クリオの所属する三年七組普通科スポーツコースは、普通科特進コースの一部からは「馬鹿な脳筋集団」と見下され、他科の一部からは「授業が体育ばかり。進学率も低いし、何なのあいつ等ら」と馬鹿にされている。普通科スポーツコースは折おり口ぐち高校の中でも、最も他科から距離を置かれているクラスだと言っても差し支えないだろう。

　ただ、こういった事情は負の側面ばかりではなく、学校生活に良い影響も与えている。対立があるからこそ頑張ろうとするのは人の性質だ。

　顕著なのが、まさに準備中だった文化祭だ。他科や他クラスよりも派手で楽しい企画を催そうと意気込む生徒は多い。

　折おり口ぐち祭さい（折おり口ぐち大学が十一月に催す文化祭）や他行事との兼ね合いと、三年生に早い段階で受験勉強に専念させようとする配慮などを理由にし、折おり口ぐち高校は始業式直後の四月に文化祭を実施している。実施時期の都合で、一年生は準備期間がないため見学のみで、二年生は前年度から準備する。三年間クラス替えがないからこそできる日程だ。新入生歓迎イベントも兼ねているのだろう。

　三年七組は体育会系のノリで気合いは十分だ。普通科の他クラスにお化ばけ屋や敷しきという企画があったから、名前をホラーハウスに変更し、さらに差別化のための工夫を凝らしている。衝つい立たてで教室内を仕切っただけの迷路には絶対しないと意気盛んだ。

　スポーツコースは誰もが仲間達と文化祭を成功させようと思っているのだから、クリオはカカの問いに「ホラーハウス大成功……かな。みんなを恐怖のどん底に落とす」と答えてしまったのだ。

　けして害意があって恐怖を願ったわけではない。だが、後に、彼の夢は言葉どおり生徒達を恐怖の底に引きずり込むことになる。

　混乱や混こん沌とんを望んだ他生徒の夢の影響があったのかもしれないし、カカが意図的にクリオの思いを歪ゆがめたのかもしれない。真相は分からないが、クリオが仲間思いだったことだけは疑いがない。だが、彼の夢は姿を変えて生徒達を襲うことになる。

「さあ、これでみんなの願いが揃そろったね。夢は現実になるよ。ああ、タタ姉様、待っていてください。すぐに、お届けします」

　陶酔しきった声を残し、カカの姿は現れた時と同じように前触れもなく消える。

　その瞬間、異変が起きた。

　校舎の外に出ていた生徒と校内にいた生徒とでは、反応が大きく異なる。

　外にいた者は一瞬で周囲の景色が変わったことに驚き、目の錯覚を疑った。

　校舎が消えた。何が起きたのか瞬時に理解できた者はいない。

　ひざ丈の草原にポツポツと、地下鉄駅の入り口に似た簡素な建物が有るだけだ。校舎も体育館も多目的ホールも存在しない。いきなり消えてしまった。

　一年七組普通科スポーツコースの遠えん藤どう大だい輝きは、この時の様子を次のように振り返る。

「俺、倉庫にボール紙を貰もらいに行こうとして外を歩いていたんすけど、桜の花が散っている最中で綺き麗れいだなって思ってたら、いきなり景色が変わったんす。マジで一瞬っす。草原が、ずっと遠くまで広がっていて。太陽の方角から、多分、南だと思うんすけど、遠くに森が見えたっす。他は何も無し。地平線なんて初めて見たから噓うそくさい景色だなって……。俺の他にも何人も草原にいて、何だこれって。いやいや、わけ分かんねえって頭をかいたら、髪の毛に引っかかっていた桜の花びらが落ちて……」

　遠えん藤どうは突然の事態に混乱しつつも、周囲の生徒が口にした内容をいくつか記憶していた。

「これって、まさか、あの映画？」

「何年か前にニュースでがんがんやってた事件と一緒じゃない？」

「ありえんでしょ。演劇部がでっかい仕掛けを用意したって自慢してたし、それでしょ」

　はたして、校外にいた者と校内にいた者の、どちらの混乱が大きかっただろうか。少なくとも校内にいた者には、驚きよう愕がくの他に恐怖が加わる。

　二年三組の教室は突如、暗闇にのみ込まれた。

　この時のことを、相あい田だ優ゆうは次のように説明する。

「いきなり、真っ暗になりました。それも、夜じゃなくて、もっと暗いやつです。目隠しされたわけじゃないけど、とりあえず顔の前を払いました。けど、やっぱ真っ暗で何も見えなくて。暗幕を閉めても、あんなに暗くならないはず。自分がどうなったのか、まったく分かりませんでした。そういえば、誰か分からなかったけど女子が『きゃっ』て悲鳴を上げていました」

　桜さくら川がわ凜りんは独特の言い回しで彼女なりに説明する。

「夜中にお部屋のカーテンを閉めると、外の外灯の明かりとかがうっすらと透けてくるから、真っ暗でも目が慣れてくると、ちょっぴり目が見えてきますよね？　あんな感じの暗さでとても暗かったです。後から、思い出しながら日記に書いたから間違っているかもですけど、十六時二十分前後です」

　舘たて伊い須す香かは事件後も「激オコだよぅち。暗闇に紛れて、誰かがお尻触ってきた。スーパームカつく。不覚にも変な声出ちゃった。犯人誰よＡＫＢ（アホ、消えろ、馬鹿の意味）」怒りを隠せないが「ただし、いきゃめんなら許す」冗談を言う程度だから、それほど気にはしていないようだ。

　犯人は不明だが、ある生徒は「急に暗くなったから手さぐりで机を探そうとしたら、女子のお尻触ったったｗｗｗ　あれは絶対女子のお尻ｗ　『きゃっ』て言ってたし、メッチャ柔らかかった。ふひひ」とあんパンのような手をにぎにぎしながらニヤける。

　光源となるのは、廊下に有る誘導灯と非常灯（ドアから脱出する人が描かれた緑色の明かり）くらいだろう。

「『うわっ』とか『停電』とか呟つぶやく人がいたから、自分だけじゃないってことは分かったけど怖かった。多分、よっしーが。あ、吉よし岡おか君のことです。よっしーが『みんなスマホ出せ』って」暗闇だったので相あい田だの証言が曖あい昧まいなのは仕方がない。

　僅かな明かりとはいえクラスの大半がスマートフォンを持っているので、室内を薄ぼんやりと照らすことはできた。だが、隣の席の者なら顔は分かるが、少し離れればシルエットが分かる程度だ。

　どのクラスでもスマートフォンの所有率は高いし、転移した瞬間に操作していた者もいる。出店や展示物用に照明を用意していたクラスもある。

　だから、パニックになったクラスは、暗闇自体が原因ではない。




　　　　＊




　一年七組普通科スポーツコース。通称、就職科の脳筋集団。

「うちのクラスはすっごい大騒ぎだよ！　もう、信じられないッ。ライオンがいた！　食われる！　逃げろ！　って。暗くなったときから、なんか獣臭がするし、唸うなり声ごえみたいなのするし！　ほんと、信じらんない！」

　テーブルを叩たたいて足をバタバタさせて興奮しながら話す栗くり田た美み奈なの感情は恐怖、ではない。

「ライオンとかトラとか猛獣がいっぱいいた！　もう、最高ッ！　私の『飼育員』って、まさにそれなの！　猛獣が懐なついてくれて、仲良しなの！」

　栗くり田たは身を乗り出すと「ほらほら」袖を大きく捲まくり、陸上部らしい日焼けをした二の腕を見せてくれた。

「本気で嚙かんでくるわけじゃないんだけど、みんな甘あま嚙がみしてきたり、飛びついてきたりするから、牙きばや爪で全身細かい傷だらけだよ！」

　服を捲まくってお腹なかまで見せてくれようとしたが、隣に座っている者に制止される。

　栗くり田たにとっては一つ一つが素敵な思い出だったらしく、笑顔は絶えない。自分を絶対に裏切らない動物達と常に行動を共にできたことは強い心の支えになったはずだ。

　ライオン、トラ、ヒョウ、ジャガー、チーター、ウンピョウ、カラカル、オセロット、サーバルキャット、いかにも懐なついてくれたら嬉しい猫科の猛獣十頭（ライオンだけ雄雌の二頭）。そんな中、一匹だけ場違いな、タカ。

「みんな賢くてね、私が『伏せッ！』ってやると伏せたの。でもね、一匹だけ言うことをきかない子がいたの。んー。そもそも私、鳥の飼育は、したいって思ってなかったの」

　クラスメイトの鳥とり巣す諒りようが『鳥になって空を飛びたい』という夢によって姿を変えていた。彼女は転移直後、室内に獣の気配を感じ、吊つり下さげ式のテレビの上に避難していた。

「ど、どう考えても、私、餌えさだし……」

　おどおど喋しやべる彼女に蘇よみがえっている感情は恐怖、ではなく羞しゆう恥ち。

　鳥とり巣すは室内の獣が安全だと分かると、カーテンにくるまり「タカのままだったら、食べられちゃいそうで……」人間の姿に戻った。彼女の夢は鳥になることではなく、好きな時に鳥になって空を飛びたいというニュアンスのようだ。

「諒りようちゃん、裸だった！　諒りようちゃんの椅子に制服とパンツ落ちてた！　おっとなーっ！　って感じだった！　中学のときは、こんなエッチなの穿はいてなかったのに！」

「しょっ、しょうがないじゃないですか。へ、変身すると、服が脱げちゃうんだから……。美み奈なちゃんが私の下着を振り回して……。く、暗かったけど、男子もいたんですよ」

「こーんな近くに寄らないと見えないから、大丈夫だよ」

　鼻先が触れあうほど栗くり田たが顔を近づけると鳥とり巣すは「で、でも、恥ずかしいですよ」顔を赤くして俯うつむいた。

　栗くり田たは「諒りようちゃん、照れやさーん」鳥とり巣すにぎゅっと抱きつく。




　　　　＊




　ざわめきの渦か中ちゆうにあった教室内を鎮しずめたのは、二年三組が全員生還することになる最大の立役者、夜よ木ぎ秋しゆうだ。

　夜よ木ぎは口笛を吹き、周りが聞き耳を立てるようにしてから、凜りんとした声を響かせる。

「ただいまより映画『君とともに帰る』の上映を開始します。場内は暗くなり非常に危険ですので、むやみに立ち上がらないようにご注意ください」
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　誰もが言葉の意味をのみ込めなかったので、考え込んだ。結果として、暗闇に陥った恐怖を一瞬忘れ、冷静になろうと努めるだけの平静を取り戻す。

「すっごく暗くて真っ暗だったので何も見えなくて、冗談を言っているの誰？　って驚いてびっくりしました。ユーモアなのかブラックジョークなのか分からないんですけど、何か、すっごく、奥深い言葉ですよね。不安たっぷりでしたけど、確かにじっとしていた方が良いですよね」

　桜さくら川がわは夜よ木ぎの落ち着き払った声を聞き、少しだけ不安が薄らいだ。

「夜よ木ぎちゃんマジリスペクト。多分、落ち着けって言われていたら、落ち着けなかったし。まさに異世界に行っちゃう系の映画さんが始まるよって言われて『あれ？』って考え込んじゃったもん。ぅち、ＡＩモード（頭が良い状態）だったよ」

　舘たても夜よ木ぎの第一声が、転移直後の騒動を鎮しずめたと証言する。

　附属小学校の頃からの友人、吉よし岡おか猛たけしは「いきなりの事態で混乱してたけど、秋しゆうだってすぐ分かったよ。真っ暗になったらこういうこと言う奴だから。遠足でプラネタリウムに行ったときなんて『レンジ使わないでよ！　ドライヤー使うって言ったでしょ！』だよ」と笑う。

　相あい田だ優ゆうは「いや、ウケると思ったんだよ。そういう奴だから」と苦笑する。

「小学生の時って、教室に蜂が入ってきたらパニックになりますよね。先生がいない休憩時間に蜂が飛び回るから、もう大惨事。そんなとき、秋しゆうは『あっ、野の良ら犬いぬが入ってきた！』ってみんなの注意を外に逸そらしておいて、こっそりと蜂を捕まえて追い出す。そういう奴ですよ。『落ち着け』とは言わない」

　相あい田だは思い出を語るというより、夜よ木ぎはこんなに魅力的な奴なんですよと私に教えたがっているようだ。彼の言葉は、好きなものを語るとき特有の熱を帯びている。

　夜よ木ぎ秋しゆう、黒髪ロングで眉がキリッとして器量よし。男子にも気さくに話しかけ、笑顔が絶えない。年頃の男子が一度は憧れるような典型的美人だった。相あい田だ優ゆうにとっては憧れの人であり幼おさな馴な染じみでもあり、元ガキ大将。

　異世界で再びガキ大将に……いや、クラスの中心人物になる。

　夜よ木ぎはみんなが聞き耳を立てていると分かっているから、ことさら小声でさらに注意をひく。

「こんなに真っ暗だと、林間学校の肝試しを思い出すよね。怖がると、驚かせ役の先生の思うつぼだよ。静かにそっと先生達に近づいて、逆に驚かそうよ。スマートフォンの明かりで、ほら」

　誰もが不安を感じてはいたが、不測の事態に慌てずゆっくりと喋しやべる夜よ木ぎに従うことにした。

「みんな、スマートフォンのモニターを明かりにしろって意味に受け止めてくれたけど、違うよ。喋っているのが誰か分からないだろうから顔を見せようとしたとか、そういうのじゃないです。あれは、懐中電灯で顔を照らしてびっくりさせるやつ。あれをやろうとしたんです」

　相あい田だは冗談めかす。とはいえ、実際に彼の言葉を聞いていくと、クラスメイトを落ち着かせるための行動だったことが分かる。

「小学校の頃の秋しゆうは何でもできて、いつも僕ぼく等らの先頭に立って。……ほんと、凄すごい奴でしたよ。だから、異世界に転移した直後も、秋しゆうなら何とかできるって思いました。あの行動は当然でした。もう高校生だからガキ大将とは違うのかな……。リーダーは気恥ずかしい感じがするし、委員長でもないし……何だろう。とにかく気づいたら、みんなの中心にいました」

　夜よ木ぎの保育園時代からの幼おさな馴な染じみである相あい田だは過去を振り返り「一つ一つが忘れられない大切な思い出です」遠い目で微笑ほほえむ。

　相あい田だと夜よ木ぎの関係があったから、二年三組は全員が無事に帰還することになる。

「小学校三年生のときに、僕達の班が遠足で山に行って、迷子になるなんていうベタなことやらかしたんです。あの時も秋しゆうは泣きもせずに先頭に立って歩いていました。僕は不安で泣きそうになったけど。でも、秋しゆうがいたから泣かなかった。泣いたら『ほら、優ゆうちゃんはすぐに泣く』ってからかってくるし。僕が男らしくなったのは……」

　私は表情に出したつもりはないが、相あい田だは「笑わないでください、これでも男らしくなってます」といったん話の腰を折った。

「男らしくなったのは、夜よ木ぎに良いところを見せたいっていう、意地があったからですよ。女の子に言うことじゃないかもしれないけど、僕も夜よ木ぎみたいになりたいって、憧れていました。夜よ木ぎは無敵のヒーローでしたから」

　夜よ木ぎはクラスメイトの目が暗闇に慣れてきた頃を見計らい、壁に有る室内灯のスイッチを入れる。しかし、室内灯はつかない。念のために、オンオフを繰り返してみたが、無駄だった。

　クラスメイトの息をのむ声を聞き「大丈夫」と落ち着いた声を発し、窓に近づく。

　同じように他のクラスでも、暗幕がかけられたのだろうかと推測し、払いのけようとした者がいる。

　しかし、指先に触れるのは。

　土。

　窓の外に有ったのは触れるとじんわりと湿った土の壁であった。

「地下……？」

　校内の生徒が自分達の状況をおぼろげに把握した頃、一方で校外にいた者は草原に点在する地下鉄入り口のような建物に近寄って、気づく。かつて、それを間近で見たことは一度もない。だが、おそらく、間違いないだろう。

「これ、屋上の出口じゃない？」

　私立折おり口ぐち大学附属高等学校の転移先、異世界の地中。

　ダンジョン探索型ファンタジー作品に影響を受けた願いだろう。

　異世界に突如、室数百を超える六階層のダンジョンが出現した。校舎本館と別館を繫つなぐ通路や運動場は、広大な地下空洞となっていた。

　こうして、一ヶ月間におよぶ異世界生活が始まる。
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　二〇一八年四月十三日（金曜日）十六時二十二分。

　三年三組普通科普通コース文系は生存者がいないため、断片的な情報しか残っていない。遺品のスマートフォンから発見された動画は貴重な情報源だ。

『光のライトニン照明グイルミネ』

　戦魔聖剣士ヴアラデイン（戦乙女ヴアルキリーと聖騎士パラデインの合成ジョブ）になっていた春はる田た美み智ち雄おが使用したスキルにより、三年三組の教室は松明たいまつを灯ともしたような明るさになった。

　春はる田たの夢はおそらく、折おり口ぐち高校が地下迷宮化した原因の一端だろうが、当人に自覚があったかは不明だ。彼は地下迷宮化したことを早々に悟り、さらに自分の夢が他人よりも優れていると考え、得意になっていたのかもしれない。

「すっげえ、マジもんじゃねえか。マジか。マジか！　マジかよーっ」

　教室内に響く春はる田たの歓喜。彼の姿がゲーム『ＤｏＳａＭ‐Dungeon of Sword and Magic‐』で自らがクリエイトしたキャラクターそっくりになっていることに興奮していたのか、それとも、魔法能力を得て驕おごっていたのかは知りようがない。

　困惑に包まれた教室で春はる田たは突如『雷の束縛サンダージ』不仲だった谷たに口ぐちに電撃を浴びせた。全身を硬直させて転倒した谷たに口ぐちに、さらに『沈黙の檻サイレイジ』追撃を加える。

　後に春はる田た等らと協力して高校周辺の地上を探索した二年十二組アニメ・漫画科の山やま中なか百ゆ合りは困惑気味に記憶を整理する。

「春はる田た先輩は『怖かったけど、暴れている男子生徒を取り押さえた』って、謙けん遜そん気ぎ味みに言ってたから、格好良いなって思ってました。でも、他の人からはあまり良い評判を聞かなくて、どっちが本当なんだろうって……」

　異世界生活が長引いた結果として、精神を病んだ者は多い。だが、春はる田たが転移直後から凶行におよんだ理由は不明だ。

　春はる田たは声を荒らげ「おい、谷たに口ぐち、誰が？　陰キャのイキりオタだって？」谷たに口ぐちの頭を踏みつける。

「俺は戦魔聖剣士ヴアラデインの力を手に入れた。俺を馬鹿にしてた奴は、謝るなら今のうちだぞ」

　春はる田たが腰から剣を抜き、刃に炎を纏まとわせる。教室内で広まったざわめき声を「黙れ。おいお前、録画するんじゃねーよ」春はる田たが剣を振り回して遮るところで動画は終わる。

　後にその動画を見た谷たに口ぐちの友人、牧まき野の健けん悟ごは憤いきどおりを隠せない。

「春はる田たは異常だ。異世界に転移する前、あいつが（文化祭の宣伝用）看板に勝手にゲームのキャラクターを描いたのが原因で、谷たに口ぐちが注意したんだよ。そうしたら逆切れしやがった。異世界でやったのは、その報復だ」

　口論になったことを根に持っていた春はる田たは、異世界に転移したと同時に谷たに口ぐちに意趣返しをしたのだろうか。最初から害意があったのだろうか。半信半疑のままスキルを試した結果、本当に発動してしまい引っ込みがつかなくなってしまったのだろうか。真相は分からない。

　しかし、電撃で拘束するスキルを発動した後に、喋しやべれなくする（魔法詠唱不可能）スキルを連続して使用している以上、少なくとも二発目には明確な悪意があっただろう。

　春はる田たの凶行は、事前の喧けん嘩かでキレており自制心が働かなかったという理由で片づけても良いことなのだろうか。
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　異世界に転移した直後、暗闇に包まれなかったクラスもある。

　転移する前に明かりをつけていたクラスだ。

　異世界に転移した瞬間、電線が寸断されて校舎内は停電に陥ったが、通電状態だったクラスは非常灯が点灯した。

　非常灯は建築基準法で設置が義務付けられているため、折おり口ぐち高校の教室にも設置されている。非常灯がついたクラスは、薄暗くなりはしたが「誰かが暗幕かカーテンを閉めたのだろう」くらいにしか思わなかった。

　窓の外を見ようとして軽く混乱する者もいたが「どうせ屋上か上のクラスが垂れ幕や看板を吊つるしたのだろう」と判断した。正常性バイアス（非常時に、問題は大したことないと考えてしまう心理）が働いたのだろう。

　一年十一組メディア・クリエイター科にいたっては、もともとパソコンルームでブラインドを降ろしていたのだから、異世界に転移したことすら気づかない。

　ただ、異常事態が起きたことだけは誰もが即座に知っただろう。

　メディア・クリエイター科の授業内容はＷＥＢページの作成、コンピューターグラフィックスの作成、ゲームプログラミング等なので、もともとコアなゲームファンが多い。当たり前のことだが、ゲームに興味のある者がメディア・クリエイター科を受験するのだ。

　一年十一組40名のうち、中学の卒業文集に書いた将来の夢（職業）の内訳はニート１名、ゲーム関連の職業が27名、ＹｏｈＴｕｂｅｒ４名、その他４名。

　そして、ゲームキャラクターの名前を書いた者、４名。つまり、一年十一組にはゲームキャラクターへと姿を変え、さらに戦闘能力を有していた者が４名もいたのだ。

　一方で、二年十二組アニメ・漫画科では、アニメスタッフや漫画家といった職業を望む者が大半で、アニメキャラクターを書いた者は山やま中なか百ゆ合り１名だった。

　両クラスに共通していたのは、同好の士が集まっていたため、他科よりもクラス内での団結が強かったことだ。

　好きな作品の相違によりクラス内で対立することはあったが、異世界の生活で決定的な溝になるようなものではなかった。究極的には、推しキャラの違いによる喧けん嘩かは、作品を楽しむためのファン活動の一環に過ぎなかった。

　特異な二クラスについて山やま中なかは「もともと部屋にひきこもってイラストを描いたりゲームしたりする子が多かったから、地下生活は他のクラスよりも平気だったんじゃないかな。そんなことないかな。やっぱ、分かんないや」えへへっと自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

「文化祭用のアニメがまだできていなかったから、急いで作ろうってなって。不思議ですよね。パソコンがずっと使えたんです。テレビとかエアコンとかは使えなかったのに。みんなのアニメを作りたいっていう夢が強くて、アニメ制作の道具だけは使えたのかな」

　地下生活が二週間を超えた頃から、退屈やストレスが精神を蝕むしばみ、多くのクラスが日常生活にすら支障をきたしていくのだが、アニメ・漫画科は高い気力を維持し続けたようだ。彼かれ等らは異世界でずっとアニメを作り続けていたのだ。

「あっ。パソコンが使えたことよりも、異世界に行ったのにアニメを作っていた方が不思議ですよね。ほんと、不思議です。初日なんて、私達のクラス、もともと徹夜で仕上げるつもりだったから、栄養ドリンクとかおにぎりとか、いっぱい有ったんです。だから、異世界だって分かってからも『明日までにアニメを作るぞ！』って……ほんと、不思議。あっ、あれ……」

　山やま中なかの瞳からポツリポツリと涙が零こぼれる。二年十二組の生存者は彼女を含めても２名しかいない。

　彼女達の作成したアニメ『希望の舟』は、Yohtube『https://www.yohtube.com/watch?v=na9IQCFqnAM』で確認できる。三十分間の映像は彼かれ等らの団結の証あかしだ。一組の男女を乗せた舟は嵐の海を漂流し、やがて漂着した地で家族と再会する。

「最初は無人島で、二人で暮らしていくという終わり方だったんです。でも、明あ日す花かちゃんが『結末を変更しよう』って提案して、みんなで相談して家族と再会するハッピーエンドになったんです。反対する人は、誰もいませんでした」
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　昭和十六年、国民学校初等科卒業、山やま田だウタ八十二歳。

　戦後の貧しい時代を生きてきた昭和の女。

　お話を聞くために伺ったところ、ウタは快く折おり口ぐち高校近くの自宅にあげてくれた。

「戦争とはいってもね。まあ、わたしゃ小さかったし、あんまり覚えとらんで。でも、まあ、その、あれ、ほれ、あそこ」

　異世界ですかと助け舟を出すと「そう。それ。あそこでの生活も、そう変わらんかった。悪いのが来たら、ドーンドーンと爆発が収まるまで地面の下で震えて。少ない飯で腹を空かせて……」

　山やま田だは高校が消失したあの日、孫から「文化祭の準備のために学校に泊まる」という連絡を受け「それなら差し入れをしようかな」と犬の散歩をしつつ高校に行き、事件に巻き込まれた。

「孫がね、学校の先生をやっとるんで。人様の子供を預かって教えるなんて、そりゃあ、大変なことをしとるんで」

　孫がどれだけ可愛かわいいかという説明が三十分続く。

「泊まるっていうんで、それじゃ、同僚の皆様にも召し上がってもらおうと、ぼた餅もちをたくさんこしらえて、持って行こうとしたのね」

　早くひ孫を見たいが、孫に良い相手が見つからない。職場には良い男がいないのか見に行こうと思ったという説明が三十分続いた後「あんたも、いい歳としなんだし」と私に飛び火。

　私にはまだ早いから、と話を戻そうとするが「ワシが爺じいさんと会ったのは、あんたよりもっと若かった。私が十歳の頃──」と馴なれ初そめを聞かされるはめに。

「学校に行ったら、急にはしたない格好した子供が現れてな。ゴン（犬。雑種。八歳）が妙に懐なついてベロベロ舐なめまわすで、困っとった」

「可愛かわいいねえ、君は。きゃっ。ボクは、君の。こら、変な所を舐なめるな！　君の夢を叶かなえてあげるよ。ばかっ、尻尾しつぽを咥くわえるな！」

　こうして山やま田だウタが孫にぼた餅もちを届けようとしたことにより、折おり口ぐち高校消失事件における、ジョーカーが生まれた。

　いつ頃から卒業文集を書くという教育が行われ始めたのかは不明だが、戦時中に文部省（現、文部科学省）で教科書の編へん纂さんに携わった故秋あき田た喜き三さぶ郎ろう氏は一九三五年に、その著書『課程中心綴つづり方かた学習指導書　尋６』において「卒業文集は卒業の記念になるように」「卒業を間近に控えて胸に込みあげてくるものを書きだすものだ」と記している。

　このことから、少なくとも戦前から学校で卒業文集を書くように指導していたことは間違いない。

　そして、山やま田だは敗戦の年に国民学校初等科（現代の小学校に相当）を卒業している。

「突然、草っぱらに放り出されたときは、ボケて知らん所まで来ちまったか、それともいよいよ爺じいさんが迎えに来たかなあと思ったね。まあ、わたしゃ、いっぺん頭の血管詰まらせて倒れとるで、いよいよかと。周りに学生さんも何人かおったで、若いのに死んだか、勿もつ体たいねえってなぁ」

　異世界に転移した直後、ウタは特に慌てることなく近くに有った手ごろな石に腰かける。ゴンが風ふ呂ろ敷しきに鼻先を突っこんでくるから「ほんま、何でも食うな、お前」ぼた餅もちを取りだして一つ与えた。

　異世界という概念を知りもしない彼女は結局、自分がおかれた状況がどういうものなのか、帰ってきた今でも、よく分からないままであった。

　山やま田だは庭先に有るもぬけの空になった犬小屋をじっと見つめ「ほんま、あいつ、何でも食いよったなあ」としみじみ呟つぶやく。
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　私立高校といえば設備が整っていて生徒会の権限が強く、規則が緩くて自由な校風。そんなイメージを持っている者は多いだろう。

　漫画やアニメを好きな者ほど、こうしたイメージを強く抱いているのではないだろうか。

　だが、このイメージは誤りである。

　もちろん、校風は千差万別なのだから、必ずしも杓しやく子し定じよう規ぎに測れるものではないが、少なくとも、私立だからという理由で、生徒会の権限が強くて校内規則が緩いということはない。

　実際は逆である。

　私立では入学希望者を増やすために、設備を充実させたり人気デザイナーによる制服を採用したりするのは事実だ。だが、税金で運営している公立学校と異なり、学費で運営している私立学校は生徒数が減れば即座に経営が傾くというリスクを負っている。

　だから、けして、自由な校風にして生徒に好き勝手をさせたり、生徒会に漫画やアニメのような権限を与えて奇き天て烈れつなイベントを催したりはしない。不祥事を起こして入学希望者を減らすわけにはいかないのだ。

　つまり、私立の学校は、公立よりも校則が厳しい。

　折おり口ぐち大学附属中学校から進学した西にし田だ萌め生いが英語科を選択したのは語学留学制度があるからだ。彼女は将来の夢『トラベルコーディネイター』のために英語を学びたかったのだ。

　アニメ・漫画科の山やま中なかが外部受験で折おり口ぐち高校へ入学した理由は「えっと……好きなイラストレーターさんが制服をデザインしていて、可愛かわいかったから。あと、大学に漫画学部があるから」だ。

　折おり口ぐち高校はウェブサイトやパンフレットで施設や制度の充実を謳うたっており、それを目当てで入学する生徒は多い。そして、進路に悩む中学生に与えられる情報には『自由な校風』というお約束の宣伝文句がある。

　教室の写真では、学生が笑顔でアイスを食べている。だが、実際には食堂以外でのアイスの喫食は禁止されている。

　私服で授業を受けている写真がある。だが、これは数年前に一度だけ私服デーが企画されたに過ぎない。

　運動場にステージが設けられて学生のロックバンドが演奏している写真もある。だが、近隣住人の苦情により、バンドフェスは今年から中止だ。

　大ホールはバリアフリー化しているとウェブサイトに書いてある。だが、大ホールは大学との共用設備だ。高校の施設はバリアフリーが行き届いていない。多目的トイレだって、有るのは大学の敷しき地ち内ないだけだ。

　私立折おり口ぐち大学附属高等学校生徒会執行部会長、普通科二年一組特進コース文系、藤とう堂どう瑠る奈な。

　将来の夢『生徒会長』

　既に生徒会長になっている彼女だが「自由な校風」の現実に辟へき易えきとしていた。

　生徒会顧問の教師に従ってただ新入生部活紹介の準備をすることが私のしたかったことか。

　学校周辺の清掃ウォーキングイベントの下見や、文化祭前に視聴覚室の古い機材をチェックすることが私の望みなのか。

　挨あい拶さつ週間で校門前に立って、はたしていったい何人が挨あい拶さつを返してくれて、私の顔を覚えてくれたのか。

　藤とう堂どうは異世界に転移する直前まで、文化祭のポスターを貼らせてもらえるように、近隣の商店に頭を下げる日々を送っていた。

　どれも違う。

　私が憧れた高校生活はこんなものではない。私が生徒会長になって、作り上げようとした校風は、絶対に違う。

　中学時代に留学した欧州の学校には制服などなかった。私服で通っていたし、髪を染めている生徒もいた。ナイトバーに繰り出しそうな服装の女子もいたし、ギターケースを背負ったピンクのモヒカン男すら歩いていた。校内のホールで開かれた留学生交流パーティーでは、アルコールも振る舞われたのだ。

　二〇一八年四月十三日（金曜日）十六時三十四分。

　異世界に転移した後の、最初の校内放送。

「生徒会執行部会長の藤とう堂どう瑠る奈なです。みなさん、突然の事態に戸惑っていることかと思います。ですが、先まずは焦あせらず、落ち着いてください。これから教室に明かりをつける方法を説明します。天井の蛍光灯と蛍光灯の間に、短い紐ひもが垂れています。それを引いてください。非常灯に切り替わり、明かりがつきます。非常灯は内部バッテリーで点灯しますが、三十分程度しかもちません。この事態がいつまで続くか分からないため、全ての明かりをつけないようにしてください。既に非常灯が作動しているクラスも、念のために明かりを最小限にしてください」

　各教室が明るくなり、生徒達も少しずつ落ち着きを取り戻していった。

　生徒会長が落ち着いた声音で冷静に指示しているのだから、従えばいい、誰もがそう思った。

　だから、次の言葉を聞いて即座に意味を咀そ嚼しやくできた者は少ない。

「ただいまより、服装と髪型の自由を認めます。後ほど、全校生徒の夢を把握し役割を与えます。その際、美容師や服飾デザイナーの夢を叶かなえた方には、仕事をしてもらいますので、そのつもりでいてください」

　ゆっくりとした溜ため。

　放送室にいるのだから、藤とう堂どうが生徒達の反応を感じたはずがない。しかし、学園を変えようとする自分への期待が浸透するのを待つように、藤とう堂どうは時間をおいた。

　そして「みなさん、自由、自立、熱中、挑戦」学校のキャッチフレーズを一言ずつ嚙みしめ「私達の夢はここで叶かなう」新たな生活の始まりを宣言した。

「私が貴方あなたの夢を叶かなえる。貴方あなたが過ごせる学校を、私が創る。それが私の変わらぬ夢」

[image: ]

　生徒会執行部書記の室むろ伏ふし颯そう太たが録画していた放送室内の映像で「あら、颯そう太た。私なんか撮っていたの。いいわよ。折おり口ぐち高校の変へん貌ぼうを存分に記録しなさい。それが貴方あなたの仕事。学校を変える……それが私の使命」藤とう堂どうは自信に満みち溢あふれた表情で髪を払う。

　魔法使いカカは切っ掛けを与えただけで、本当に生徒達の運命を大きく変えたのは、もしかしたら『生徒会長』の夢を叶かなえた藤とう堂どうだったのかもしれない。

　一年一組普通科特進コースの米よね原はら誠せい次じは「俺達のクラスは大歓声だったな。『藤とう堂どう！　藤とう堂どう！』って騒ぎすぎ。異世界に着た直後のざわめきよりも、でかかったね。ありえねえ。なあ？」藤とう堂どうに好印象を抱いていないらしく投げやりだ。

　同クラスの桐きり井い龍りゆう太た郎ろうも「ああ。誰が仕切っていても結果は変わらなかったって言っている奴は馬鹿だ。どう考えても生徒会の施策が誤っていたから、死ななくていい奴まで死んだ」否定的だ。

　放送を聞いたとき、附属小学校からの長い付き合いの米よね原はらと桐きり井いは顔を見合わせ、薄暗い教室内でも互いが呆あきれ顔がおをしていることに気づく。厳密には、米よね原はらは桐きり井いの表情を読み取れなかったので、雰囲気で察した。

「ま、龍りゆう太た郎ろうがいりゃ、何とかなるだろって思った。姿は変わっていたけど一目で、こいつだって分かった。腐れ縁だし。今、思い出しても、馬鹿な夢だよな、お前」

「お前にだけは言われたくない。いや、まあ、誠せい次じと一緒なら、大抵のことは乗り越えられる……。あの時は割と余裕だったな。こいつのアホな格好を見たら、な」

　将来の夢『キルレート10超え』『射撃命中精度日本一』により、二人はミリタリー系一人称シューティングゲームの兵士に姿を変えていた。米よね原はらはアメリカ海兵隊の、いかにもなマッチョ兵士になり、アサルトライフルを携えている。桐きり井いは全身、緑色の葉っぱのもじゃもじゃ。ギリースーツという、草木の中に隠れるための迷彩服を着ていた。

「お前、周りから『妖怪がいる！』って言われていたよな」

「うるさい。黙れ。お前『妖怪を撃て』って言われて調子に乗って……！　銃口を俺に向けただろ！」

　時に対戦し、時に協力しあう関係。米よね原はら誠せい次じと桐きり井い龍りゆう太た郎ろうは、喧けん嘩かはするが仲の良い腐れ縁であった。ゲームをしながら「実際の戦場でも俺おれ等ら、マジで無む双そうすっから」とイキっていた二人は、その妄想どおりの力を手にしていた。

　対照的に、二人の中学時代からの友人、一年七組の佐さ和わ田だ剣けん人とは生徒会執行部に対して好印象を抱いている。

「前のどっかの公立高校と違って、折おり口ぐちは即応態勢ができていた。それでも出た犠牲は、最初から避けられなかったんだよ。少なくとも初期対応は間違っていない。誠せい次じも龍りゆう太た郎ろうも、生徒会長が女だったからって、変な色眼鏡で見ているんだよ」

　佐さ和わ田だは強面こわもてにも拘かかわらず「生徒会長、メッチャ美人だしなあ。記念に動画のコピーでも貰もらっておきたいよ」頰ほおを緩めるが「あ、いや、異世界の嫌なことも思い出しちまうか」と冗談めかす。

　生徒達からの藤とう堂どうの評価は真っ二つに分かれているが、保護者から聞こえるのは「生徒が生徒を支配していたなんて、聞いただけでもゾッとします」「生徒を分類して待遇を変えていたなんて信じられません」「生徒会長といっても、子供ですよね」否定のみ。「大人に頼るべきだった」「先生の言うことを聞いていれば」という意見が中心だ。

　折おり口ぐち高校と弘ひろ橋はし高校の事件における、最大の違いが、全体の指揮者だ。

　本来なら折おり口ぐち高校には教職員が68名いたはずだが、事件発生直後から姿を消しており、校舎内には３名しか残っていなかった。

　いずれも赴任歴の浅い者ばかりなので、誰かが、卒業文集執筆当時の教師がいなくなるような夢や、一定の年齢層がいなくなるような夢を書いたのかもしれない。

　弘ひろ橋はし高校では生徒が班を作り、教師がクラスを統括し、校長が学校全体を指揮することにより、４００名を超える「一つの集団」になっていた。校長をトップとした指揮系統が確立されていた。

　しかし、折おり口ぐち高校は生徒会執行部の主導により、後に役割ごとにグループ分けされていき「小グループの集合体」になってしまう。また、科ごとの対立意識も「一つの集団」になれなかった原因の一つだろう。教師の目が行き届かないこともあり、生徒同士の衝突も多かったそうだ。

「もう、大変だったんだから！」

　西にし田だ萌め生いはムキーッと、可愛かわいらしく地団駄を踏む。

「萌め生いのお姉ちゃん、先生やってるのね。別に板挟みにあっていたわけじゃないんだけど、生徒と教師で対立しちゃってたの。若い先生ばかり３人だから、舐なめられてたんだよ。お姉ちゃん口にはしないけど、絶対、すっごい悔しがってた」

　英語教師西にし田だ舞ま衣いの妹である西にし田だは、スパイ活動をしていたわけではないが、教師と頻繁に会っていたので一部の生徒から疎うとまれ、半ば監視されるようになってしまった。

「変な男子が、教師派の監視だとか理由付けて、萌め生いやお姉ちゃんにストーカーまがいのことしてきたんだから。ほんと、やめてよ。信じられない」

　今でも頰ほおをぷうっと膨らませるのだから、腹に据えかねているのだろう。

　不幸な誤解が生まれた。

　異世界に転移してからの校内放送は生徒会執行部によって行われた。当然、生徒達は不思議に思い、教師からの放送を待つ。だが、教室のスピーカーは沈黙したまま、教師の声を届けない。

　何人かの生徒は職員室に向かうが、そこには着任したばかりか教育実習生か分からないような若い教師のみ。

　いったい、他の教師は何ど処こへ行ったのだろうか。校内を捜しても何ど処こにも見つからない。

「もしかして、教師は自分達だけで安全な場所に避難したのではないだろうか」誰かが噂うわさする。

　折おり口ぐち高校の教職員は、おそらく生徒の何らかの夢によって姿を消していたのだが、映画『君とともに帰る』のように、生徒を見捨てて逃げだしたと誤解されてしまった。

　映画では異世界に転移した後、モンスターの存在を知った教師達は車に乗り逃走している。高校生の団結を描くために、教師達は無責任な大人として描写されてしまったのだ。

「初日には、もう、噂うわさになってました。教師が、自分達だけで逃げたんだって……」鳥とり巣すも噂うわさを信じていたらしく、申し訳なさそうに話す。

「冷静になって考えれば、先生達だって見知らぬ世界に突然連れて行かれて、すぐに何ど処こかへ逃げたり移動したりするはずないって、分かるんですけど……。でも、そんなこと思っても言えませんでした」

　フィクションがあたかも事実であるかのように広まり、信じられてしまったのだ。

　また、隣国でフェリーの転覆事故が起きた際に、修学旅行中の学生を置き去りにして大人の船員が真っ先に逃げた事件のことを、多くの生徒が記憶していた。

　自らの命に危機が迫ったとき、大人達は子供達を見捨てるというのが、折おり口ぐち高校生達の共通認識になるまで時間はかからなかった。

　これにより、若い教師の求心力や指導力は完全に失われてしまい、三日と経たたないうちに生徒会執行部による支配が確立してしまう。

　折おり口ぐち高校にも生徒想おもいの教師はいたはずだし、フェリーの転覆事故では最後まで生徒達を護まもり続けて亡なくなった教師もいる。救助に尽力した大人達も大勢いる。

　だが、そうした、子供達の手本になるべき大人の行動が報道されることは、極端に少ない。
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　インタビューが十五時だったのにも拘かかわらず、遠えん藤どうはパスタとサンドイッチを注文した。私は球児の食欲を侮あなどっていたようだ。

「まさか、学校が埋まっているはずはないと思ったんすけど、周囲は草原で、建物がその屋上の出口っぽいやつしかないから、とりあえず調べようかって。時間っすか？　十六時二十分です。スマホを見たから間違いないっす。時差みたいなのはなかったと思います。転移前も転移後もだいたい同じ明るさです。薄暗くなるちょっと手前の、野球のボールが見えにくくなる、最後の明るい時間ですね。ただ、周りに何も無かったから遠くまで見渡せるっていうか、空が広いから、明るいような気はした……かな？」

　遠えん藤どうによると、転移直後、地上で見かけた者は20名程度だったそうだ。転移直前に、花壇や倉庫の裏など転移後に埋まる場所にいた者が、地上に転移したと思われる。

　別の者の証言によれば、運動場にいた者は地下大空洞と化した運動場に現れていたそうだから、地中に転移して埋もれた者はいなかったと思われる。

「話しあったわけじゃないんすけど、みんな出口の近くに集まって、何となく男子が行くべきじゃないのって空気になって。仕方がないから、一年の俺が……ってドアを開けて」

　鍵が開いていたのは、転移の直前に屋上から横断幕を飾ろうとしていた者がいたためだ。横断幕自体は、周辺の草むらに落ちているのが後に発見されるが、誰も気にしていない。

「学校でした。屋上に出る階段は使ったことないんすけど、まあ、階段って分かりました。階段なんて六階も二階も一緒だし。緑色の非常灯がついていたんすけど、暗かったっす。あと、下の方から何を言っているのかは分からないんすけど、話し声っていうかざわめきは微かすかに聞こえてました」

　遠えん藤どうはスマートフォンを取りだし、クラスメイトや野球部の友人に電話を試みるが不通だった。諦あきらめて自宅を呼びだそうとしている頃に周囲から「ネットにも繫つながらない」という声が聞こえてくる。

「外で待っていれば、そのうち誰か出てくるんじゃねってことになって。それから、校舎内の人が外に出てくるまで、結構な時間がありました。外にいた連中で、かなり話し込んでたっすから」

　ハメルンの笛吹事件の報道を知っている者もいたため、早い段階で彼かれ等らは異世界に転移したという真実に思い至っていた。だが、確証は持てないでいたし、信じたくないという気持ちが強い。

　魔法以外で自分達の状況を説明できないかと考えた。

　近隣国家がミサイルを発射したのではないか。ミサイルの影響で地面が割れて学校が埋まってしまったのではないか。高高度で核爆発が起これば電磁パルスによって、電子機器が壊れるとニュースで言っていた。これならネットに繫つながらない理由は説明がつく。しかし、スマートフォン自体は起動できる。核の高高度核爆発ならスマートフォン自体が壊れて使えなくなるはずだ。

「まあ、ミサイルじゃ学校が埋まる理由にはならないし、周りが草原になる理由にもならないっすよね。分かっていたけど認めたくなくて、何か、答えがほしかったんです」

　当然、答えなどない。

　話が進むにつれて、インタビューに応じる遠えん藤どうの歯切れが悪くなっていく。言いにくそうに何度も視線を彷徨さまよわせたり、頰をかいたりして落ち着きがなくなる。

「俺達がああでもないこうでもないって言い合っていたら、山やま田ださんが来て……。夕方になると近所の人がよく学校の周りで犬の散歩やジョギングをしていたから、別に、山やま田ださんがいること自体は……」

　テーブルを見つめて俯うつむいている間、私はじっと遠えん藤どうが口を開くのを待った。

「山やま田ださんが『ぼた餅もちでも食うか』って。でも、そんとき、わけの分からない状況で混乱していたし泣いている女子がうるさくてイラついてたし、俺……」

　悪態をついて山やま田だが差し出した手を弾いてしまった。地面に落ちたぼた餅もちを見て、ようやく遠えん藤どうは自分がしたことに気づく。

「やっちまった。山やま田ださんは俺達の話し合いがギスギスしてたから気を遣ってくれたのに、俺、そんなこと思いもしなかった。謝ろうって思ったんだけど『落ちちまったのは、ゴンが食うで』って、全然、怒ってなくて……。結局、謝れなくて……」

　頭を抱えた遠えん藤どうは暫しばらく沈黙した後に「異世界とは関係ないんすけど」と前置きしてから話を再開する。

「俺、異世界に行く日の朝、弁当が気に入らなくて、そんなつもりなかったんだけど、落としたんすよ……。『妹に合わせて俺のまでキャラ弁にしたら、野球部の連中と一緒に食うとき、恥ずかしいだろ』って……。軽く叩たたいただけのつもりだったんだけど、テーブルから落ちちゃって……。そんときのこと思い出して、辛つらかった。母ちゃんも山やま田ださんも怒らないんすよ……」

　遠えん藤どうと山やま田だの気まずい出会いではあったが、後に両者の命を救うための縁でもあった。恋人ができる切っ掛けにもなるのだから遠えん藤どうにとっては良縁だろう。

　遠えん藤どうがいたたまれない気分を味わっていると、階段フロアから一人の生徒がおっかなびっくり出てきた。その生徒は、外にいた生徒を一通り見渡した後、校舎の底に向かって「外に出れるぞ。屋上が地上になっている」声を張った。

　暗い穴の底から足音が響き、次から次へと生徒達が屋外へと上ってくる。１００名前後が狭い出口から出てくる状況で、遠えん藤どうは山やま田だを見失い、謝る機会を失ってしまった。

　全校生徒の一割程度が屋外へ移動したと思われる。大半の生徒、特に一階や二階（地中では地下六階と五階になっているが、本著では一階、二階と表記する）にいた者は屋上が地上になっていることに気づいていないため、教室内に留とどまり教師か生徒会からの放送を待った。

　この時、僅か３名しかいなかった教師は職員室に集まり対応を協議していた。既に生徒会長の藤とう堂どう瑠る奈なにより校内放送が行われていたが、職員室にいた英語科教師の西にし田だ舞ま衣いには聞き覚えがない。藤とう堂どうが意図的に職員室には放送しなかったのか、断線していたのかは分からない。
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　書記の室むろ伏ふし颯そう太たが記録した映像が豊富に残っている。もともと文化祭用の記録映像を撮るつもりだったらしく、予備バッテリーは大量に有った。

　十六時四十五分、校内放送。

「生徒会執行部の藤とう堂どうです。校舎が地中に埋まっており、屋上出口が地上に繫つながっているということが分かりました。指示したクラスから順番に、階段で屋上へ向かってください。エレベーターは使えません。校舎内は暗くて危険です。足下に注意して、焦あせらずに、指示に従って移動してください。体調不良や怪け我が等の理由で移動できない方がいる場合、クラス委員長は生徒会室までご連絡ください」

　全校生徒が地上へ移動するのに要した時間が約十分だったのは、日頃の避難訓練のたまものだろう。

　日が沈みかけた草原で、彼かれ等らはクラスごとに整列した。

　十六時五十七分、地上。陽はやや沈みかけている。

「我々はハメルンの笛吹事件と同様の事態に陥りました。ここは日本ではありません」

　藤とう堂どうは階段室の上で胸を張り断言した。威風堂々とした姿勢は、ただ場に立つだけでも生徒の支持を得たことであろう。指導者として自信に溢あふれた姿を全校生徒に見せつけたのだ。

　校長や年配の教師が不在になった状況では最善の手だっただろう。彼女が仕切らなければ、生徒達は混乱に陥っていたはずだ。

　しかし、次の方策は結果的には過あやまちであった。

「安全の確保を最優先とします。運動部で優秀な能力を得た生徒は名乗り出てください」

　映画『君とともに帰る』では、部活の技や道具を駆使してモンスターを撃退している。異能力者は一切、登場しない。当時、学生を主役にしたタイムリープものの作品が流行していたが、異能力バトル要素はなかった。映画製作者は、異能力要素はウケないと判断したのだろう。

　また、ハメルンの笛吹事件の報道では教師の責任追及や事件の残酷性がクローズアップされるばかりで、やはり異能力者の存在はまったく報じられていない。

　不幸なことに、藤とう堂どうは報道や映画などで、ハメルンの笛吹事件の知識を得ていたが、異能力者については知らなかったのだ。

　異世界の存在が発覚するという人類史上最大と言っても過言ではない事件だったというのに、日本のニュースは半年もしないうちに政治家の失言や、芸能人の不倫疑惑を報道するようになった。

　日本人は実に熱しやすく冷めやすい。政府の制止を振り切ったジャーナリストが情勢不安定な外国でテロリストに捕まってしまえば、連日連夜のようにニュースの話題を独占する。ネットでは自己責任という言葉が氾はん濫らんし、ジャーナリストのＳＮＳやプロフィールページを発見しては、過去に遡さかのぼって叩たたく。

　だが、一ヶ月もすれば、別の新しい炎上案件が発生し、興味はそちらへ移る。はたして、拘束から一年後、いや、半年後にジャーナリストのことを覚えていた者はいるのだろうか。

　藤とう堂どうは異能者の活躍を知らなかったから、映画や報道で得た知識に従い、優秀な運動部生徒による防衛部隊を創りあげようとした。

　運動部生徒に真っ先に与えた役目は、エレベーター内に取り残された生徒の救助であった。生徒の命を優先し、実績を残したのだから、藤とう堂どうの方針は多くの生徒に受け入れられた。

　折おり口ぐち高校にはメディア・クリエイター科とアニメ・漫画科が存在するため、アニメキャラやゲームキャラの能力を得ていた者が大勢いたはずだ。だが、生徒総会中に名乗り出る者はいなかった。

　理由は人それぞれだろう。自分の能力を実感していなかった、大勢の前で声を出して名乗り出るのが恥ずかしかった、自分が生存するためだけに力を使おうとした……。そして、悪事に利用しようとした。

　彼かれ等らの状況を鑑かんがみれば仕方のないことだが、やはり残念でならない。ハメルンの笛吹事件で得られたはずの教訓は活いかされなかった。非常識な夢に込められた思いの強さは、けして現実的な夢に劣りはしないのだ。

「これから生徒会執行部と各クラスの代表とで生徒総会を開き、対応策を決め連絡します。みなさんはいったん各自の教室に戻り待機してください。夜間にどんな危険が訪れるか分かりません。許可が下りるまで校外には出ないようにしてください。焦あせらず、冷静な行動を心がけてくださるよう、お願いします」

　薄暗い森の奥に転移して日没までの時間を見誤った弘ひろ橋はし高校と異なり、周囲が草原で覆われた折おり口ぐち高校は、誰の目からも夜が近いことは明らかだった。

　そして、弘ひろ橋はし高校と同様に、折おり口ぐち高校でも危機対応の態勢が整わないうちに最初の犠牲が発生する。







[image: 三章：地下生活初日]










　相あい田だが小学三年生の冬の朝、近所で犬が何者かに殺されているのが見つかる。酒に酔った老人が他人の家に侵入し、吠ほえられた腹いせに、庭に有ったスコップで犬を殴ったのだ。警察の捜査により、犯人は事件から一週間後に逮捕されている。

　まだ犯人が捕まる前の下校時に、夜よ木ぎは立ち止まり、相あい田だに力強く言う。

「優ゆうちゃん、私達で犯人を捕まえるぞ。殺されたのはジョンだ。あいつは私達にいっつも吠ほえてくるイヤな奴だったけど、殺すなんて許せない」

　いつもだったら一つ前の通りで吠ほえられていたはずだ。立ちすくむ相あい田だの手を夜よ木ぎが引いて歩くというのが、彼かれ等らの日常だった。しかし、その日、二人は犬に吠ほえられなかった。

「だっ、駄目だよ。先生がすぐにお家うちに帰りなさいって。危ない人がいるから、警察が捕まえるんだよ」

「これは妖怪の仕し業わざだよ。警察は大人だから、妖怪を見つけられない。私達が見つけるんだ」

「無理だよ。そんなの、絶対に無理だよ」

「大丈夫。心当たりはある」

　二人は家にランドセルを置いてから合流し、大人達から「妖怪が潜んでいるから近づくな」と言われている山に向かった。

　立ち入り禁止の看板が朽ちて落ちていることに気づかず「妖怪はきっと、ここに潜んでいる」二人は洞穴に入って行き、落ちた。

　そこは戦時中に掘られた防ぼう空くう壕ごうで、奥が縦穴になっていたのだ。爆風を避けるために縦穴にしたのかもしれないし、もともと井戸だったのかもしれないし、トイレ代わりだったのかもしれない。幼い二人には肩車をして手を伸ばしても登れない高さの穴であった。

「大丈夫。私がいるから泣くな。優ゆうちゃんは私が護まもるから」

　身を寄せ合い二人は、救助を待ち続けた。寒さに震えながら、防ぼう空くう壕ごうの中で夜を過ごす。

　食糧は駄菓子と油揚げ。

「あー。油揚げは当時流は行やっていた妖怪の好物だから。秋しゆうは責任を感じていたのか自分では食べようとしなくて、僕にくれるからさ。僕も意地になって食べなくて」

　遭難した翌朝、お腹なかの音がグーグー鳴り続けた。

「秋しゆう君、油揚げ食べようよ」

「私はお腹なか減っていないから優ゆうちゃんが食べて」

「お腹なか鳴ってるよ」

「違うよ。これは助けてっていうＳＯＳなんだ」

「エスオーエス？」

「そう。お腹なかの音を聞いたら、私達がここにいるって気づいて、きっと誰かが助けに来てくれるよ」

「じゃあ、僕も食べない」

「それは駄目だ。優ゆうちゃんは食べないと死んじゃう！」

　結局二人は空腹に負けて油揚げを食べた。駄菓子で当たりが出れば、ついてるから絶対に助かると信じられた。一つだけ入っている酸すっぱいガムは相あい田だが引き当てた。

「秋しゆうが、ゴミを外に捨てれば誰かが気づくかもって、投げた。まあ、それが見つかったのか、しらみつぶしに捜してくれたのか分からないけど、朝の早い内に知らないおじさんが助けに来てくれました」

　大人に引っ張りあげられると、安あん堵どから相あい田だは泣きだした。

　夜よ木ぎは泣かなかった。

　夜よ木ぎの両親が相あい田だの両親に何度も何度も頭を下げて謝った。夜よ木ぎは父親に頭を叩たたかれても泣かずに堪えていた。

「後で泣かなかった理由を聞いたら『私が泣いたら、優ゆうちゃんがまた泣いちゃうから』だって。ほんと、強い奴ですよ。小学校の三年ですよ。信じられます？　妖怪退治だって言って防ぼう空くう壕ごうの中で穴に落ちて遭難して、次の週か、その次くらいには、同じ山にツチノコを探しに無理やり連れて行かれました」

　異世界に転移した直後の暗い教室で、相あい田だは幼い日の無鉄砲なヒーローを思い出した。

　秋しゆうがいるなら、きっとみんな助かる。

「本当に嬉しかったのは、秋しゆうが僕に本気で謝らなかったことかな。防ぼう空くう壕ごうの中で『ごめん』って軽く言っただけ。深刻そうに謝らなかったのは、僕が絶対に秋しゆうのことを嫌いにならないって信じてくれていたってことだから」
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　大半の者にとっては初めてとなる、暗闇での地下生活が始まった。

「僕達のクラスは、教室の中央に机を並べて男女が行き来できないようにして寝ました。暗かったから女子の様子は分からないんだけど、でも、耳を澄ませたら寝息とか聞こえそうなほど近くで……」相あい田だ優ゆうは異性のすぐ隣で就寝したことを照れくさそうにしつつも途中からは「いや、そんなじろじろ見ませんでしたけどね。男子のいびきがうるさかったし暗かったし、別に夜は何もありませんでした」と弁解じみている。

　夜よ木ぎ秋しゆうの身体からだを間近で観察できる状況については「そんなことするわけないです」声を大きくして否定する。

「心構えができていたのかな」桜さくら川がわ凜りんはノートの該当箇所に視線を送り「うん。眠れなかった覚えはないですし、日記にも書いていません。もともと翌日の文化祭の準備のために、学校に泊まるつもりでした」記憶と照らし合わせていく。

「本当は申請を出していないクラスの人は泊まったらいけない決まりなんですけどね。もう、誰も気にしている人はいませんでした。どうしようっていう思いはまったくなくて、修学旅行気分で少し楽しいくらいの気分でした。床で寝るのだけは、ちょっとやだなあっていう抵抗があったかな。カーテンを敷しき布ぶ団とんにしたんですけどね。それでも、ちょっと……」

　見せてくれたノートには、トイレの行列が長かった、真っ暗で怖かったと書いてある。

「伊い須す香かちゃんが『フロリダできない』って言っていたから意味を聞いたんです。お風ふ呂ろに入るから離脱の略だそうです。私、ギャル語に少し詳しくなりました。賢くなりましたよ。伊い須す香かちゃんが『凜りんちゃん、偉い』って褒めてくれました」

　桜さくら川がわはふんすと鼻息を荒くするが、はたして賢くなっているのだろうか。

　その舘たても「風ふ呂ろに入れなかったし、地下は結構暑くてタイツが蒸れたから脱いだんだけど、暗いし、ま、いっかってことで、異世界にいる間、タイツ穿はかなくなったんだー」不満を言う時、男子と同じ部屋で寝たことについては言わない。

「やー。夜よ木ぎちゃんが真ん中で寝て、ちゃんと見張ってくれてたし。マジ感謝。慣れない状況で頑張ってたよ。マジリスペクトだね」とのこと。

「しまっちやうっきー（島しま本もとと宇う喜き多た）みたいに、夜よ木ぎちゃんと附属小からの付き合いの子も、絶対大丈夫って言ってたしね。それにまる（丸まる山やま）が『警察官』になってたし、冗談だろうけど『痴漢は逮捕する』って見張ってた。生活面での不満？　あー。洗濯が手洗いだったことかなー」

　水については、屋上の給水タンクから水を使用する仕組みになっており、半日程度の蓄えは有った。後日、周辺の捜索により発見した川からバケツリレーで水を運び、地上に転移していた給水タンクに補給し、主に飲料水として長期間の水利用を可能にした。

　給水タンク内の消毒を担当していた養護教諭が不在になってはいたが、生徒会執行部のメンバーが消毒剤の保管場所を知っていたそうだ。

　彼かれ等らは水源を発見するために周囲を徒歩で捜索している。生徒会執行部が「戦闘能力を有している運動部員」や「サバイバル生活に適している夢を叶かなえた者」という条件でメンバーを選出したため、タカに変身可能な鳥とり巣す諒りようや、十頭の猛獣を使役できる栗くり田た美み奈なは、周辺の探索には参加していない。

　後から「あの夢を有効活用していれば」と挙げていけばきりがないが、少なくとも飲料水問題を早期に解決した生徒会執行部の手腕は見事だ。
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「僕達のクラスはメイド喫茶をする予定だったから、食べ物は有りました。あの日も異世界に転移する前の時点で、翌日用にクッキーを焼いてたし。後は、当日用にクレープの材料とかペットボトルの飲み物とか。一応、二日分の材料だったけど、四組にも分けてみんなで夕食にしたら、ほとんど無くなったかな」

　相あい田だ優ゆうの言うように、文化祭前日だったことが幸いし、折おり口ぐち高校は１０００人という大所帯ではあったが、当日と翌朝分くらいの食糧は有ったようだ。食糧問題はある生徒の夢により早期解決するのだが、翌日は食事を気にする余裕などなかっただろう。

　二年三組ではメイド用の衣装を女子がパジャマ代わりにしたが、暗くてよく見えなかったそうだ。なお、単なるメイドではなく、ゴスロリ黒猫メイドらしいが、本文中では単にメイドと記載させていただく。

「秋しゆうはメイド服は着ません。そういうキャラじゃないから。そもそも数も足りてないし。……秋しゆうのメイド服を見たくなかったって言えば噓になるかな。あの日はまだ事態の深刻さに気づいていなかったから、誰かがトイレか何ど処こかに行くたびに『いってらっしゃいませご主人様』戻ってきたら『お帰りなさいませ』なんて冗談を言ってました」

　相あい田だは、秋しゆうはメイド服を着なかったと言っているが、後日、クラスメイトに無理やり着替えさせられている。

　吉よし岡おかは「俺は秋しゆうのメイド服の写真を撮って、後で優ゆうにあげたよ。優ゆうは自分では言わないけど、写真撮ってほしいオーラが半はん端ぱなかったし」と証言している。

「忖そん度たくして盗撮。……悩殺か！」

　カメラを構えるような仕草で一人ツッコミ。反応がほしそうな視線を私に向けてきたので頷うなずいておいた。

　アニオタの中なか野のは「僕はメイドには興味ないんで。ふひひ」言葉とは裏腹に、メイド少女が配膳中の飲み物でも溢こぼしたのか、液体まみれになっているイラストを描きだした。クラスで最も小柄で幼児体型の桜さくら川がわ凜りんをモデルにしているようだ。「ひゃわ～。ご主人様のミルク溢こぼしちゃいました～」というセリフは確かに、桜さくら川がわなら言いそうだが、妙に卑ひ猥わいに感じるのは気のせいか。

　別の日に、桜さくら川がわにメイドの格好で粗相をしたのか確認したときは「えっ、私、そんなドジなことはしていませんよ。誰情報です？」と驚いていたのだから、中なか野のの完全な創作だろう。

「私、こう見えて、結構しっかりしているんですから。ほんとですよ。伊い須す香かちゃんにもよく『凜りんちゃんはしっかり者だねッ』って褒められますから。ね？」

　桜さくら川がわが同意を求めると舘たては「うん。凜りんちゃん、しっかり者。偉いッ」と頭を撫なでた。

　絵の上手さもさることながら、中なか野のの記憶力はかなり正確だ。メイド服の現物を見せてもらったのだが、寸分たがわないと言っても過言ではないほどの再現性だった。

　記憶力といえば、舘たて伊い須す香かも優れている。

「んー。ぅち等らのメイド服を見てニヤニヤしていたのは、池いけ谷たにと吉よし岡おかでしょ。ゲロ禿はげそうだったのは、中なか野のキモデブと、三み木きと河合かわいでしょ。この３人はガチめで、ぶっ殺すねー」

「伊い須す香かちゃん、ほんとにやりかねない……。殺しちゃ駄目だよ」

「ん。ダイジョブ。半殺しだから。ぅち夜目が利きくのかな。暗くても、エロい男子の顔ははっきり見えた」男子の名を挙げ、さらにメイド服に着替えた女子と制服のままだった女子の名前も正確に記憶していた。

「メイドのおしゃかわ制服をデザインしたのが中なか野のだっていうのは、まあ、少しくらいはリスペクトかな」

「あんなに可愛かわいい服をデザインしたのが中なか野の君というのは、たっぷり複雑ですよね……」

　齟そ齬ごがあった場合でも他者との証言と突き合わせていくと、最終的には舘たての記憶が正しかったと判明することが多々ある。

「ベンキョーはできないんだけどね。興味ないことは、ガチで覚えられない。トクガワショーグンもミネヤスとツナモリしか覚えていないし。こいつ等ら何代目だっけ」

　へへっと笑う仕草は、過酷な生活を経たとはいえ、まだ子供だということを私に思い出させる。変に大人びてしまう男子と異なり、女子の方が無邪気さを残す傾向があるのは単なる偶然だろうか。

　答えを求めていたわけではないが、何気なくこの疑問を口にしたとき、舘たては実にすとんと私の心にはまる答えをくれた。

「そりゃ決まってんでしょ。女の子は可愛かわいければいいのッ。女の子の無邪気さを護まもるのが、男の子の役目。メンブレ（メンタルブレイクの略。精神崩壊を意味する）女子なんてきゃわいくない。ぅち、まだ護まもられたい年頃だし」

　屈託なく笑い、ラメ入りアイシャドウを輝かせる。変わらぬ夢を抱き続けた者にとって、異世界では、きっと、それが真実なのだろう。

「私も格好良い男子に護まもってもらいたかったなあ」

「ぅちのクラスのいきゃめんは売り切れだからね。ダイジョブ。凜りんちゃんなら、すぐにモテモテだから！」

　舘たてが「可愛かわいいー子、宣ーせーん言げん！」指をピンと立てると、少し遅れて桜さくら川がわも「はいっ」同じように指を立てた。

「まっ、夜よ木ぎちゃんは別だけどね。リアルガチで男子より強いし格好良いし、中身男だし。メッチャ惚ほれる。おっぱいは、ぅちの方がでかいけどネッ」

　ほら、これーと、舘たては白銀に染めた髪の中から、黒いエクステを一ひと房ふさだけ取りだす。

「夜よ木ぎちゃん超クールだったから、リスペクト」
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　数時間も動作することを想定していないのにも拘かかわらず、深夜になっても非常灯のバッテリーは切れなかった。

　テレビやエアコンなどの電化製品は使用不可能になったのだから、電気は途絶えていたはずだ。

　おそらく、校舎が地下迷宮化する原因になった夢を書いた者が、光源がなくても一定の視界が確保できる迷宮を想定していたためだろう。彼が見た漫画では発光する苔こけが迷宮内に自生していたのかもしれないし、彼が遊んだゲームでは何の説明もなく洞窟内は一定の明るさを保っていたのかもしれない。

　私の調査では判明しなかったが、誰かの夢により明るさを維持できた可能性もある。何かしらの手段で非常灯や誘導灯のバッテリーを充電していた可能性も捨てきれない。

　結局、理由は不明のままだが、地下迷宮化した校舎は多くの生徒を巻き込んで崩壊する直前まで、非常灯と誘導灯だけは切れることはなかった。

　また、酸素が尽きることもなかった。

　１０００名の生徒が校舎内で寝泊まりしていれば、自然と酸素を消費していく。吐き出した二酸化炭素は酸素よりも重く、また外部と繫つながる通風孔は屋上への階段のみなのだから、新鮮な酸素が新しく入ることもない。

　生活が続けば続くほど、校舎内の酸素は消費されるだけなのだ。しかし、一ヶ月を超える地下生活で息苦しさを訴える生徒はいなかった。

　地下大空洞と化した運動場には四百メートルトラックが入っていたのだから、大量の空気が残っていたことは想定される。しかし、空気清浄器メーカーに試算してもらったところ、地下の折おり口ぐち高校にあった空気は、１０００名の生徒が過ごしていれば僅か三日で消耗する量に過ぎなかったのだ。

　屋上からの出入りで換気されていたとはいえ、息苦しささえ覚えなかったというのは普通ではない。

　やはり夢の効果によって、酸素と光源が維持されていたと考えるのが妥当だろう。

　ただ、火を使うと煙は滞留したそうだから、換気がされていたわけではないようだ。

　ある二年生が『空気になりたい』という願いを書いたが、さすがに彼が空気になっていたと考えるのは無理があるだろうか。おそらく、目立ちたくないという意味の願いだろう。折おり口ぐち高校の消失事件が、転移後一ヶ月近くも世間の注目を浴びなかった理由とする方が、まだ現実的だ。

　本当に空気になっていたとは考えにくいが、異世界に転移してから誰も彼の姿を見ていない。
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『空気になりたい』と同じように、叶かなっているのか叶かなっていないかが分からない夢や、いったいどのような効果を得ていたのか分からない夢もある。

　中学生が文集に書くのだから、具体的な将来像を描いている者は少なく、ウケ狙いでふざけた者は多い。

　とある男子生徒は、将来の夢に『魔法使い』と書いた。

　ハメルンの笛吹事件に巻き込まれた私の弟も同じ夢『魔法使い』と書き、実際に魔法使いになって、多種多様な魔法で異世界の旅に貢献した。

　だが、同じ夢を書いた折おり口ぐち高校のある生徒は、魔法で異世界生活に貢献していない。彼が書いた魔法使いとは、三十歳になっても女性経験がない男性を隠いん喩ゆするネットスラングだったのだ。

　女子に興味があることに照れを感じる年頃だった彼は、クラスメイトの目を意識しすぎたあまり、変にこじらせて『魔法使い』と書いてしまったのだ。ウケると思ったのだろう。

　夢の効果で大人になった者がいるのだから、彼の夢が叶かなっていたのなら三十歳の外見になっていたとしても不思議はないのだが、彼の外見は変わっていなかった。

　匿名を条件にメールでのインタビューに応じてくれた彼は、次のように説明する。

「あれは呪いです。多分、僕は、三十歳まで女性とエッチできない状態になっていたんです。見方を変えると、三十歳まで死ねない状態になっていたんだと思います。学校が崩壊したときも、天井の破片や岩は、まるで僕を避けるように落下していました。多分、僕の夢は『三十歳まで絶対に死なない。ただし、童貞』みたいになっていたんだと思います。未いまだに恋人ができないんですけど、カカが叶かなえた夢って、もう無効になったんですよね？　ですよね？」

　無傷で生還しているのだから、彼の推察どおり、死ねない状態になっていた可能性は高い。

　彼の夢は「自分が大人に成長するまでは女性と性交渉しない」という、己への制約や試練とも言える。同じように、小学生の頃から五百円玉貯金をしていて、将来の夢に『１００万円貯金』と書いた生徒も生還している。もしかしたら、百万円を貯ためるまでは死ねない状態だったのかもしれない。

　二年三組以外で生還できた者のうち、私が接触できた者の多くは、夢の実現までに時間を要するものであり、その過程にも意味があるものばかりであった。

　解釈の仕方によっては、『キルレート10超え』『射撃命中精度日本一』という夢を書いた米よね原はら誠せい次じと桐きり井い龍りゆう太た郎ろうも、同じシューティングゲームでの協力プレイを通じて活躍し続ける過程こそが彼かれ等らの本当の願いだったのだから、生還に繫つながったと言えるのではないだろうか。
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　最初の犠牲は初日の夜、二十時十二分に発生する。

　三年六組で一部の生徒が教室内でバーベキューをしようとし、周囲から非難されて屋上へと移動した。屋上へ出ることは、生徒会執行部から禁止されていたが、彼かれ等らは事前の注意を無視してしまう。

　異世界に転移したのが文化祭の前日だったため、もともと彼かれ等らは夜中に遊ぶため勝手に道具と食材を持ち込んでいたのだ。

　大声は肉の香りと共に周囲に漂っていった。彼かれ等らは陽が沈む前に地上に出た時、地平線まで続く草原を見て、付近に危険がないと思い込んでしまったのではなかろうか。

　仮に異世界が地球と同程度の直径の惑星だったとしたら、身長が百七十センチメートルほどの者なら、地平線までの距離は約四・六キロメートル。せいぜい、徒歩一時間強。つまり、彼かれ等らが安全を視認できたのは、ちょっとした散歩程度の範囲に過ぎない。

　さまざまな証言から、異世界は地球よりも小型の惑星だったと思われるので、実際には地平線までの距離はさらに短かっただろう。

　野生の獣、例えばライオンの縄張りは半径十五キロメートルから二十キロメートルと言われている。異世界のモンスターにも同規模の縄張りがあるのなら、生徒達のバーベキューに気づくのも当然の結果だった。

　彼かれ等らは襲われるべくして、モンスターに襲撃された。

　ゾウのような巨大なモンスターに襲われる様子は『ＹｏｈヨーＴｕｂｅｒチユーバーになりたい』という生徒の願いにより地球で配信される。これこそが、私が折おり口ぐち高校の消失事件を知る切っ掛けとなった動画だ。

　人の腕では抱えきれないような太い足によって踏みつぶされる生徒と、それを助けに行こうとして近寄ったところを蹴り殺される者や、逃げだす者。

　しかし、腑ふに落ちないことがある。

　なぜ、彼かれ等らはゾウのように巨大なモンスターが近づいてくることに気づかなかったのだろうか。モンスターには足音や体臭もあっただろうし、唸うなり声ごえもあったかもしれない。生徒は16人もいたのだから、夜とはいえ巨体の接近に気づけたのではないだろうか。

　バーベキューをしていたくらいなのだから、月明かりでそれなりに周囲は照らされていたはずだ。

　バーベキューの馬鹿騒ぎが彼かれ等らを盲目にしていたのだろうか。

　その答えは翌朝、食い残された遺体の周辺に散乱したビールの空き缶によって判明する。彼かれ等らはアルコールを持ち込んで泥でい酔すいしていたのだ。

　未成年者の飲酒は違法行為ではあるが、自じ業ごう自じ得とくというにはあまりにも後味が悪い。飲酒行為自体が悪なのではない。国によっては未成年でも飲酒が認められていたり、屋内や親が同席する場でなら合法になっていたりする。適度な量であれば、アルコールの摂取自体に問題はない。

　問題なのは法律で禁止されている行為をすることだ。だが、彼かれ等らがいたのは異世界だ。日本の法律は適用されない。

　何よりも不快感が残ってしまうのは、動画の終了間ま際ぎわに残された音声だ。

「開けろ！　おい、ふざけんな！　鍵、開けろよ！」

　校舎内に避難した者がドアの鍵をかけ、一部の生徒を閉め出してしまったのだ。

　悪意があったかは分からない。気が動転して鍵を閉めてしまったのかもしれない。

　階下に避難してしまい、逃げ遅れた者の声が届かなかった可能性もありうる。

　翌日発見された遺体は12体。

　仲間を見捨てた４人は教室に戻ったと思われるが、はたして事実を知った後のクラスメイトから、受け入れられたのだろうか。三年六組の生存者はいないため、永遠に分からない。ただ、犠牲者の悲痛な叫び声だけが、今もインターネット上で動画として配信され続けている。

　動画で最も賛同を得ているコメントは「学校にビールを持ち込み、生徒会の指示に従わずに騒いだ結果なのだから自じ業ごう自じ得とくだ」と指摘する内容だ。

　動画配信者の夢は、より大勢に知られることに主眼が置かれていたから地球上で配信されたのだろう。夢は叶かない、友人を助けずに撮影し続けた者として彼は有名になった。

　実家の住所は特定され、窓ガラスを割られたり壁に落書きをされたりしたため、彼の家族は住み慣れた家から引っ越している。

　犠牲になった者達も住所と本名が特定され、飲酒した馬鹿として、ネットで名誉を傷つけられ続けている。

　はたして、犠牲になった者達の行いは、残された家族に追い打ちをかけるほどの非道だったのだろうか。
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　二〇一八年四月十四日（土曜日）異世界に転移して二日目。

「前日の夜中に、危険だから絶対に外に出るなっていう放送があった。放送はそんだけ」

　吉よし岡おか猛たけしが最初の犠牲者について無関心といった口調で語るのも仕方ない。なぜなら大半の生徒は、初日の夜に犠牲が出たことを知らない。

「二日目はそれどころじゃなかったから。後から、最初の夜に死んだ先輩がいるって噂うわさには聞いたけど……。薄情かもしれないけど、割とどうでも良かったというか」

　無情なのは仕方がないのかもしれない。異世界に転移した生徒達は、誰もが人の死について感覚が麻ま痺ひする事態を経験したのだから。

　午前十時。

　本来の予定なら文化祭のゲートを開き、一般客を招き入れる時間だ。

　そして、各クラスのお店や出し物が始まる時間でもある。

　クラスメイトとの団結を願ったはずのクリオ・エリースの夢『三年七組、ホラーハウス大成功』が現実となった。

　三年七組普通科スポーツコースの教室内に突如、モンスターが出現する。

　異世界での第二の犠牲は、モンスターに変へん貌ぼうしてしまった生徒だ。フランケンシュタイン役、吸血鬼役、ゾンビ役……配役の決まっていた者に衣装が纏まとわりつく。衣装係が力を入れたとはいえ、附属小学校の子供が来ることも考慮して敢あえてチープに作ったはずだ。だが、衣服は墓場から這はい出でてきたかのように汚れ、赤ペンキの血のりは本物の血のように滴したたり、はみ出た内臓は生臭さを漂わす。彼かれ等らは体格すら変わり果て、自我すら失ってしまった。

　光源を非常灯だけに頼る薄暗い教室でも、フランケンシュタインの巨体や吸血鬼の衣装の特異さは分かった。四肢が折れ曲がったゾンビの輪郭も見えたことだろう。

　だが、教室にいた者は誰も、友人が本当のモンスターになったとは想像すらしない。

「どうせ前日の夜のうちに驚かそうって話し合っていたんだろって……。最初は思った。佐さ藤とうが『冗談はやめろ。笑えねーよ』みたいなこと言って突っかかってったら、ゾンビに嚙かみつかれたらしく『うわあっ』て」

　小お奈な了りようは当時の記憶が蘇よみがえったのか、大声を出し頭を抱える。

「最初は『ふざけるな、マジで痛いてえ、止やめろ！』って言ってたんだけど『助けて』って言いだして……。普通、あの状況なら、佐さ藤とうも一緒になって冗談やってるって思うじゃん」

　言い訳するように大きな声を出した小お奈なの目は薄く血走っていた。

「でも、教室のあっちこっちから悲鳴が聞こえてきて。それに、いつの間にか、また、あいつがいた。あいつの声を聞いて、姿を見たら、もう……」

　教室に現れた異世界の魔法使い。

「さあ、来てあげたよ。『明日の文化祭に遊びに来てよ』って言われたからね。楽しんでいってあげる」

　カカの全身に描かれた紋様が、ブラックライトに照らされたかのように、ぼうっと浮かび上がる。

　血の色のような赤い輝きに浮かび上がるモンスター達の異形は、生徒達を恐怖に引きずり込んだ。

「逃げろ！　逃げろ！　逃げろ！」

　最初に飛び出た誰かが教室の外から叩たたくドアの音が、恐怖に浸つかっていた生徒の足を動かした。

　気が動転して立ち尽くしていた比ひ古こ美み若も音ねの手を引いたのは「美み若も音ね、逃げるぞ」クリオ・エリースだった。かつて振り払った手を、比ひ古こは「うん」強く握りしめる。
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　折おり口ぐち高校のスポーツコースは、身も蓋ふたもないことを言ってしまえば、学校の名前に箔はくを付けるための存在だ。学費の優遇と充実した設備をウリにして、スポーツで好成績を収めている生徒を全国の中学から集めている。二〇一八年までに在学生が、水泳、アーチェリー、カヌー、フィギュアスケートでオリンピックに出場していた。

　学校の公式サイトやパンフレットに「部活に力を入れており、オリンピック出場選手を輩出！　プロで活躍する卒業生も！」などと書けば、入学希望者が増えるのだ。

　生徒数の増加は、学費収入の増加を意味する。言葉は悪いかもしれないが、スポーツコースは運動能力に優れた客寄せパンダを飼育するための檻おりだ。普通科特進コースも同じように、難関大学の合格実績数を増やすことによって、新入学生を集めるための宣伝材料という側面もある。

　三年七組普通科スポーツコースの比ひ古こ美み若も音ねは全国中学校水泳競技会で入賞したスポーツエリートだ。彼女は外部受験組として高等部に推薦入学している。

　クリオ・エリースは歳としの離れた兄が折おり口ぐち大学の駅伝選手としてスポーツ留学した際に、一緒に来日した。高等部の一年時は普通科普通コースに入学したが、陸上部での活躍を見ていた部活顧問の薦めにより、二年時からスポーツコースに籍を移している。

　比ひ古ことクリオは通っていた中学どころか過ごしていた国すら違うのだから、何の接点もなかったし、幼少期に過ごした文化的なバックボーンも異なる。

　二年の始業式。クリオにとっては、クラスメイトのほぼ全員が知らない相手だ。

「また、肌の色が違うことが原因の疎外感を味わうのだろうか」

　学校に向かう途中の電車内で、ややうんざりしていた。しかし、一年生の頃に親しい友人もできたのだし、自分から壁を作りさえしなければ何とかなるとも楽観視していた。

　クリオの比ひ古こ美み若も音ねに対する第一印象は最悪であった。登校時、学校の最寄り駅で比ひ古こがふらつく場面にクリオは偶然、居合わせる。後ろを歩きながら、今にも倒れそうだなと眺めていた。案の定、比ひ古こは壁にもたれかかるようにして体勢を崩す。

　クリオは慌てて比ひ古この腕を摑つかんで身体からだを支えて「大丈夫か」気遣う。

　そして「やだっ、触らないで」手を払いのけられた。

「汚らしい」

　一瞬呆ほうけた後に、クリオは手の痺しびれを握りつぶす。拳こぶしに力を込め、歯ぎしりをして、怒鳴りつける寸前ではあったが、堪えた。もし、自分が暴れてしまえば、駅伝選手として活躍する兄に迷惑がかかってしまう。

　始業式に遅刻するわけにもいかず、結局、クリオは比ひ古こを駅に残し、学校へ向かった。暴言を浴びたため、比ひ古こがふらついていたことなどすっかり忘れてしまった。しかし、数時間後、式が終わった後の教室で、席が隣同士になり二人は再会する。

　気まずい……。

　もし、駅で手を払われたとき、クリオが比ひ古この様子をもう少し詳細に見ていてたなら、彼女への第一印象は違っていただろう。

　数日経たったある日、クリオは気づいた。

　比ひ古こはクリオ以外の生徒にも、嫌けん悪お感かんを示しているのだ。男子には近づかないし、近づかれたときは過剰なまでに距離を取る。偶然触れられてしまったときなどは、人目につかないようにではあるが、触れられた箇所をハンカチで執しつ拗ようにぬぐっている。

　もしかしたら比ひ古こは、クリオの肌の色とは関係なく男を嫌っているのだろうか。恋愛に興味のなかったクリオではあるが、気づいたら比ひ古こは気になる異性になり、つい、目で追いかけてしまう存在になった。

　クリオは比ひ古こから差別されていた。だが、それはクリオの視点では、自分も他の日本人男子と同じ扱いを受けているという、差別とは対極に位置する扱いであった。

　ある朝、混雑した電車内で比ひ古こを見かける。

　どうも様子が変だ。車内の隅っこで俯うつむくようにして震えている。

　よく見れば不審な男が周囲に気づかれないようにして、比ひ古この身体からだを触っている。比ひ古こが声も上げられずに震えているのだから、これは助けてあげる場面だろうと判断。

「おい、何やっている」

　クリオは男の腕をねじり上げて取り押さえる。

　こうして、実に明確で分かりやすい切っ掛けにより、クリオは比ひ古こと親しくなった。

　以前、駅でふらついていたのは痴漢に遭って気分を悪くしていたからだ。クリオに罵ば声せいを浴びせたのは、肌の色に対する偏見があったわけでもクリオ個人を嫌っていたわけでもない。

　日本人は肌の色や人種で差別をしない希け有うな民族だ。

　もちろん、日本人も差別をする人はする。ただし、それは、身分や立場や家柄などの出自が理由だ。田舎者であったり親の職業であったり成績や身体能力であったり、差別をする理由はさまざまだ。

　だが、かつて歴史上で繰り返されてきた悲劇のような、人種による差別はしない。

　来日した多くの外国人は語る。

「地下鉄に乗っていると、凄すごく視線を感じる。最初のうちは煩わずらわしかった。ただ、そのうち、俺の肌の色を気にしているわけじゃないって分かった。外国人という一ひと括くくりで俺達を見ているんだ。そんなに珍しいかね」

　島国であるが故ゆえに、日本の住人はほぼ全員が単一の民族であり日本語を母語とする。他国に支配されて言語を押しつけられたことすらない。複数の言語が話されている国があると聞かされてもピンと来ない者も多いだろうし、駅前の売店で何ヶ国語もの新聞が並ぶ様子など想像しがたいだろう。数百の言語が使われている国が地球上にいくつもあると言われても、噓うそにしか聞こえないだろう。

　日本人にとって日本人とは、同じような見た目で、日本語の読み書きをし日本語を話す存在だ。それ以外は、いつまで経たっても外国人という珍しい存在なのだ。

　比ひ古こはクリオを外国人だからという理由で差別しない。

　単に男だから、嫌いなのだ。

　痴漢を駅員に引き渡した後、比ひ古こは握手のために手を差し出したりはしない。それどころか視線を合わせようともしない。

「男の人は嫌い。怖いから。私に触れられるほど近くに立たないでほしい……。でも、助けてくれたことについてだけは感謝してあげないことも、ないので、貴方あなたのことは、少しだけ嫌いじゃなくなってあげてもいいかもしれない」

「なんだそれ。難しい言い方をされると理解できない。でも、まあいい、俺と友達になりたいって言ったんだろ。なってやってもいい」

「なにそれ。……ふふっ。おかしな言い方をするのね」

「何だよ。笑えば可愛かわいいじゃないか」

「……ッ。調子に乗らないで」

　色恋沙ざ汰たよりも部活に力を入れるスポーツコースの二人。しかし、青春の兆きざしは不意に訪れたのであった。
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　三年七組に登場したモンスターは吸血鬼、フランケンシュタイン、ゾンビ、狼おおかみ男おとこ、馬男、骸骨男の六体であった。もともとが私立高校の文化祭で普通教室を用いる規模なのだから、登場するモンスターの数には限度がある。

　狼おおかみ男おとこや馬男は通販サイトで買ったマスクを被かぶっただけの海パン一丁の男子だし、心底から恐怖するのはせいぜい小学生くらいだろう。肝の据わった中学生なら笑い飛ばす。そんなできだったはずだ。

　しかし、カカの魔力により、モンスター役の生徒はモンスターそのものへと変異してしまった。チープだったはずの外見は、ホラー映画に登場しそうなほどの凶悪さを纏まとう。闇に怪しく光る目、鋭い牙きば、そして暴力性。

　何よりの不運は、吸血鬼とゾンビの存在である。二者の共通点、吸血鬼は吸血により、ゾンビは捕食により、仲間を増やす。

　三年七組の生徒は混乱したまま、廊下を逃げた。避難訓練の経験からなのか、誘導灯の有る方向に進んだだけなのかは不明だが、多くの者が一階の昇降口へと駆け下りる。

　ほとんどの生徒は他人を気遣うほどの余裕はなかったので、わざわざ他クラスの教室のドアを開けてまで危機を知らせることはない。

　教室内にいた他クラスの何名かは「怪物だ。逃げろ」という叫び声を聞いているが、何が起きたのか、何ど処こへ逃げるべきなのかという具体的な情報は一切、聞いていない。具体性が何もないのだから、誰も危機感を抱かない。

　明かりに乏しい南館東側階段フロアに、ただ、慌ただしく走る音だけが充満していった。足音は廊下内に反響し、どれくらいの距離で、どの方向へ何人くらいが走っているのかさえ、はっきりとしない。三年七組で発生した異常に、早い段階で気づいた生徒は極めて少ない。

　少ないうちの一人、栗くり田たは「動物達が急に落ち着きをなくして『あっちが騒がしい』『怖いものが近づいてくるよ』って教えてくれた」動物の警告により異常を察した。ただ、本来なら各学年の七組スポーツコースは南館の東側、二階、三階、四階に配置されているのだが、栗くり田たは前日のうちに動物達と一緒に第二体育館に移動している。

　ライオンを含む猫科の動物が十頭もいるのだから、周囲の要望により隔離されるのは当然だった。もし栗くり田たが他のクラスメイトと同じように一年七組の教室にいたのなら、頭上の異常に即座に気づいて、猛獣達の活躍により早い段階でモンスターを鎮圧できていたかもしれない。

　メディア・クリエイター科や、アニメ・漫画科の教室は北館に有るため、やはり南館での異常に早い段階で気づいた者は少ない。おそらく、夢の因もとになったエンタテインメント作品では、ダンジョン内の何ど処こにモンスターが潜んでいるのか分からないという設定なのだろう。何ど処こに敵が現れるのか分かってしまえば、アニメも漫画もゲームも危機感を演出できない。折おり口ぐち高校で最も危機に敏感だったのは、意外にも異能力者ではなく、栗くり田ただった。

　クリオ・エリースは比ひ古こ美み若も音ねの手を引き「逃げろ、逃げろ」叫びながら屋上を目指した。前日に得た情報によれば、生徒会執行部は地上で屋外を調査しているはずだ。クリオが屋上に向かって最短経路を走ったため、特進コースや下級生の教室前を通っていない。

　このように、いくつかの要因が重なってしまったため、結果として三年七組でモンスターが発生したことを警告するクリオの声が届いたのは、せいぜい三年六組と五組くらいまでだった。

　廊下にいた者がクリオの声を聞いていたが「逃げろ」と言われただけで事情を察して、自身のクラスに避難を促すことなどするはずもない。

　また、前夜にバーベキューをした生徒が犠牲になった一件もあり、地上へ出ることが禁止されていたため、生徒達の避難は遅れることになる。

　モンスターのような脅威は地上から来るという思い込みもあったかもしれない。校内の四階からモンスターが現れるなどとは誰も想像できなかっただろう。

　こうして避難の開始が遅れたため、吸血鬼とゾンビの増殖はゆっくりとしたペースではあったが、着実に進行していった。
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　生存者がいないため憶測に過ぎないが、おそらく十五体程度に増殖したモンスターが、最初に襲撃したのは最も近い教室の三年六組だろう。生徒は教室に入ってきたモンスターを、普通の生徒だと誤認した可能性が高い。

　私が試しに貸し会議室をレンタルして、地底迷宮と化した教室を再現したときは、視界は次のようであった。

　先まず、入退室する者のシルエットは室内の何ど処こからでも識別できる。身長や体格から、それが男性か女性なのかも判断できる。ただし、誰かまでは分からない。

　背格好が似ている者が並ぶときに、そのシルエットが誰なのかを区別できるのは、二メートル程度まで近づいてからだ。さらに、その者にホラーマスクを被かぶらせてみたところ、皮膚が裂け眼球が飛びだしていると分かるのは、実に三十センチメートルほど、吐息が届く近距離。

　ゾンビだと判断できるのは、既に嚙かみつかれる寸前であった。

　あくまでも私が実験した結果に過ぎないのだから、折おり口ぐち高校の状況は異なっているはずだ。だが、もし、最初に教室を襲ったのがシルエットに特徴のあるフランケンシュタインや馬男ではなく、ゾンビだったら……生徒達はモンスターだと気づかなかったのではないだろうか。

「多分、四組か五組の生徒の人達です。『校舎内にゾンビが発生したから逃げろ』って大声で叫んでました」

　桜さくら川がわ凜りんはノートから正確なクラス名の記載を探すが「書いてないですね」見つけられない。

「ただ、他にも『うるせえ』って叫んで怒鳴り返す人とか『ふざけんな』とか『何があったかはっきり言え』とか、いっぱい叫び声が混ざって、大きなざわざわばかりで、何が起きているのかは、まったくちんぷんかんぷんでした」

「だねー。どっかの男子が追いかけっこでもしてんのかと思ったし。十時くらいだったら、あれだね。非常灯が点つきっぱだったから、もしかして電気来てんの？　ってことで灯あかりを増やそっかって話し合ってた。半分点つけたら『ハンゲン給食！』って中なか野のキモデブが、何かうんちく語ってた。うげん、さげんがどうたらこうたらで、男子はアニメの話してた」

「伊い須す香かちゃん。凄すごい。会話内容まで、よく覚えてるね。私なんて日記を読み返しても、よく分からないのに」

「えっへへーっ。凄すごいだろー。女子はこんときねー、夜よ木ぎちゃんの提案で、合い言葉決めてたよ。デスゲーム系の夢とか変装とか幻覚とか、クラスメイトじゃない人の侵入を防ぐためにね」

　舘たてが横を見て桜さくら川がわと視線を重ねる。二人一緒に。

「可愛かわいいー子、宣ーせーん言げん！」

　指をびっと立てる。私立折おり口ぐち大学のテレビコマーシャルで、アイドルが決めているポーズだ。

　これについて相あい田だは「それは建前なんです。あれは、秘密基地に入るための合い言葉です。ほら。地下の教室って秘密基地っぽいじゃないですか。まだモンスターが出るとは知らなかったときだから、わくわくしていたんですよ」と笑いながら教えてくれた。ちなみに男子は「夢を摑つかもう」と言って、握にぎり拳こぶしを掲げるそうだ。

　さて、結局、モンスターが出現した校舎内で、どのように情報が伝わったのかは全て推測に過ぎないのだが、十分な連絡体制が整っていなかったことだけは確実だ。

　一年一組の米よね原はら誠せい次じが記憶している運動場へ避難した人数は曖あい昧まいだ。

「うーん。暗かったから分からないけど、運動場に逃げたのは一年全員くらいの人数だったと思う。あ、いや、もっといたかも……。あ、でも、普通科くらいの人数だったかも。龍りゆう太た郎ろう、覚えてるか？」

「百前後だろ。割と押し合いになっていたな。通路はポツポツと灯あかりがあったけど、運動場の方は完全に真っ暗。キャンプ行ったときの山の中よりも暗かった。けど、中から次々と出てこようとするから進むしかない。ああ、あと、運動場に降りる階段は、もう足下が見えなかった。穴の中に入っていくような恐怖を感じた。誠せい次じ、お前、ブルってたよな」

「はあ？　ブルってたのは龍りゆう太た郎ろうだろ。俺おれ等らが暗視ゴーグルを持っているってこと完全に忘れてやがったし」

　二人は米兵とソ連兵になっていた。元がゲームキャラとはいえ、そのキャラ自体が実在の兵士と同等の装備を有しているのだから、やはり彼かれ等らも本物さながら、いや、ゲーム用だから本物より扱いやすくなった最新の武器を持っていた。

　暗視ゴーグルを装着した二人は相談し、暗闇でも視界が確保できる自分達が避難誘導すべきだと判断する。運動場に発煙筒を投げると、一定の明るさを得た。

　二人の姿が軍人だったから、生徒達にもいくらかの安あん堵どを与えていたことだろう（桐きり井いのギリースーツは、敵ではないにしろ、妖怪だと思われていた可能性はある）。

　米よね原はらと桐きり井いが誘導を開始してから、避難は順調に進んだ。

　生徒達が運動場に出て暫しばらくすると、昇降口からゾンビがゆっくりとおぼつかない足取りで出てきた。

「俺、軍人になっていたし、ライフル持ってるし、撃とうと思った。でも、スコープを覗のぞいたら、ゾンビが制服を着ているって分かって」

　米よね原はらは撃てなかった。桐きり井いも「ゲーム感覚で撃てると思ったけど、指が震えてしまって……撃てなかった」ゾンビを攻撃できない。

「周りの奴やつ等らは『撃て』『撃て』って言うんだけど、無理だろ。あれ、生徒だろ」

　米よね原はらが情けない声で語るのを、この時ばかりは桐きり井いも茶化さない。

　第二次世界大戦でもベトナム戦争でも、多くの兵士が敵兵士を撃てなかった。相手の死を意識した瞬間、指は硬直する。上官の命令でやむを得ず発砲する際も、意図的に狙いを外す者もいる。調査団体により結果のばらつきはあるが、約一割から三割の兵士が戦場で敵を撃てなかった。

　ゲームのリアルなグラフィックで敵兵士を何千、何万と殺傷してきた米よね原はらと桐きり井いだが、相手が制服を着た同年代の人間であれば、トリガーは引けない。

「ロボットアニメで『僕には、撃てません！』って主人公が言っているのを『いや、戦争なんだから撃てよ』って突っこみ入れながら見ていたんだけどなあ……。俺には撃てなかったよ」

「後から思うと、まさに、それだな。俺も頭では『撃て、撃て』と命令していても、指は動かなかった。目は動く、首は動く。隣を見れば、情けない顔をした誠せい次じ。腕は動く。手も動く。でも、指だけは動かなかった……」

「知らない奴だけど、誰かが『俺に貸せ』って銃を奪おうとして……。何とかしなくちゃ、何とかしなくちゃって考えて」

「あのとき……。ゾンビよりもあいつ等らの方が必死に群がってきてて、怖かった」

　ゾンビの動きは緩慢ではあったが、校舎から出ると、迷うことなく生徒達へと近づいてくる。喉に開いた穴から漏れる「あーうー」呻うめき声ごえが一歩ずつ着実に詰め寄ってくる。

「目の前まで来てた。もう撃つしかないって覚悟したとき『爆弾ないのかよ』って声がして、そこでようやく、フラッシュを投げれば良いって気づいた。マジでギリギリだった」

　米よね原はらは音おん響きよう閃せん光こう弾だんを投げた。音と光により、半径十メートル以内の者を行動不能にする武器だ。効果範囲内の者は視界がホワイトアウトし、耳は聞こえなくなり、自分の姿勢すら分からなくなり転倒する。

　本来なら、ゾンビだけでなく付近の生徒達も行動不能にしていたはずだ。視界は焼かれ三さん半はん規き管かんは狂い、数日の間は違和感が残るほどのダメージを負っていたはずだ。

　だが、二人が使用したのは、ゲーム用にデザインされた、実に都合の良い物。

　敵にのみ効果を発揮し、味方には一切の被害を与えない。結果として行動不能になったのはゾンビのみ。ゾンビの視覚や聴覚がどの程度生きていたかは不明だが、ゲーム仕様どおりの効果を発揮する。

　彼かれ等らはゾンビを無力化した後に捕縛することにした。

　付近に体育倉庫が有ったので、綱引きの綱やバレーボールのネットなどを使用しゾンビを拘束する。生徒達は協力し、一体のゾンビも殺さずに、その場を収めることに成功した。
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『光のライトニン照明グイルミネ』

　四階での事態を一変させたのは戦魔聖剣士ヴアラデインになっていた三年三組、春はる田た美み智ち雄おだ。使用したのはダンジョン探索用のスキルだろう。彼の頭上に出現した光球が、四階廊下踊り場付近を昼間のように照らしだす。

　視界の確保で避難の足は速まったが、混雑は避けられなかった。素早く移動できるようになったため、却かえって人が階段に殺到してしまう。

　階段を上る避難列に、十体前後の吸血鬼やゾンビが取りつこうとしていた。

「あいつは異常だ。制服なんだぞ。どう見たって、あのゾンビは生徒だろ」

　居合わせた生存者が牧まき野の健けん悟ごのみなので、公平な主張ではない可能性があることは、ご了承いただきたい。

「周りの奴やつ等らは助けが来たって喜んでいた。俺は納得してない。あいつはただ、魔法を使いたいだけだった。ゾンビになった生徒が助かるかもしれないなんて、考えてもいなかった」

　牧まき野のがテーブルを叩たたき、コップの水面が揺らぐ。事件後も彼の怒りは収まっていない。

　春はる田たは風の刃でゾンビを切り裂いていった。

「俺が『あれは生徒だ。止やめろ』って言ったら、あいつ『そんなこと言う奴がマジでいるんだ。漫画かよ』って笑うだけで、まったく止やめなかった。俺は無理やりにでも止めようとしたけど、『お前だって今、あれって言っただろ。もうあれは人間じゃないんだ』みたいな、わけの分からないことを言いだして」

　牧まき野の自身、当時の記憶と感情を整理しきれていない。それほどまでに辛つらい景色を見たのだろう。

「あいつ、逃げ遅れた生徒ごと攻撃していやがった。止やめろって言ってんのに。『止やめたら、もっと大勢が殺されるぞ』『お前が助けに行けばいいだろ』って。くそっ。俺にどうしろってんだよ。ふざけやがって。何か、他にやり方があったはずだろ。谷たに口ぐちに使ったような、動けなくする魔法とか、何かさ、何か、あったはずだろ」

　生還後も牧まき野のは正解のない問いに苦しみ続けている。結果として自身も命を助けられている以上は、春はる田たを認めることに強い抵抗があるのだろう。三年普通科普通コースで唯一の生存者であることも負い目になっているはずだ。

　必ずしも、牧まき野のが言うように春はる田たが暴力的な快感に酔っていたとは限らない。

　彼の夢のベースになった『ＤｏＳａＭ』はエンカウントバトルシステムのロールプレイングゲームだ。一度に登場するモンスターは最大で五体だから、春はる田たの戦闘能力で同時に対処可能な数も同程度だっただろう。

　ゲームのように戦闘ごとに仕切り直して勝抜戦のようにすれば何十体と倒せたかもしれない。だが、同時には相手できない。そういった自身の能力を把握できていたのなら、春はる田たにはゾンビ化した生徒を救ったり、無事だった生徒を巻き込まないように気を付けたりする余裕はなかった可能性が高い。

　踊り場から階下のゾンビに一方的にスキル攻撃を撃ち下ろすことによって、相手取る敵の数を制限し、かろうじて戦闘の均きん衡こうを保っていたのではないだろうか。

　春はる田たもまた、米よね原はらや桐きり井いのように、簡単には生徒達を攻撃できなかったはずだ。そう、思いたい。
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　モンスターの行動に法則性はなかった。校内の至る所へと散らばり、感染を拡大させていったようだ。ただ、ゾンビに関しては、大半の者がイメージするように音がする方向へと進んでいたのだろう。

　あーうー唸うなりつつ、腐肉や内臓を溢こぼしながらゆっくりと徘はい徊かいする……というのが多くがイメージするゾンビであったが、少数の者にとってゾンビとは、全力疾走し生者へと群がるものであった。

　誰かの恐怖イメージを反映したかのように、ゾンビの一団が北館へ向かって爆走していた。南館の事態を知らない二年九組音楽科の生徒が楽器を演奏していたのだ。

　北館と南館を繫つなぐ東側の渡り廊下を、十体近いゾンビが腕や首を振り乱し、金切り声を上げていく。

「すっごい、びっくりしたんですよ。いきなり渡り廊下を『うあああっ！』って」

　二年十二組アニメ・漫画科山やま中なか百ゆ合りは、両手を上げて物まねをする可愛かわいい仕草。しかし、すぐに恥ずかしくなったらしく、頰ほおを染めて暫しばらく沈黙した。

「……えっと。ゾンビの話ですよね。何人も叫んで走ってきて、怖かったから端に寄って道を譲ったら、そのまま走っていきました」

　魔法少女に変身する能力を持っていた山やま中なかだが、ゾンビ集団と戦うことなくすれ違う。彼女は身振り手振りを交えてゾンビの様子を教えてくれるのだが、玩具おもちやで遊ぶ子猫のようにしか見えない。私の視線に気づくとはっとしたように動きを止め、暫しばらく固まってから話を再開する。

「……あの人達がゾンビ化した生徒だって知ったのは、もうちょっと後でした」

　集団が去ってから興味が湧いて、後ろをついていこうとするが「すっごい、速かったんです。リレーみたいでした」見失う。

　あれっと思う間もなく、どすっ、どすっと米袋を無造作に落としたような鈍い音が連続する。

　渡り廊下を全力で突っ切ったゾンビ集団は勢いあまって階段フロアへと突っこみ、踊り場へと落ちていったのだ。

　前を走る者が落下しても、止まろうとするだけの判断力がなかったのか、勢いが付き過ぎていたのかは想像のしようもないが、十体近いゾンビは全て落下した。

「みんな『うーうー』言いながら立ち上がろうとして苦しんでて。大変、助けなきゃって思いました」

　本人に天然な部分もあるためか、山やま中なかはまだその一団がゾンビだと気づいていない。そんな背後に近づく一つの影。

「百ゆ合りちゃん！　『パステル☆キャット』に変身するふわっ！」

　頭ず蓋がい骨こつに響いてくるような甲高く明るい声。山やま中なかは思わず「ひゃわっ」背中を仰のけ反ぞらせる。

「びっくりしました。後ろに、ふわっふわんの等身大ぬいぐるみを抱えた高たか橋はしさんがいて。あっ。この時は初対面なので、知らない人です。なので……知らない人が腹話術していたんです。驚きますよね？　変な声、出ちゃうの、普通ですよね？　知らない人は私服でボーイッシュな素敵な人です。ふわっふわんというのはですね、アニメ『ラブリー！　フラワーリボン♪』に登場する妖精です。地球の平和を守るために妖精の国から──」

　将来の夢の欄に『パステル☆キャット』と書いただけあって、山やま中なかは魔法少女アニメ全般が好きだ。本人の小柄な体格も、まるで魔法少女アニメの登場人物のようだ（主人公ポジションのちょっとドジな女の子）。

「変身だよ。百ゆ合りちゃん！　急いで！　パステル☆ヒーリングでゾンビ化したみんなを治すふわっ！」

　山やま中なかは当時を回想しながら首を傾かしげる。

「何を言っているんだろうって思いました。あ、いえ、言っている内容自体は分かるんです。でも、アニメトークは好きだけど後にしてほしいなあって」

　現れた女性の言葉を上う手まく理解できない。実際には、ふわっふわんが喋しやべっているのだが、山やま中なかは腹話術だと思い込んでいた。

「それよりも階段から落ちた人を助けないと」

　踊り場へと視線を落として、手足が折れ曲がったまま立ち上がろうとして蠢うごめく集団の様子に異質なものを感じる。

　ふわっふわんの目が光り輝き、照らしだされた光景を見て山やま中なかはようやく集団の正体を知る。

「彼かれ等らは不幸な願いでダークモンスター化した生徒達なんだ。今ならまだ君の力で元の姿に戻せるふわっ！　さあ、百ゆ合りちゃん！　パステル☆キャットに変身だ！」

　ふわっふわんがぴょんぴょん跳びはねる様子はまるで生きているかのようで、山やま中なかに自分がいる場所が異世界という非常識な場所であることを改めて思い知らせる。

「高たか橋はしさん、じゃなくて見知らぬお姉さんが腹話術を止やめて、真面目な声で『お願い。私にはダークモンスターにメタモーゼした人を元に戻す力はないの』って言うから。噓うそや冗談を言っているようには思えなくて……」

　半信半疑で両手をパパパンッと叩たたいたら何も無かったはずの手元に宝石のはまった小さなケースが出現する。中からパステルピンクのクレヨンを取りだすと、まるでアニメのように空中に☆マークを描けた。

「パステルピンク☆ドリームアップ！　パステル☆キャット参上ニャッ！　怖い夢は、パステルカラーで塗り替えニャンッ！」

　山やま中なかはポーズを決め終えると、腕や身体からだを見て、自分の格好を知り跳びはねる。
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「もう、頭の中、わーってなってました。本当に変身できちゃってびっくり。コスプレじゃないんです。本物です。もう、最高です！　だから、恥ずかしかったけど勢いそのまま、パステル☆ヒーリングしました」

　山やま中なかがハート形のアイテムを掲げると、周囲にパステルカラーの暖かい光が広がる。

　光に包まれたゾンビ達は元の姿に戻り、怪け我がも治った。意識を失っていたのは、アニメのお約束だからだろう。彼かれ等らは数分後に正気を取り戻し、やはりお約束のようにゾンビ化していたときの記憶を失っている。

「『凄すごい。本当に治りました！』って振り返ったら、女の人もふわっふわんも、もういなくなっていました」

　山やま中なかの使ったパステル☆ヒーリングは悪い心に取りつかれたダークモンスターを人間の姿に戻す能力であり、治癒魔法の類たぐいではない。元の姿に戻ったときに怪け我がが治っているのは、女児向けアニメという性質上の配慮だ。

　山やま中なかは運動場で拘束されていたゾンビを元に戻した後に、怪け我が人にんの治療にあたったが、効果がないことが判明している。パステル☆キャットは状態異常を元に戻すことのみに特化していた。

「ううっ。怪け我がの治療はできないし、戦闘力は他のキャラクター系の人に比べるとよわよわでしたし……。私、一部の人から魔法少女のコスプレになる夢だと思われていました」

　コスプレだと思われた要因として、パステル☆キャットとは別に、ガチの肉弾戦を繰り広げる魔法少女が現れたことも挙げられる。黄色い衣装の魔法少女は吸血鬼の配下と戦い、余裕すら感じさせるほど圧倒し、拘束していった。

　また、伝聞のため定さだかではないが、後日、運動場に巨大モグラのモンスターが大量に出現した際にも、黄色い衣装を着た少女が現れたそうだ。迎撃に向かった戦闘能力を有した生徒達が、熊よりも大きいモンスターの迫力に浮き足立つ中、その魔法少女だけは妙に戦い慣れていて、グーパンで他の誰よりも敵を多く倒す。

　チャペルにスライムが発生したときにも魔法少女は現れ、衣装が溶けるという苦戦を強いられつつも、モンスターを撃退した。
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「マジ、ムカつくし。うち、軽い女じゃないし」

　舘たて伊い須す香かは頰ほお杖づえをついて不満たらたらで、襲撃時の様子を語る。

　共同生活のルールを決めていた最中の二年三組に現れた吸血鬼は、入り口の近くで壁にもたれていた舘たてに狙いを定めた。

「は、誰よお前。いきなり」

　まさに秘密の合い言葉「可愛かわいい子宣言」をする場面なのだが、咄とつ嗟さには出てこなかった。

　吸血鬼は舘たての両肩を摑つかみ牙きばを剝むく。だが細い首に牙きばを突き立てることはなく身を離す。突き飛ばすようにして舘たてから離れると、吸血鬼は夜よ木ぎ秋しゆうのいる教室中央へと向かった。積極的に眷けん属ぞくを増やそうとしていたのだから、おそらく三組に現れた吸血鬼がオリジナルの真祖と呼べる存在だったのだろう。

「何が『吸血鬼は処女の生き血が好き』だよ。中なか野のキモデブ、処女とか言ってんじゃねえよ、どちゃくそキメェ。まるで最初に狙われたぅちも──。ちげーし。処女じゃないし。ちょっ、笑うなッ」

　意外とうぶらしく、舘たては顔を真っ赤にする。

「ぅちのことはどーでもぃいの。吸血鬼が最初ぅち狙ったのは、入り口近くにいたってだけ。エンカ（遭遇の意味）早々逃げたのは、ほぼほぼ化粧品の匂いとか、そういう理由でしょ。ぅち、シャルルの良い化粧品、使ってるし。異世界でもずっとケア忘れなかったし」

　舘たての推測が当たっている可能性はある。男子が女子生徒を護まもろうとした結果なのかは議論の余地があるが、事実として男子の方が女子よりも多くモンスターに襲われている。これは折おり口ぐち高校の消失事件だけでなく、弘ひろ橋はし高校の消失事件でも同様の傾向がみられた。

　夜よ木ぎは首元を晒さらし、吸血鬼の注意を自分に引きつけ教室を飛びだした。

「『吸血鬼退治だ！』って、喜び半分くらいで叫びましたね」

　相あい田だは呆あきれ笑いを隠せない。

「怪物に襲われる恐怖よりも、妖怪を見た興奮が勝ってました。秋しゆうって、そういう奴ですから。箒ほうきで戦ったり、机をぶつけたり……。廊下に出たら、暴漢対策用の刺さす股またも使いました。うちの学校、各階の廊下に刺さす股またがあるんですよ。まあ、あっさり折られたんですけどね。……ああ、そうだ。学校内バトル定番の消火器も使いましたよ。理由はもちろん『漫画で見て、一度やってみたかった！』です。完全にはしゃいでました。途中で別の女子を襲おうとしたから、唇をかみ切って血を出したら、吸血鬼がメッチャ食いついて追いかけてきて……。最終的にプールまで行って、突き落として倒しました」

　吸血鬼の弱点といえば流れる水だ。生徒がイメージした定番の吸血鬼なのだから、弱点もやはり定番どおりであった。

「吸血鬼は自分が落ちてできた波でもダメージを食らってました。だから、色々物を投げ込んで、最後はみんなで並んでビート板でばちゃばちゃやりました」

　しかし、完全に倒すことはできず、動きを封じるだけであった。

　居合わせた生徒から、プールの水を抜いて水流を起こしてはどうかという提案があったが「それは駄目だよ」夜よ木ぎが却下している。

　プールの水を流しきるまでに吸血鬼を退治できるとは限らないし、水が貴重になってくるのだから、飲料用ではないとはいえ、おいそれと捨てるわけにはいかない。

　折おり口ぐち高校では五十メートルプールに約百万リットルの水が蓄えられており、生徒全員が日本にいる感覚で一日百六十リットル（炊事用の水を除外する）を使用すると仮定した場合、六日程度の蓄えでしかない。

　夜よ木ぎはそこまで試算していたわけではないが、水の重要性を理解しているから、おいそれと排水するわけにはいかなかった。

「秋しゆうはね、モンスターの脅威と水の貴重さを天てん秤びんにかけて、どっちが重要かって、直感で理解するタイプです。深く考えていません。必ず正解を摑つかんでいく主人公タイプかな」

　相あい田だは自分のことのように自慢し目を輝かせる。

　夜よ木ぎは「吸血鬼を倒すには、十字架だよ」ガキ大将だった頃を思い出させるはきはきした声で「中なか野の君と吉よし岡おか君は、チャペルに行って聖書を探してきて。池いけ谷たに君と塩しお沢ざわ君は家庭科室でにんにくを。他のみんなは十字架になるような物を探して」仲間に作戦を伝える。

「テンション上がりまくり、袖まくりだよ。俺、小学生の頃、よくドッジボールするために場所取りに行ってた。ボールやコートの確保。メンバー集め。誰が何をするのか、秋しゆうが仕切ってた。あの頃の秋しゆうだよ」

　吉よし岡おかは小学校低学年の頃に、ドッジボールコートの取り合いで夜よ木ぎと大おお喧げん嘩かをした末に、認めあって友人になった。その頃を思い出すのだろう。夜よ木ぎについて語るとき、吉よし岡おかは子供のような笑顔になる。

　いや、吉よし岡おかだけではない。夜よ木ぎの友人は誰もが、彼女について語るとき無邪気な頃の笑顔を見せる。宇う喜き多た菫すみれと島しま本もと真朱まそほも表情を懐かしそうに綻ほころばせる。

「秋しゆうちゃんは、リーダーだね。いっつも私達の中心で、無茶担当」

「……ん。無敵のリーダー」

「私達が保育園に通っていた頃、年長の男子に人形を取られたことがあるんだけど、取り返してくれた。その頃から、ずっとヒーローだったね」

　宇う喜き多たが笑いながら、島しま本もとの皿にある一口サイズのケーキを取ってパクリ。島しま本もとはじと目で宇う喜き多たの横顔を見つめる。

「今。秋しゆうちゃんいたら、とりかえしてくれる」

「ごめんごめん。これ、あげるから」

「ん……。おいし。これ、良い……！　次、これ」

「えー。色々取ろうよ。目指せ、全種類制覇！」

　二人がケーキを取りに行った。宇う喜き多たがあれこれと世話を焼くお姉ちゃんポジションのようだ。

　妹島しま本もとは先ほど宇う喜き多たから貰もらったイチゴムースばかり大量に取ってきて上機嫌。

「私も、うっきーも、秋しゆうちゃん好き。二人で、お嫁さんになるって言ってた」

「そう！　それ。まじで。二人で『私が秋しゆうちゃんのお嫁さんになる』って、取り合いしてた。私が秋しゆうちゃんに抱きつくと、しまっちおでこ真っ赤にして『私がお嫁さん！』って可愛かわいかった。この子、感情昂たかぶるとおでこ真っ赤になるから分かりやすい」

「むぅ」

「私達が秋しゆうちゃんの取り合いしていると、少し離れた所で相あい田だが指を咥くわえて『僕が秋しゆう君のお嫁さん……』って」

「あの頃の優ゆうちゃん、完全に女子」

「そうそう。可愛かわいかったのになー。中学で背が伸びて声変わりして男の子になっちゃったんだよなー。昔の優ゆうちゃん、カムバック！　デ、ザイアー♪（JUSORAC [image: 出] 96182-323282）」

　歌いだす宇う喜き多たに島しま本もとが小声で「ララ、ラ♪」と音おん頭どを入れる。

「秋しゆうちゃんも相あい田だのこと好きっぽくてさー。グループの仲でも二人はいつも近い所にいたよ」

「私達、ふられた。だから私、『うっきーがお嫁さんでいっか』って妥協」

「ああ……私も『しまっちがお嫁さんでいっか』って妥協したした」

　二人は視線を数秒間重ねてから、宇う喜き多たは明るく大きな声で、島しま本もとは囁ささやくような声でハモる。

「「お前が嫁って、ねーわー」」

　キャハハッと笑いながら大きな動きで肩をぶつける宇う喜き多たと、不動で抵抗する島しま本もと。

　かつて夜よ木ぎのガキ大将グループに所属していた面々が率先して指示に従うから、クラス全体も夜よ木ぎの作戦を自然と受け入れられた。夜よ木ぎならきっと何とかしてくれるという空気ができつつあった。

「十字架のような形の物をクラスのみんなで探すことになったんですけど、プールには無くて。プールの周りにも無くて、私が女子更衣室の中を探していたら男子の人まで女子更衣室の中に探しに来て入ってきたのは、仕方なかったのかもしれないけど、ほんのり……いえ、たっぷり、やだったかな」

　桜さくら川がわ凜りんは苦笑する。下着や水着は落ちていなかったそうだが、男子に見られたくないものはそれなりに有ったそうなので、慌てて隠した。

「結局、夜よ木ぎさんがプールを仕切っている、あの浮いている紐ひもって何ていう名前ですか？　あれです」

「コースロープだねー」

「はい。ロープを使って吸血鬼の人をぐるぐる巻きにしました。親玉を助けに？　子分の吸血鬼も来たんですけど、その人は水中バレー？　のネットで捕まえました」

「うん。一応、男子が頑張ったねー。中なか野のキモデブみたいに逃げ回っていただけの奴もいるけど」

「ただ、吸血鬼の人のことはそれで一件落着で終わりだったんですけど……」

「何かあったっけ？　怪け我が人にんもなくハッピーエンドさんだったよ？」

「伊い須す香かちゃん、あれだよ、ほら……。夜よ木ぎさんプールに飛びこんだから濡ぬれてブラウスが透けちゃって、下着が透けて見えていて」

「ああ、あれ」

「でも、暗かったからって、全然気にした様子がなくて隠そうともしなかったから、私、慌ててバスタオル探しました。男子の視線、すっごくとてもエッチでした。見ていないふりして視線を逸そらしているんですけど、ちらちら、ちらちら見てました」

「んー、あんとき見てたのはね、ガン見が三み木き、河合かわい。ちら見が吉よし岡おか」舘たてはクラスメイトの名前を次々と挙げていく。彼女の記憶力は確かなので、間違いないだろう。

　相あい田だ優ゆうは「見ちゃ駄目だとは思ったけど、でも、すぐ近くに憧れの女の子の胸があったら、意識しちゃうというか……。じろじろ見ていたら変に思われるから、ちらっとしか見ませんでした」割と正直に白状した。

　男子の視線を遮るため、舘たてが「夜よ木ぎちゃん、マジヤバー！」正面から抱きつく。

「なんか、もう、こう、凄すごいのが、ぼよんぼよんで見とれちゃいました……。伊い須す香かちゃんのお胸さん、ふゎぁぁ……ですよ。あそこに手を入れてみたいなって……。でも、すぐにはっとして『男子、見るなーっ！』って」桜さくら川がわはビート板で男子を叩たたいて散らした。

　この場面は後に中なか野のが描きおこし「ふひひ。ネタの提供、ごちそうさまです」男子生徒の間で闇取引された。

　さて、夜よ木ぎを襲った吸血鬼は、身動きをとれなくしてプール中央に浮かべている間は完全に無害であった。ただ、可哀かわいそうなことに山やま中なか百ゆ合りがパステル☆ヒーリングで人間に戻すまで、実に二日間もプールを漂っていたそうだ。
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　校舎南館に出現したモンスターは春はる田た美み智ち雄おや上うえ野の弘ひろ之ゆきといった戦闘能力保持者と、生徒会執行部が指揮した運動部員達によって制圧された。運動場に出たゾンビはゲーマー軍人コンビと居合わせた生徒が協力して鎮圧した。北館に走って行った集団は自滅したところを山やま中なか百ゆ合りによって元の姿に戻された。

　フランケンシュタインや狼おおかみ男おとこや馬男がどうなったのかは目撃証言はあっても、結末を知る生存者はいないため、顚てん末まつは不明だ。戦える能力者か、誰かの機転によって退治されたのだろう。

　久く瀬ぜ一はじめ著『実録！　狼おおかみ男おとこに転生した俺の異世界チーレム日記』によれば、狼おおかみ男おとことなった久く瀬ぜは学校を飛びだし地上を駆け、さまざまな異世界の街に訪れている。久く瀬ぜは『異世界転生チーレム』という夢の効果により、モンスターから助けた女性が王族だったことを切っ掛けにして成り上がったそうだが、本人以外の証言が一切ないため、何ど処こまでが真実かは不明だ。

　最終的に十二時頃にホラーハウス騒動は収まる。明確な終了宣言があったわけでもないから、騒動が完全に鎮静化した正確な時間を誰も知らない。

　ただし、騒動の終結時刻を十二時とする根拠がある。

　十二時はホラーハウス午前の部の終了時間だ。飲食店ではないので、もともと三年七組は十二時から十三時の間に休憩を取る予定があったのだ。

　休憩時間に入る前、地上に避難していたクリオの傍かたわらにカカが現れる。最初からそこに立っていたかのように唐突に出現していたそうだ。一部始終を、クリオと共にいた比ひ古こ美み若も音ねが記憶している。

　子供が仲の良いお兄ちゃんに接するような、甘えた仕草。

「あー。楽しかった。20人くらいしか死んでいないのは残念だけど、たくさん生き残っていた方がこの先、大変だからね。後の楽しみにとっておくよ」

　日本で出現したときと異なり、既に誰もがカカが現実離れした魔法使いだと知っているため、周囲の生徒は叫びながら逃げだす。転倒して負傷した者もいる。

　比ひ古こだけは、うなだれたクリオを案じ、その場から離れることができなかった。腕を引いて避難を促すが、クリオは動こうとしなかった。20名もの死者が出たという事実が重荷となり、クリオを押さえつけていたのだ。

「ふふふっ。やはり君達の世界でも、君みたいな肌の色をしたヴァルグア族は嫌われているのかな」

　カカはけして声が大きかったわけではないが、逃走中の生徒達にも魔法により声を届ける。

「静かにしてよ。うるさい奴は殺すよ？」

　恐怖が生徒の足を縛りつけ、口を塞ふさいだ。全員がカカに従ったわけではないだろう。地下へ逃げようとして、狭い入り口に大勢で殺到したため、通行不能になってしまったと思われる。

「お兄ちゃんもお姉ちゃんも安心してよ。ボクは、死を願われていない者を殺しはしないよ」

　なんの根拠もない言葉に生徒達は縋すがらざるをえなかった。正常性バイアスも働いたと思われる。

「クリオ・エリース。君の夢によって、モンスターが出現したんだよ。これは、全て、君が望んだ結果だね。やったね。ボクの魔法を利用して、自分の手を汚さずに大嫌いな奴やつ等らをたくさんぶっ殺せたね。あははっ。肌の色が違うという理由で君のことを馬鹿にしたあいつ等らを、見返してやれたよ」

　童歌のリズムにでも乗るかのようにカカは「あははっ」と無邪気な笑い声を上げつつ、クリオの周りを楽しげに歩く。

　カカを警戒したからこその静寂が暫しばらく続いた後、少しずつ漏れ聞こえるざわめき。

「今の、まじ？」

「あいつの夢で校舎内に怪物が出現したの？」

　カカは満足そうに笑みを浮かべ「良いねえ、この反応」クリオを覗のぞき込こむ。

　クリオは泣きながら「みんなを、日本に帰してくれ」と懇願する。

　折おり口ぐち高校の生徒を異世界に連れ去った張本人は、きょとんとした顔をし「もちろん、そのつもりだよ」さらりと言う。

　カカは両腕を開き空を仰ぎ、関心を集める。

「君達の何人かは一ヶ月後に、日本へ帰れる。何もする必要はない。ただ、一ヶ月、この世界で生き延びるだけで良い」

　事実だ。

　多くの生徒達は物言わぬ姿に変わり果ててしまうが、一部の生徒は崩壊した校舎とともに日本に帰還している。

　一ヶ月後というのは、厳密には三十六日後だ。おそらくカカは生徒を騙だますつもりはなく、おおよその日数として一ヶ月と告げたのだろう。ここで生徒達が三十六日後の帰還を、三十日後の五月十三日だと思い込んでしまったことが、後の不幸に繫つながる。

「あれっ。反応薄いなあ」

　カカがおどけたように疑問を口にする。生徒達は俄にわかには信じることができなかったし、一ヶ月のサバイバル生活がどうなるのか想像できなかった。何よりも、カカが間近にいる場所で目立つような行動ができず、恐怖で固まっていた。

「まあ、いいや。ボクは噓うそを吐つかない。いや、吐つけない。そして、君達の願望を叶かなえるだけの存在だ。ほら」

　パンッと破裂音が響き、遠巻きにしていた生徒達の中から悲鳴が上がる。

「木き村むら恵けい子こ。虐いじめられていた君は『死にたい』という夢を書かされてしまったね。酷ひどいね。教師はチェックしてくれなかったのかな？　……可哀かわいそうだから叶かなえてあげたよ。『お前まえ等らが死ね』という本当の願いを」

　赤い霧の中、首を無くした身体からだが、まるで無くし物を探すかのように手を持ち上げ数歩進んでから、倒れた。既に絶命していたはずなので、単なる骨格筋の収縮反応に過ぎないのだが、倒れたままゆっくりと手足を丸めるように動く様は、周囲にははたしてどれほど不気味な光景に映っただろうか。

　同様の光景が四箇所で見られた。

　生徒達はパニックにのみ込まれ、ただひたすら遠くへ逃げようと走りだす。

　悲鳴が入り乱れる中、クリオの傍らにいた比ひ古こだけが「つまんないの。逃げなくてもホラーハウスの時間は終了なのにねえ」というカカの小声を聞く。

　カカは逃げ惑う群衆に向かって両腕を広げ、声を明るくする。

「じゃあ、みんな、ボクにまた会いたくなったらいつでも呼んでよ。すぐに来てあげるからさ。あははっ。じゃあね！　お兄ちゃん、お姉ちゃん、バイバイ！」

　ケーブルカーを見送る子供のように可愛かわいらしく手を振り、やがて身体からだは透明になり消えていく。

　脅威は去った。多くの生徒が「一ヶ月後に、日本へ帰れる」というカカの言葉を強く印象に残す。自身の命運に関わることだから関心が強いのは当然だ。だが、もう一つの言葉は単なる挨あい拶さつだろうと、誰も気に留とめなかった。自分にとって都合の悪い事実は、大して重要ではないと思い込む心理も影響しただろう。

　友人の死を目まの当あたりにした者はホラーハウス騒動の記憶で苦しみ続ける。だが、多くの者は時間の経過とともに、この日の恐怖とカカの言葉を忘れていった。地下にいて、騒動すら知らなかった者もいただろう。

　ただ一人、当時の状況を聞き取って記録に残していた者だけが、一ヶ月後、カカの「呼べば再び現れる」という言葉を思いだす。校舎が崩壊する中、憧れの異性を救うためには、理屈や常識を覆くつがえす魔法使いに頼るしかなかったのだ。




　　　　＊




　カカが去った後、親しい者を殺されてしまった生徒により、クリオは怒りのはけ口にされてしまった。

「お前のせいで田た中なかが殺されたのかよ！」

　遠巻きに様子を窺うかがっていた集団から出てきたのはクラスメイトの稲いな田だ。クリオの前まで来ると胸元を乱暴に摑つかみ上あげる。

「小さい魔法使いが言っていたことは本当か！　お前が田た中なかや三み崎さき達を殺したのか！」

　級友の剣幕は比ひ古この胸の深い所に恐怖をもたらした。クリオと親しくなって、多少は緩和したとはいえ、男性への苦手意識は残っている。

「普段大人しい稲いな田だ君が大声で叫ぶのは魔法使いよりも……怖かったです。何を考えているのか分からないカカと違って、稲いな田だ君は全身から悪意が渦巻いているのが見えるみたいで……。怖かった……。けど、クリオは悪くないって、言おうと思った。でも」

　文化祭の成功を願った心優しい少年は、魔法使いに夢を踏みにじられ、果てにはクラスメイトに裏切られようとしていた。

　しかし、クリオは何ど処こまでも優しい男だった。

「クリオに突き飛ばされました。私がクリオを庇かばったら、私まで責められるから」涙交じりになり途中から言葉にならなくなる。比ひ古こは何度も嘔え吐ずきながらゆっくりと続ける。

「今度は、私が、クリオを、護まもらないと……いけないのに。私、何も、何もできなかった」

　クリオは抵抗せずに、稲いな田だに殴られ続けた。比ひ古こは地面にへたり込み、クリオの顔が腫はれあがっていくのを、ただ見ていることしかできなくなった。身体からだは震えて動かない。

　目の前の暴行を誰も止めてくれない。『もっとやれ』という野次さえ聞こえてくる。スマートフォンで写真を撮る者もいた。

　騒ぎを聞きつけた生徒会執行部が止めに来た頃には、クリオは意識を失って倒れていた。

「みんな、倒れたクリオではなく、殴った稲いな田だ君の方を心配していて……。『手は痛くないか』『怪け我がしていないか』って……。酷ひどいです。あんまりです……。でも、何もできなかった私の方が……」

　その後、クラス内で孤立するクリオをただ見ることしかできなかった。比ひ古こは何度もクリオに声をかけようとした。しかし、彼にとっての贖しよく罪ざいだったのだろう。クリオは優しくされることを拒絶し続けた。
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　二〇一八年四月十四日（土曜日）十二時三十五分。

　ホラーハウス騒動が解決した後、生徒会執行部の指示で、校舎に残っていた生徒も地上に移動した。校内のモンスターが完全に掃討されたことを確認するまでは、地上待機が命じられる。地上でカカと遭遇した者は地下に戻りたがったようだが、他の者は暗い地下に好き好んで戻りはしない。大勢が地上に出て、陽の光を浴びたがった。

　ストレッチ運動をしたり、草原を踏みならして小休止できる空間を作ったり、思い思いに過ごした。誰も階段室が見える範囲から離れようとはしない。無謀にも周囲の捜索を試みた者はいない。

　タカに変身可能な鳥とり巣す諒りようも栗くり田た美み奈な等らと地上にいたが、上空から周囲を調査するようなことはしなかった。

「そっ、そういうことは、生徒会がやっていると思いましたし……。それに高いところを飛んだことがないので、初めは怖くて、無理でした……」

　当人に、周辺地形の把握が重要という認識はまったくなかった。

　猫科の猛獣を使役できる栗くり田たも同様だ。

「広い所に来たから、みんなにはお散歩してもらった！　全力で走って気持ちよかったって！　お散歩終わったらみんなでお昼寝！」

　オセロットやサーバルキャットなどの小柄な動物がひなたぼっこしてごろごろ転がってお腹なかを見せてくるので、栗くり田たや鳥とり巣すはクラスメイト達と一緒にお腹なかをわしゃわしゃ触って楽しんだ。

　生存者達と会話していると分かるのだが、戦記物の小説やロボットアニメが好きな男子は情報収集が重要だという認識を持っているが、少女漫画や青春ドラマが好きな女子にはまったく同じ認識はない。

　折おり口ぐち高校で最も偵察能力と捜索能力に優れていた二人の女子に、男子が助言していれば、早期に異世界人の集落を発見して、何かしらのコンタクトを取れた可能性はある。

　だが、不幸なことに、いくら人を襲わないとはいえライオンやトラのような猛獣に囲まれている女子に話しかけるような男子生徒はいなかった。

　十四時十五分。

「生徒会執行部会長の藤とう堂どうです。先まずは、校内の安全が確認されたことを報告します」

　階段室の上に立った藤とう堂どう瑠る奈なは、生徒のざわめきを注意しない。自然と静まりかえるのを待ってから、大きな身振り手振りを交えて話す。

「みなさん、お集まりいただき、ありがとうございます。……異世界において、みなさんを束縛する校則は一切、存在しません。……にも拘かかわらず。こうして集まってくださったことを感謝します」

　将来の夢に『政治家』と書いた会計の田た端ばた茂しげ雄おや演劇部の生徒に指導を受けた、魅せるための喋しやべり方かたであった。藤とう堂どうは過剰なまでに緩急と抑揚を付け、興味を惹ひきつけながら喋しやべる。

「みなさんは、我々、生徒会執行部に従う義務は、ありません。……ですが。それでも我々の指示に従ってくださると言うのなら、我々は、みなさんを見捨てません。生き残る意志があり、折おり口ぐち高校の一員で居続けたいという意志があるのなら、私は、貴方あなたの味方になる。私の夢が、ここを、貴方あなたが過ごせる場所にする」

　瞼まぶたを閉じ、沸き上がる拍手を何度も小さく頷うなずきながら聞く。

　そして、拳こぶしを高く掲げ、目を開く。

「これから、我々にとって不都合なことがたくさん起こるでしょう。けれど、私は噓うそを吐つかない」

　宣言した上で、犠牲者数32名という数値を告げる。

　遺体から回収した生徒手帳を一つ一つ開き、生徒ひとりひとりの名前をゆっくりと読み上げる。

　藤とう堂どうが言葉を詰まらせたとき、生徒達から応援の声が上がったそうだが、米よね原はら誠せい次じは否定的だ。

「あいつ、演説でさんざん煽あおったかと思ったら、途中で泣きだしちゃってさ。別に女を差別するつもりはないけど、やっぱ、女が仕切るのは駄目でしょ」

　米よね原はらの言葉に、隣で桐きり井い龍りゆう太た郎ろうが無言で頷うなずく。米よね原はらは生徒からの声援を真ま似ねして揶や揄ゆする。

「『会長、頑張れー』『泣かないでー』とか馬鹿でしょ。アイドルのコンサートと勘違いしていたとしか思えないね」

「デリカット（二人の友人、佐さ和わ田だ剣けん人とのこと）は、哀れなほど生徒会長に心酔していたな。俺達が生徒会長のことを悪く言ったら、ガチ切れしてしまった」

「ああ、あったあった。俺おれ等ら、クラスは違うけどちょくちょくデリカットに会ってたんだけどさ、そのたびにあいつ、『会長すげえ。惚ほれた』ばっかだったよな。あいつの部屋を探せば、ぜってえ、生徒会長モノのＡＶ有るぞ。黒髪黒タイツのお嬢様が──」

「誠せい次じ、あまり下品なことを言うな」桐きり井いは私の視線を気にし米よね原はらの発言を遮る。私が頷うなずいて発言を続けるように促すと、桐きり井いは視線を外してから口を開いた。

「誠せい次じの言うようなＡＶは有る。絶対、有る。夕方の教室で生徒会長に強引に迫られるようなのがな。『生徒会長ってどんなパンツ穿はいているんだろう』だと？　返事に困ること言うな。あいつ、マジでヤバいぞ」

　一年一組のゲーマー軍人コンビは一貫して、アンチ生徒会長であった。

　二人の友人だが生徒会長派の佐さ和わ田だ剣けん人とは「あいつ等ら、生徒会長の良さが分からないんだよ。彼女、いねえしな」と二人を馬鹿にした笑みを浮かべる。

「あんな美人の先輩が涙を堪こらえて気丈に振る舞っているんだから、まともな男なら普通は護まもってあげたいって思うだろ。たった一年先輩ってだけでも、クラスの女子より遥はるかに大人の女って感じで色気があるし。後ろ姿を見てみろって話。長い黒髪がお尻の所で、さらさらって揺れて……最高じゃん。振り返ったら見える白い肌とツンとした鼻……。マジ、最高じゃん。最高しか言葉が出てこねえよ。マジで。未だに会長のこと悪く言っている米よね原はらと桐きり井いは、マジでホモだろ。いっつも一緒にいるし」

　米よね原はらと桐きり井い、佐さ和わ田だと後に紹介する田た中なかは、すぐに言い争いになってしまうのでインタビューは別々だ。しかし、仲が悪いのかと思いきや、インタビューが終わると彼かれ等らは合流してカラオケやゲームセンターに行くそうだ。遠慮の要らない間柄なのだろう。

　生徒会執行部会長について、米よね原はらと桐きり井いの二人が少数派で、大半は佐さ和わ田だのように藤とう堂どうの姿勢を高く評価している。彼女の外見も、高評価の理由だった。全校集会の際に藤とう堂どうが階段室の上に立つたび、さながらアイドルのコンサートのように男子生徒は前方に詰め寄ったそうだ。押し寄せる生徒を生徒会執行部や、執行部配下の運動部員が身体からだを盾にして必死に押し返していた。

　相あい田だ優ゆうも「秋しゆうの方が格好良い」と前置きした上だが「生徒会長も格好良い」と、藤とう堂どうに好印象を抱いている。とはいえ、相あい田だは同じ学年で面識もあるから、元から好意的だ。

「あ、いや、別に黒髪ロングなら誰でも好きってわけじゃないんだけど、瑠る奈なちゃん、やっぱ美人だし、異世界に行った状況で全校生徒のリーダーとして振る舞うなんて立派だよ。僕も色々と見習おうと思ってたし。生徒を第一に考えているっていうのは伝わってきた。僕も、もっと瑠る奈なちゃんを手伝ってあげれば良かったかなあ。瑠る奈なちゃんの立場もあるし、あまり話しかける機会が少なかったのは残念だったな……」

　男子は大半が藤とう堂どう派だ。男子人気に嫉しつ妬とした女子も一定数は存在したようだが、女子全体を見ればやはり藤とう堂どう派が多かった。

　アニメ好きの山やま中なか百ゆ合りも、大人しい鳥とり巣す諒りようも、性格や学年を問わず多くの女子生徒が藤とう堂どうに好印象を持っている。

　ギャルの舘たて伊い須す香かに至っては、異世界に行く前と後では評価を正反対にしている。

「ガッコではメッチャ嫌いだったよ。朝、校門でモチケン（持ち物検査）してるし、髪を染めるなって注意されたし。でも、異世界に行ったら、髪型自由とか、最高だよね。話、分かる。ガッコでは立場上、ぅちらを注意するしかなかったんだろうね。異世界に行ってからは遠くでちらっと見ただけなんだけど、めっちゃかっけえよ。オーラぱない。マジリスペクトだよ。生徒会の人を後ろに連れて歩いているんだけど、何かもう、ＳＰを引き連れた女優って感じだった。どっちが上って比較するわけじゃないんだけど、夜よ木ぎちゃんが身近にいる読モなら、生徒会長は女優みたいな。どっちもリスペクトなんだけど、オーラの色は違ったょ」

　教師を姉に持つ西にし田だ萌め生いは、数少ない否定派女子だ。生徒会執行部が実権を握ってしまった学校内では、新米教師の肩身は狭かったのだろう。

　西にし田だは目を細めて生徒会長への恨み言を口にする。

「あの陰険性悪生徒会長が地上にみんなを集めていたとき、犠牲者の遺体を片づけていたのはお姉ちゃん達なんだから。お姉ちゃんは『私達が言いだしたことだから、藤とう堂どうさんを悪く言ったら駄目よ』って言ってたけど、やっぱり、納得いかない。嫌な仕事は全部、お姉ちゃん達がやってたんだからね。……そりゃあ、高たか橋はしさんみたいに手伝ってくれた人はいるけどさ……。あと、山やま田ださんがいて、お経を唱えてました。最初は何で学校にお婆ばあさんがいるんだろうって、少し不思議でした」

　教師の西にし田だ舞ま衣いは考えあぐねた末に良い結論を出せずに、とりあえず遺体は使用頻度の低い特殊教室に安置しようとした。しかし、これは教師達と行動を共にしていた山やま田だが「あかん、あかん」と水を差し、外に持って行って埋めるように再考を促した。

「仏さんは臭いが出るで。避ひ難なん壕ごう（学校のことを山やま田だはこう表現する）に置いとったら、すぐに臭いで他の者がやられちまう。ネズミやカラスがつつきに来るし、埋めただけじゃ野良犬が掘るで。お寺さんが供く養ようしてくれるで、焼いてあげなさい。ワシ等らはみんな、そうした」

　山やま田だはけしてボケていたわけではないが、ときおり太平洋戦争末期の記憶が蘇よみがえっていた。

「お寺さんは何ど処こも行列ができとるで。すぐに火葬はできんかもしれん。けど……。仏さんは子供達には見せたらあかん。自分達が安全だって分かると、そのうち、罪悪感が出ちまうで。知り合いの顔を見て、ああ、助けてやれんかったって思うのは、辛つらい。自分があの時、代わりに……なんて考え出したら、自分まで生きる気力を失っちまう。見られんように、何ど処こか遠くに埋葬して。お墓を作って……。墓参りは生活が落ち着いてからでええ」

　山やま田だはただ行動を共にしていたというより、若い教師達にとって祖母代わりの、心の支えになっていたと思われる。山やま田だにとっても孫の同僚なのだから、若い教師達は孫のような存在だっただろう。

　こうして山やま田だの提案に従って、犠牲者達は地下大空洞と化した運動場の端に埋葬された。当初は地上へ埋葬する予定だったが、若い教師３名だけでは校内の27体もの遺体を、階段を上って運びだすことは不可能だった。そのため、運動場の端に埋葬されることになったのだ。

「高たか橋はしさんが変な犬みたいな動くぬいぐるみを持ってた。私、あれはずっと、もけモンだと思ってた。もけモンの目が光って、遺体が浮いたの！　あっ。高たか橋はしさんは、折おり口ぐち大学に通っている人ね。異世界ではお姉ちゃん達と一緒に行動してたの。アウトドア慣れているって感じで、色んなこと教えてくれたよ」

　折おり口ぐち高校消失事件の解決後、埋葬されており身元が明らかだった44名（地上の犠牲５名、校内の犠牲27名、前日のバーベキュー時の犠牲12名）の遺体は改めて遺族により別の場所で供く養ようされた。

　瓦が礫れきにのみ込まれた大多数と異なり、44名はみな身元がはっきりしているのだが、一部の遺族は遺体が自分達の家族だとは認めなかった。まだ、何ど処こかで生きているという希望に縋すがりたかったのだろう。

　虫歯の治療痕や所持品から身元は確認されているが、遺族はＤＮＡ鑑定を要求し結果が出るのを待っている。そのため、一部の遺体は未だに埋葬されることなく、警察署の冷たい霊安室に置かれている。

　こうした態度は他の犠牲者遺族や世論から批判の的になっている。

　そして、ニュース番組の取材でカメラに摑つかみかかり「腐った死体を自分の息子だと認めさせられる親の気持ちが分かるか。こんなんだったら、校舎の瓦が礫れきと一緒にぐちゃぐちゃになっていた方がまだマシだ」と喚わめき散ちらした。

　子供を亡なくして錯乱していたのだから同情の余地はあったのかもしれないが、他の犠牲者遺族の神経を逆なでする発言は大いに批判を浴びた。

　暴言映像はネットにアップロードされ、異世界関連では最も再生されている。

　折おり口ぐち高校の最初の犠牲を録画した『異世界食人モンスターとの遭遇』は報道番組で取り上げられ再生数を三十八万（二〇一八年五月時点）に伸ばしているが、犠牲者遺族の暴言動画は実に百四十五万再生を超えている。

　人々の興味は、終わってしまった悲劇よりも、現在進行形で醜態を晒さらしている「叩たたいてもいい存在」に集まっているのだろうか。
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　生徒会執行部から全校生徒に、クラス間での連絡体制を整えることと、戦える生徒が特定の教室に集中することを避けるために生活の拠点とする部屋を適宜変更していくことが通知された。

　戦える生徒を分散させたことについては賛否両論がある。事件後、報道番組に出演したある軍事評論家は「戦力の一点集中をしなかったのは正解だ」と高く評価する。もし一箇所に集中していたら、不測の事態で全滅する怖おそれがあるからだ。現代の軍隊でも、特にテロやゲリラへの対策が必要になるような前線の基地では、武器や兵士を分散して配置することを根拠にした。

　一方で別の評論家は「彼かれ等らは軍隊ではないし、学校は基地ではないのだから、その考えは適用されない」と前述の意見を否定する。本来の慣れ親しんだクラスとは別のクラスに異動させられたら、コミュニケーションが上う手まく取れなくなることを根拠に、クラス編成を変えるべきではなかったと断言する。

　司会者が早々に話題を変えてしまったため、クラス編成の変更についての議論はし尽くされていない。

　生存者達の意見も判断材料にはしにくい。なぜなら、全員が生還した二年三組では、夜よ木ぎの提案によりクラスメイトの移動はしなかったのだ。他のクラスでは、生徒会執行部の管理が行き届いていないところで、仲の良い友人がいるクラスへ移動する者もいた。

　地上では男女が行動を共にしていたようなクラスでも、就寝時には隣のクラスや同じ科の別学年と男女が入れ替わって、教室内に男子だけ、女子だけという状態を作っていた。

　就寝時まで男女が行動を共にしていた二年三組は例外中の例外だろう。彼かれ等ら30人は異世界で常に行動を共にした。

　四月十四日（土曜日）十八時。

　教室で、夜よ木ぎがクラスメイトを説得する動画が残っている。この時点で、非常灯のバッテリー残量が尽きても点つき続つづけることに気づいていたため、映像は明るい。日中に薄いカーテンを下ろした程度の明るさだ。

「私は昔、ちょっとした馬鹿なことをして、防ぼう空くう壕ごうの中に有った縦穴に落ちてしまったことがあるんだ。そのとき、一人じゃきっと、耐えられなかった」

　少し間を置いてから「仲良しの子と一緒だったからね。私が護まもらなきゃって思ったから頑張れた。そういう想いって、大事だよね。ここはみんなの夢が叶かなった世界なんだ。だから、きっと、夢を書いたときの想いが力になる……」教室内をゆっくり歩き、ひとりひとりと視線を合わせていく。

「これから、みんなで協力していかなければ乗り越えられない障害がきっとある。私は、みんなと協力しあいたい」

　誰もが真剣な眼まな差ざしで夜よ木ぎの言葉に耳を傾けた。異を唱える者は一人もいない。

「私は男子が女子を襲うかもしれないなんていう疑惑を持ちたくない。我わが儘ままかもしれないけど、男子のみんなは、私からの信頼に応えてほしい。また、女子のみんなも男子を信じてあげてほしい。エッチな目で見てくるのは仕方ない。男の子なんだから。でも、もし、酷ひどいことをされそうになったら私に言ってほしい。私が代わりに、叩たたいてあげるから。でも、そんなことにはならないと思う」

　夜よ木ぎは、文化祭用のメイド服を掲げる。

「中なか野の君、素敵なデザイン、ありがとう。宇う喜き多たさん、島しま本もとさん、桜さくら川がわさん、安やす谷たにさん、縫い上げてくれてありがとう」

　文化祭の出し物で誰が何を担当したのか、夜よ木ぎはひとりひとり名前を挙げていく。

　夜よ木ぎが「ゴスロリ黒猫メイド喫茶は中止になってしまったけど」と口にしたところで、舘たてが「まだ中止だって決めるの早いし」遮る。

　既に誰もが、夜よ木ぎの言いたいことを理解していた。昨年度から文化祭の準備で協力しあい、既に良い仲間になっていたのだから、異世界でも最高のクラスメイトで居続けようと。

　だから、舘たての提案は突拍子もなかったが、すぐに理解され、賛同を得た。

「今からメイド喫茶やろう！」

　猫耳カチューシャを装着し「女子、着替え！　男子出てけ！」男子を追い出す。

「誤解を与えるから、『出てけ』じゃなくて『外で待ってて』って言い直した方が」という桜さくら川がわの心配は杞き憂ゆうであった。舘たての物言いに怒る男子はいなかった。

　四月十四日（土曜日）十八時二十六分。二年三組ではメイド喫茶が開催された。

　冷蔵不要なカステラやクッキーは大量に有った。だが、飾り付けるための生クリームは当日の朝に持ってくる予定だったので、教室に有ったのは試作用に持ち込んでいた僅かな量。生ぬるくなっていて泡立ちにくかったので、急きゆう遽きよ、男子による泡立て選手権が開催された。

　必死に搔かき回まわす男子に女子からの声援が飛び、ちょっとしたゲーム感覚で楽しい時間を過ごす。『シェフ』の三み島しま洋よう平へいが順当ともいえる優勝をはたした。

　行き渡ったのはカステラ一切れと一口の溶けた生クリームだけだったが、準備の失敗談や日本に帰ったときの再準備の手順などを話し合ううちに、みな空腹を忘れていった。

　二年三組は全員が生還するが、後に彼かれ等らは下世話な噂うわさ話ばなしのやり玉に挙げられてしまう。年頃の男女が大人のいない状況で常に行動を共にしていたのだから、することはしていたのだろう。毎晩のように理性を失い、肉欲におぼれていたのだろうと。

　男子は全員が「そんな元気ない」「性欲より食欲」「ブスばっかだし」否定する。

　女子も全員が「信頼しあってたから、そういうのない」「付き合いだした子はいるけど、そういうのは日本に帰ってからって決めてた」と否定する。

　夜よ木ぎ秋しゆうがクラスを統率できていたのは、彼女が身体からだを使って男子を誘惑していたからではないかという下品な憶測もあるが、これはクラスメイトの全員が「ありえない」と断言する。

「うん。それだけは絶対にない。男子から告白されることは何度もあったけど、そこはきちんと断っていた」

　相あい田だは語気を強めて力説した。相あい田だは夜よ木ぎの男子人気が上がるのは嬉しかったが「秋しゆうのことを一番好きなのは自分」という思いが強い。他の男子が夜よ木ぎに好意を抱いていたことを告げるたびに彼は嫌そうに顔をしかめる。
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　二〇一八年四月十五日（日曜日）。転移から三日目。九時三十分。

　夜よ木ぎがクラス委員長の羽は田た野の美み由ゆ紀きと共に生徒会室を訪ね、メンバーの入れ替えをしないように、生徒会執行部に掛け合う。

　これが、圧倒的カリスマ性で生徒の上に君臨した生徒会長藤とう堂どう瑠る奈なと、クラスの中心に立ち友人達と絆きずなを深めていった夜よ木ぎ秋しゆうの、異世界における最初の出会いだ。

　二人は旧知の間柄だったが、初め藤とう堂どうは夜よ木ぎが誰か認識できなかった。

「おはよう、生徒会長。お忙しい中、悪いんだけど、お願い事があるんだ。私達のクラスはメンバーの変更はなしにしてほしい。いいかな」

「……貴方あなた、誰」

　夜よ木ぎは背後から「だーれだ」とじゃれるような気分だったが、藤とう堂どうにおふざけは通用しなかった。
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　二人が顔を合わせた時のことを羽は田た野のは「室内は暗いんですけど、生徒会長から、こう、漫画みたいに冷たい炎が上がっているような錯覚さえしました」恐る恐るといった感じで教えてくれた。

「夜よ木ぎさんは同学年に接する気さくな感じなんですけど、生徒会長の方は『特進コースで名家出身の私に意見するなんて何者。控えなさい』……なんてことは言っていないんですけど、あの視線はぞくっときますね。中学で生徒会長やっていて、高校では一年から副会長で、当然のごとく二年で生徒会長ですからね。なんか、こう、支配者の風格みたいなのが、半端ないですよ」

　インタビューには折おり口ぐち高校から比較的近い位置の喫茶店を利用しているため、羽は田た野のは知り合いの目が周囲にないか、ちらちらと確認する。

　藤とう堂どうの冷たい口調を気にも留とめず、夜よ木ぎは気さくに近寄る。

「分からないの？　昔、よく一緒に遊んだだろ。泥んこ合戦したり、ザリガニを獲とったり。私があげた駄菓子を瑠る奈なちゃん『こんな美お味いしいもの食べたことありませんわ』って漫画みたいなことを言ってから『──って、そんなわけない。マズッ、何これ』ってノリツッコミして、私やよっしーが笑って、瑠る奈なちゃんに平手打ちを食らって。その時の痛み、今でも思い出せるよ。ああ、あと──」

　藤とう堂どうは初めは腕組みをし視線を逸そらしていたが、いつの間にか目を閉じて聞き入っていた。

　暫しばらくして呟つぶやいた言葉から刺とげは消えていた。

「……そういうこと。分かったわ」

「察しが良くて助かるよ」

「貴方あなた、卒業文集に何て書いたの？　『綺き麗れいになりたい』なんて書いていないでしょうね」

「何で知らないの？　読んでよ！　『無敵のヒーローになる』だよ」

　暫しばらく思い出話を続けた後、生徒会長は「分かったわ。二年三組は貴方あなたに任せます」と手を差し伸べ「ん。ありがと」二人は握手した。

「それから生徒会長が『こんなに長い髪、秋しゆうには似合わないわよ』って夜よ木ぎさんの髪を手にして『そうかな』って夜よ木ぎさん照れた感じで、そしたら生徒会長が『綺き麗れいなことは認めてあげる』って。近い。距離メッチャ近い。尊い。メッチャ尊い。ただの友人じゃないですよ、あれは。暗かったからはっきりと見えなかったけど、絶対二人とも頰ほおをピンクに染めてましたよ！　ああ、捗はかどる。想像が捗はかどる。……それから、生徒会長が『少しだけ二人きりにして』って、私や生徒会の人達が部屋から追い出されて……何してたんですかね。ねえ、二人きりでいったい、何していたんですかね」

　羽は田た野のは、どうも知人でカップリングをするのが好きなようだ。途中から興奮気味に声を大きくしていき、周囲の視線を気にしないようになってしまった。

「背が高くてごつい副会長や会計と一緒に廊下で待つことになって……。ああ、あの二人も無口なんだけどいつも一緒にいて、目と目で分かりあっている感、ありましたねー。私が廊下で二人にビビりながらも、ハムスターみたいな書記を見て癒やされていたとき、室内の二人は何していたんですかね！　ハムスター君、聞き耳を立てて室内を気にしまくりで、メッチャ可愛かわいかった！　暫しばらくしてから出てきた夜よ木ぎさん、メッチャくちゃ笑顔でしたよ。入室前よりもリボン綺き麗れいになってたし、スカートも折って短くなってました。絶対、何かありました！」

　もしかして、一部の週刊誌が「同性同士で親密になり過ぎた行為があった」と報道したのは、彼女の妄想カップリングトークが、何かの拍子に漏れてしまったからだろうか。
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　二日目午後の生徒総会では連絡体制を作ることや、モンスター対策や食糧管理を徹底することがクラス委員長に通知された。その後の夜、執行部内で行われた会議の議事録が残っている。議事録によると執行部が最も意識を向けていたことは、全生徒に通知されたものとは異なる。

　周辺地理の把握、救助の要請、日本へ帰る手段の発見など、執行部の目は学校の外へ向けられていた。目先のことのみに囚とらわれず先のことまで見据えていたのは、会計の田た端ばた茂しげ雄おが『政治家』の夢で生徒会長を補佐していたからだと思われる。校内の統治に特化した『生徒会長』だけでは、折おり口ぐち高校を纏まとめきれなかっただろう。

　生徒会執行部は特に、日本へ帰るために要する日数の特定を最優先課題としていた。カカが『一ヶ月後に日本に帰れる』と言ったのを多くの生徒が聞いていた。だが、確証はない。話し合っても、正しい帰還方法や日程は分かるはずもない。『預言者』や『未来予知』のような夢を叶かなえた生徒はいないかと校内放送をするが、見つからなかった。

　はたして、自分達を異世界に連れてきた元凶の言葉を信じてもいいのだろうか。噓うそを吐ついて、自分達をこの場に踏ふみ留とどまらせようとしているのではないか。

　映画『君とともに帰る』では異世界生活が続き、食糧が尽きて死が目前に迫ったとき、主人公の滝たき沢ざわ翔しようがヒロインの神かん林ばやし葉よう子こに隠し続けていた思いを告白したところで、二人は意識を失う。そして、病室のベッドで意識を取り戻す。想いを通わせあった者達は日本に帰れるという設定だ。

　美男美女のリア充じゆうカップルのみ生還をはたし、自己中心的なオタクとして描写された者や、乱暴者として扱われた不良達は死亡するという展開は、ネットでは論争を起こしている。

　滝たき沢ざわ翔しようを演じた俳優のファンを中心に、女性は大絶賛。否定派に「批判する奴はみんなアニメアイコンｗ」とレッテルを貼り、馬鹿にする。

　馬鹿にされた側は滝たき沢ざわ翔しようのファンを「マスゴミのゴリ押しに踊らされるマーンさんｗ」と罵ののしり返かえす。

　ネットで論争がヒートアップする中、テレビではご意見番気取りの演歌歌手が「批判するようなひきこもり君等らは映画館、行かないでしょ。見もせずに批判はあかんわ」新たな燃料を投下し、映画の結末論争は炎上し続けている。

　映画肯定派だった書記の室むろ伏ふし颯そう太たは、恋愛の自由化を訴えた。おそらく藤とう堂どうへの下心もあっただろう。

「焦あせらないで。結論を出すのは早いわ。恋愛が成じよう就じゆして日本に帰れるのなら、既に何名かは日本に帰っているはずよ」

　それに、恋愛の自由化については、わざわざ宣言するまでもない。もともと、藤とう堂どうは生徒間の恋愛を取り締まるつもりはなかった。

　教室内で堂々と性交するようなら取り締まるつもりだったが、他に誰もいない教室で逢おう瀬せをするくらいなら、咎とがめるつもりはなかった。

　だが、性暴力が発生する危険性についての意見を受けて、考えを撤回。校内放送で、性行為の禁止を告げている。

「真面目すぎるのか、帰国子女だからか分からないけど、放送で『セックスと強ごう姦かんは禁止します』って、はっきり言うから、俺、ますますファンになった」と佐さ和わ田だ。

「『キスまでは認めます』には爆笑でしょ。『食糧不足です。人数が増える行為は固く禁止します』って普通に言ってたけど、どういう顔して言っていたんだろ。ああ。マジで生徒会長、好きすぎる」

　佐さ和わ田だがニヤけ顔で口にした疑問の答えは、書記が残した記録映像にしっかりと残っている。

　藤とう堂どうは、喋しやべりながら羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にしていた。言いよどむことはなかったが、表情はぷるぷる震えて口はへにゃへにゃ波うっている。

　放送を終えると同時に両手で顔を覆い隠してしゃがみ込み「あーっ！」叫さけび悶もだえ、暫しばらくしてから小声で「恥ずかしい」呟つぶやいた。

　藤とう堂どう瑠る奈なが異世界で見せた数少ない、年相応の少女らしさであった。
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　二〇一八年四月十五日（日曜日）十時。

　生徒達は地上にテントを張り始めた。

　本来の予定どおり文化祭を開こうとしたわけではない。日中は暗い地下で過ごすより、明るい地上で過ごしたいという、ごく自然な欲求であった。

　もともと学校には行事用のテントやシートが豊富に有る。文化祭の前日だったのだからレンタルしたり自宅から持ち込んだりしたので、他にも機材は揃そろっていた。

　生徒会執行部が補佐する形で『イベントプランナー』の石いし井い良りよう平へいが階段室周辺の設営総指揮を担当することになる。

　先まずは階段室付近の平たい場所に本部が設けられた。本部では石いし井いがノートにテントの配置計画をスケッチしていく。その間、他の生徒は周辺の草むしりを担当した。学校の備品に、鎌かまや軍手は有ったが、全校生徒が一斉に校外の清掃作業をすることは想定していないのだから、数は不足している。

　不平不満を言う者が大半だっただろうという私の予想とは裏腹に、相あい田だは次のように証言する。

「結構、楽しんでましたよ。前日は地下でモンスターに襲われていたんだし。そのことを思えば地上に出れた解放感がありました。他のクラスよりでっかい草の山を作ってやろうって、頑張った」

　桜さくら川がわ凜りんも「異世界で何をやればいいのか分からなくなって不安だったので、草むしりみたいなことでも、何かやることがあれば、そのときだけは他のことを忘れることができましたし。よく分かんないけど、きっと、これは日本に帰るために必要なことなんだろうなあって」仕事が与えられたことで、一定の安心感を得ていたようだ。

「凜りんちゃんは偉いねー。や。ぅちは、ぶっちゃけ、やりたくなかったけど。ネイルのケア大変だし」

　もちろん、舘たてのように、労働を楽しめなかった者もいる。

　二年三組では夜よ木ぎ秋しゆうが率先して草むしりをした……が、実際には遊びながらだ。バッタのような昆虫を捕まえては、男女構わずクラスメイトに見せつけたりくっつけようとしたり、子供っぽい様子を見せている。

「美人になったし、髪は伸びたし、見た目だけは女の子っぽくなっていたけど、基本的に秋しゆうの中身は小学生のまま止まっているから。ガキなんです」相あい田だは持参した小学校時代の卒業アルバムを喫茶店のテーブルに置く。

　夜よ木ぎは目立つ生徒だったらしく「これは、遠足、これが、運動会、こっちのは歩け歩け大会」行事の写真には、結構な頻度で大きく写っている。どれもこれもカメラ目線でピース。

「気づくんですよ、あいつ。先生がカメラを向けた瞬間、すぐに。それだけ、観察力があったってことなんだろうなあ……。異世界では年齢相応に振る舞おうとはしたんです。けど、やっぱ秋しゆうは、この頃のままなんです」

　アルバムをパラパラと捲めくっていくと、プリントされた写真が何枚か挟まっていた。行事の後に個別注文して購入する写真だろう。相あい田だは慌てて隠した。好きな女子の写真を個別注文することは男子なら誰でもやっていそうなことだが、人には知られたくないらしい。

　相あい田だは、最初は渋っていたが、何度も説得すると写真を見せてくれた。

「別にストーカーみたいなのじゃないですからね。普通に友人との思い出として写真を持っているだけです」

　浅い池の中で体操服を泥だらけにして、泥団子を持って笑う夜よ木ぎ。奥で顔面を泥まみれにしているのが相あい田だだろう。

　運動会だろうか。膝の絆ばん創そう膏こうのすぐ隣には、新しい擦すり傷きず。腕を腰に当てて胸を張る夜よ木ぎの横には、傷を見て泣きそうな顔をしている相あい田だ。

　巨大な雪だるまの横で、薄着で手を真っ赤にして胸を張る姿の隣には、上着やマフラーを二重にしてモコモコになった相あい田だ。

　写真を挟んでアルバムを閉じ、相あい田だは「ずっと片思いでしたから」目を伏せたまま呟つぶやいた。ぽとりと涙がアルバムに落ちる。

　込みあげてくるものがあるのだろう。再び口を開くまでに、長い沈黙を要した。

「この頃は先のことなんて何も分からずに笑っていました。……理不尽、ですよね。秋しゆうが犠牲になることが、僕達が日本に帰る条件だったとは、思いたくないです」
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　十五時。

　校舎は地表すれすれに転移していたので、草や土は屋上に軽く乗っかっているだけであった。払いのけるのは容易だ。

　屋上外のエリアになると、途端に草は根深かったり土は固かったりするので、当初の計画は変更を余儀なくされ、最終的には校舎の形に沿って除草された。

　抜いた草は校舎から少し離れた位置に積み上げた。五十メートルプールを満たせそうなほど有ったというのだから、相当な量だろう。草を利用してベッドを作れないか試みたようだが、臭いがきついため断念したそうだ。多くの生徒は草に利用価値はなかったと証言しているが、佐さ和わ田だは次のように持論を述べる。

「草の悪臭がモンスターを遠ざけていたと思うんですよ。剣道の防具より臭い草が山になっているんですよ？　近づきます？」

　冗談めかして言うが、あながち間違っていないように思える。佐さ和わ田だの言葉が正しいかどうかは確かめようがないが、少なくとも草の山を築いた後に、彼かれ等らは一度も地上でモンスターに襲撃されていない。

　生徒達の自由行動は、屋上に限定された。

　とはいえ、１０００名もの生徒が屋上スペースに集まれば、通学時のハブ駅のように込み合ってしまう。一時間と経たたないうちに、活動許可エリアの制限は緩和される。

　プールの監視台やバレーやテニスの審判台を苦労して地下から地上に運びだし、周囲の監視にあたった。

　心理学者によれば、地下道の崩落や客船の座ざ礁しようなどの大規模な事故で身の安全が保障されなくなったとき、悲観的になる者と楽観的になる者は半々になるそうだ。不安で眠れなくなる者がいる一方で、脳内で興奮物質を生産しハイテンションになり、状況を楽しむ者もいる。

　三日目の昼の時点では大半の者が楽観的であったが、夜になり徐々に悲観的な者が増えだす。

　多くの生徒は湿度の高さでなかなか寝付けないでいた。異世界に転移した直後は、日本の四月の空気が校舎内を満たしていたので過ごしやすかった。しかし、異世界では日中に地表が温められた。地下では窓と接している地面や、大空洞となった運動場の壁面などから湿気が生まれる。

　地中は湿度が高くて過ごしにくかったが、夜間はモンスターに襲われる危険が高いため、地中での生活を強いられる。

「服、脱いだった」と舘たてが笑いながら見せてくれたスマホ画面には、フラッシュで照らしだされた下着姿の女子達。

「下着パーティーしたよ。教室中央に重ねた机に暗幕かけてたから男子に見られることはないし、まあ、どうせ暗いし、見られても問題なかったけどね。声くらいは聞こえていただろうし、男子を悶もん々もんとさせちゃったかな」にししっと笑う。

　舘たてが「ほらほら、凜りんちゃんの下着、可愛かわいい」写真を見せてくれたが、桜さくら川がわが「駄目ッ！」隠してしまった。

　色々とうっぷんが溜たまってくるだろうが、はたして男子はどうしていたのだろうか。少なくとも二年三組では、女子生徒から男子に襲われたという被害報告はない。

　男子の誰もが口を閉ざす中、中なか野の人ひと司しは何も隠さないどころか、むしろ私にそういう話を聞かせるのが楽しいかのように饒じよう舌ぜつに語る。

「そこは、普通にスマホに保存してあった画像を使うでしょ。スマホにエロ画像を保存してあった奴は、神って崇あがめられてた。まあ、僕は二次オンリーだったけど。ふひひ。何かに使えるかと思って女子エリアを覗のぞこうとしたり、隙間から盗撮しようとはしたんだけど、相あい田だや丸まる山やまが監視してたから、できなかった。諦あきらめるしかなかったね。ふひひ」

　えっちな企たくらみはあった。だが、しっかりと警戒されていたようだ。中なか野のの口調には相あい田だや丸まる山やまに対する恨みがましさがない。本当に三次元に興味はないのだろうかと一瞬、脳裏をよぎったが、すぐにそれは間違いだと分かった。

　中なか野のはスマートフォンを操作し、保存してある音声ファイルを再生する。

「ブラ、かわいー」「わっ、胸、おっきー」「すっごーい。触っても良い？」「あんっ、駄目ッ」

　女子が可愛かわいらしく戯たわむれる音声であった。わざわざ保存し、帰還後も削除していないのだから、三次元にも興味はあるのだろう。

　男子はスマートフォンを有効活用していた。

　もちろん、女子も負けていない。

「えっと……。夜、男子がえっちなことをしないように、スマートフォンで録画していました。夜よ木ぎさんが『男子のみんなを信頼しているからこそ、何かあったときに余計な疑いをかけたくないからね』ってことで、スマートフォンで動画を撮影したんです。でも、そんなことしなくても、伊い須す香かちゃんが『エロいことしたらぶっ殺す』って脅していたから、変なことする男子の人はいなかったと思いますよ。伊い須す香かちゃん中学まで空手やってたから、すんごく強いんです」

　信頼されないのが辛つらいと嘯うそぶく男子に夜よ木ぎは「夏になったらみんなで海に行こう。際どい水着が信頼の証あかしだよ」餌えさを吊つるすようでもあり、話を逸そらすようでもある返事で誤ご魔ま化かした。これには男子からは拍はく手しゆ喝かつ采さい。女子からは冗談まじりの可愛かわいらしいブーイング。

　中なか野のが録音していたきゃっきゃっうふふ音声について教えたとき、宇う喜き多た菫すみれは笑顔全開で、島しま本もと真朱まそほは微かすかに口を緩め、ハイタッチを交わした。

「いえーい！　ほらね、しまっち、言ったでしょ。絶対、引っかかるって」

「ん。『ブラかわいー』とか、言わない」

「つか、しまっちブラ必要ないしねー！　つか、ブラしてないでしょ」

「してる……。成長、してる」

「本当にー？　まっ、男子は女子に幻想、見すぎ。『おっぱいおっきー』なんて、隣に男子がいるって分かってて言うわけ、ないない」

「そんなの完全にファンタジー」

「──ファンタジー始まる夜には♪（JUSORAC [image: 出] 956081-6262）」

「君と手を取り合ーうー」

　宇う喜き多たが歌い島しま本もとが合いの手を入れる。放課後のスイーツバイキングでは、どのテーブルも盛り上がっているので、特に注目を浴びることはなかった。
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　二〇一八年四月十五日（日曜日）。

　折おり口ぐち高校には災害対策として、１０００名の生徒とその家族が三日間生活できるだけの非常食が備蓄してあった。

　異世界に転移したのは生徒のみなので、実質的には十日程度の量に相当する。とはいえ、救助が来る見込みはないし、カカが告げたように一ヶ月後に日本に帰還できるかも分からない状況では、備蓄分を小分けにしていくしかなかった。

　生徒からの反感を買うような発表や指示は、副会長の石いし橋ばし哲てつ哉やが担当し、各クラスの代表者に個別に通知された。背が高く眼光鋭い石いし橋ばしからの通知を、面と向かって拒絶できる者など、ほとんどいなかっただろう。

　羽は田た野の美み由ゆ紀きの記録によると、どのクラスでも、二日目までは校内に有った文化祭用の食材や、購買に残っていた商品などを食べていたようだ。

「初日の夜には喧けん嘩かがありましたね。はい。私、委員長なので朝昼晩と、別棟の小ホールに行って生徒総会の、朝会、昼会、夕会ですね。指示とか注意事項とか聞いていたんで。えっとですね、自動販売機のジュースを買い占めようとした一年生と、割り込もうとした三年生が喧けん嘩かになったそうです。生徒会が仲裁に入りました。この一件があったので、食糧は全部、生徒会が管理することになりました」

　三日目からは、一クラスにカンパンが三缶配布された。口にできたのは一人六粒だったので、空腹を紛らわすことしかできない。

　生徒達は食糧制限を薄々と予感していたので反発する者は少なかった。前日まではそれなりの食事にありつけていたので、まだ舘たてのように「ダイエットじゃん。中なか野のキモデブ瘦やせろ」などと冗談を言える者がちらほらいた。だが、いつ食糧が尽きるのか、尽きたらどうなるのかという不安は広がっていく。

「大丈夫。瑠る奈なちゃん……生徒会長が川を探している。魚が獲とれれば何とかなるよ」夜よ木ぎがバッタ片手にクラスメイトを励まし「これでも食べる？」と冗談めかす。

『シェフ』の三み島しま洋よう平へいは「食べられそうなものは、草も花も手当たり次第に試してみますよ。多分、異世界の食材でも毒は見分けられると思いますので」と、不安を和らげようとした。

　むしろ、水の確保が急務であった。だが、前述したように、川の発見により不安は杞き憂ゆうに終わる。

　三日目の十二時の生徒総会で、川の発見が報告された。

　生徒達は生徒会執行部の指示で、徒歩十分ほどの位置に有る川からバケツリレーで水を運び、地上に有ったタンクに補充した。

　生徒が一メートル間隔で立ったとしても１０００名もいるのだから、一キロメートル先からのバケツリレーは可能だったようだ。転移先の付近に川が有ったため、生徒達は水に困らなかった。

　ただ、これは良い面ばかりではなく悪い面もある。水量の豊かな川が有るということは、その一帯か上流は雨が降る地域ということだ。折おり口ぐち高校付近の土は水分を多く含んでおり、校舎内は湿度の高さに悩まされた。

　病原菌が繁殖しやすい環境だったため、『医者』や『看護師』になっていた者が予防対策を講じはしたが、五日が経過したあたりから体調を崩す者は絶えなかった。

『建築家』という夢の者が、湿度対策を施そうとしたが、資材も道具もないため断念するしかなかった。

　徒歩十分の位置に有る川の発見が、異世界への転移から二日かかったのはマスコミから批判されることもあるが、仕方がないだろう。初日には周辺を捜索する時間はなかったのだし、二日目にはモンスター騒動が発生していることを考慮すれば、三日目に水源を確保できたのは評価されるべきだ。
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　住環境では湿度の他に、トイレ問題があった。水洗用の水自体は川から補充していたのだが、下水管が断裂しているため排はい泄せつ物ぶつを流すことができなかったのだ。次第に校舎内に汚臭が漂い始め、トイレ付近の教室では睡眠に支障が出るほどであった。

　佐さ和わ田だ剣けん人とは「三日目？　四日目？　忘れたけど、トイレ前で喧けん嘩かしている奴がいたな。女子が『男子トイレが臭い』って、ぎゃあぎゃあ喚わめいて、最初は男子も黙っていたんだけど、途中からキレて『女子トイレも臭い』って言い返して。『女子にそんなこと言うなんてサイテー』……って。くっだらねー。どっちも臭いだろ」生徒同士の衝突を目撃していた。閉鎖空間のストレスから苛いら立だちやすくなっていたのだろう。

　クラスによっては男女間で対立が生まれてしまったようだ。最後までクラス内で大きな衝突が起きなかった二年三組は極めてレアケースだろう。

　夜よ木ぎの存在が大きかったようだ。次のようなエピソードがある。

　水源が確保できたので、後に二年三組は生徒会執行部から許可を得て、川の近くに畑を作り始めた。異世界の生活が長引くと想定してのことだろう。畑を作る過程で、巨大な泥沼が生まれた。水やりで楽するために、横着して川の真横を開墾して、水が流れ込んでしまったのだ。

「ぅちのクラスゎ、夜よ木ぎちゃんが仕切っていたからね。男女両方の言い分を理解したうえで、もめ事は仲裁していた。ノープロだね（問題ない）。ぅちら夜よ木ぎちゃんの提案で、男女対抗泥団子合戦したんだけど、女子チームが勝ったから。夜よ木ぎちゃん、ヤバい。マジリスペクト」

　すっかりファンになったらしく、舘たては夜よ木ぎについて語るときに目を輝かせる。

「夜よ木ぎさんの交渉力は半端ないですよね。委員長の私より、よっぽど委員長ですよ。水泳のゴーグルとかスキー部？　スケート部？　何ど処こかからゴーグルを人数分、調達しちゃってましたし。ああ、借りるための交渉力というより、必要な物を探し当てる嗅きゆう覚かくですかね」

　羽は田た野のは「本当は委員長の私がしっかりしないといけないんですけどね」てへっと舌を出して、悪びれずに笑う。

　同じように桜さくら川がわも目を開いて興奮気味に話す。

「夜よ木ぎさんは、凄すごいです。とても凄すごくて凄すごいんです。男子の人と女子の親しん睦ぼくが目的だって言っていたけど、あれは違うんです。女子は汗の臭いとか気になるから、泥だらけになれば、教室で男子と一緒でも、汗の臭いが気にならなくなるんです。シャワー二日に一度でしたから。私、ちゃんと夜よ木ぎさんの狙い、見抜いてましたよ」

　えへんと胸を張るが、相あい田だ優ゆうは「あれは完全に娯楽ですよ。秋しゆうってそういう奴だから」と頰ほおをかく。

「クラスで30人も集まって泥団子を投げ合うなんて、高校生はやらないですよね。でも、汚れてもいいって状況だったから、やったんですよ。先生にも親にも怒られないから」と笑いをかみ殺す。

　泥団子合戦最初の被害者、吉よし岡おかも目を輝かせて語るのだから随分と楽しんだようだ。

「優ゆうがいきなり俺の顔に泥団子をぶつけてきてさ。そこから開戦。俺が反撃したら、しまっちに当たって、うっきーと一緒に反はん撃ーげつきーしてきて、ムッキーって怒ったタッチーがマッキーに反はん撃ーげつきーしてバッチーって当たってって、ややこしくて分かんねえよ！　……はい、この下り、人気コントのパクリだからカット。……まあ、何はともあれ気づいたら男女対抗の泥合戦。タノシカターヨ」つぶらな瞳と尖とがった唇で私を笑わせにくるほどなのだから、思い出から込みあげてくるものは大きいようだ。

「優ゆうが俺のこと昔みたいによっしーって呼ぶから、しまっちやうっきー以外の女子からも結構よっしーって呼ばれるようになったかな。……気づいたら秋しゆうがみんなの中心にいて、活性剤？　あいつがいると周りの連中も仲良くなっていくんだよ。昔っからね。妬やけちゃうね。俺も、ああいう華がほっしー、かったー」

　高校の近くに大きな川は有ったが、安全上の理由や、タオルや着替えの不足から、水浴びの回数は少なかったようだ。

　舘たては「朝、バケツで水をかぶって、昼には乾くんだけど『透けるから止やめよう』って凜りんちゃんが言うから止やめたよ」と笑うが、唐突に目をギラつかせ「中なか野のキモデブは殺す」声を落とす。

「ふひひ。舘たてはピンクのブラジャーで、胸が、こう、ドーンってめっちゃ巨乳だった。バケツで水かぶったら、小魚が胸の上に乗って跳ねてたｗｗｗ　ふひひっ。ヤバすぎ。あの中、なに詰まってんの。夢？　夢たっぷり？　ふひひ。僕、巨乳は趣味じゃないんだけど、あいつの絵を描いたら、三み木きとか川合かわいとかに高く売れた。伊い須す香かちゃんマジリスペクトｗ　可愛かわいいー子、宣ーせーん言げん！　ふひっ」

　中なか野のは舘たての口癖を真ま似ねし、丸い人差し指をビシッ。本人がいないところでは言いたい放題のようだ。

「あいつの苗みよう字じの舘たてって漢字、よく見ると部首にエロって含まれているし、マジ、エッロ。エロクイーン様」

　なるほど。舘たての怒りはごもっとも。殺されても仕方がない。

「次、会ったとき、顔面ボコパン。あいつの金玉、踏みつぶすし」

　舘たてはゴトッと喫茶店の床を踏み鳴らした。ゴリゴリと踏みにじる音も聞こえた気がするが、気のせいだろうか。
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　将来の夢に『汚物は焼却』と書いた者が見つかったため、トイレ問題を筆頭に公衆衛生の問題解決が期待された。

　トゲ付き肩パッドにサングラスのモヒカン。

　生徒会執行部会長の藤とう堂どうは、彼の奇抜な容姿を「個性的で素敵よ」と褒めたうえで「校内の衛生環境を改善するために力を貸してくれないかしら」協力を依頼した。

　しかし、彼の夢は公衆衛生に貢献するものではなかった。得え体たいのしれない夢については、私の弟が教えてくれた。

「あー。これは、漫画が元ネタになっているネットのネタだよ。『汚物は焼却だー！』って叫びながら火炎放射器で火を出すの。卒業文集って、後から見る友達を意識して、ふざけたことを書きたくなるんだよなあ」とのこと。

　生徒達は地上の川沿いにトイレを作った。トイレ作製が可能になるような夢を実現させた者はいなかったが、『司書』になっていた者が『トイレの歴史』という書籍の存在を把握しており、これを生徒会執行部に提出。『大工』が陣頭指揮を執り、限られた材料と道具で水洗トイレを作製した。内部には校舎内から持ち出した洋式便座まで設置してあったそうだ。

　トイレットペーパーも校内から持ち出しており、使用感は十分、満足のいくものだった。個室を作る際に文化祭の屋台を流用したのでトイレには、お店の名前やイラストが描かれている。

　女子トイレはクレープ屋デザインだったので、女子が友人と一緒にトイレに行くときに「クレープ食べに行こう」と誘うようになるまで、時間はかからなかった。

　男子トイレはたこ焼き屋だ。ふざけた男子が、フランクフルト屋の看板を切り取って、たこ焼きと組み合わせて下品な形に飾り付けたようだが、男女のトイレ間は開いていたため、女子は気づかなかった。

　小用の男子トイレは一般的には広い空間に便器が並んでいるだけで、せいぜい隣から股間を覗のぞけないような簡単な仕切り板が有るだけだ。言うまでもなく、男子は女子よりも個室の使用頻度は低いし、所要時間は短い。だが、同数の個室が作られた。

　生徒達が帰還してから、健全な男子生徒の性事情に関してマスコミ、特に週刊誌やスポーツ紙によって「麻薬のような植物を利用し、乱交パーティーが行われた」「男女間の接触は禁止されていたため、男性同士で行為が行われた」「大人しいモンスターを捕獲して、大勢が交代で使用した」などとデマが書き連ねられる状況では、誤解を晴らすためにも真相を書くべきだろう。

　デリケートな問題ではあるが、事情をくんだ男子生徒が実際のところを教えてくれた。なお、男子にとっては非常に繊細なことなので、聞き取りは私の弟に依頼した。

「男子トイレの個室が多かった理由は、まあ、もちろん、そういう理由。誰かが持ち込んでたエロ漫画が二冊だけだから、取り合いだよ。ホントかウソか知らないけど、上級生で殴り合いの喧けん嘩かになったって聞いた」

「スマホにエロ画像を保存している奴とか、アニメ・漫画科の絵が上手い奴は神って言われてたな。エロイラスト一枚とおかず一品がトレードされていた。男子同士なら『おかずの交換』で意味は通じる。闇取引だよ」

「防災訓練か何かに使う、心しん肺ぱい蘇そ生せいの練習用の人形が四体有ったんだけど、それを生徒会長が『使いなさい』って配ったって噂うわさだった。や、ほんと、噂うわさなんだけどね。あーっ。使いなさいとか言われてみてえ。想像するだけで、なんか、こう、ね」

「うちのクラスにも凄すごく絵が上う手まい奴がいて。文化祭用の服とかもデザインしていたんだけど、そいつに頼めばリクエストどおりのものを描いてくれたよ。女子がいる場所でも描いてたし、あいつ、マジで勇者だよ。神ってた」

　なお、女子生徒は勇者の存在に気づいてはいたが、敢あえて触れなかったそうだ。
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　二〇一八年四月十六日（月曜日）。転移から四日目。十二時二十分。

　唐突に食糧問題が一応の解決をみた。高校生が必要とするカロリーを安定供給できたわけではないが、当面はしのげるようになった。

　一年十組美術科、井い本もと将しよう太た。

　将来の夢『温かい給食が食べたい』

　中学時代の給食は「冷たくて不ま味ずい」以外に表現のしようがなかった。一定の年齢よりも上の層には俄にわかには信じられないだろうが、現代の学校は業者から弁当を購入し、腐らせないように冷蔵されて配達されるところが増えてきているのだ。

　井い本もとは三十代、四十代の者が食べていたような、温かい給食を知らない。

　煮崩れるほどじっくりと火を通した肉じゃがを食べたことも、湯気が漂うスープにソフト麵をほぐしながら付けて食べたこともない。むしろ「ソフト麵？　何ソレ？」と驚くほどだ。親が当たり前のように食べていた給食を、彼は知らない。

　週替わりで給食係になり、給食エプロンと呼ばれる白衣を着て、大きな鍋からおかずをお玉ですくって器に盛り付けていく……。そんな経験すらない。鍋の蓋ふたを開けたときに立ち上る湯気と匂いなど、見たことも嗅かいだこともない。

　もちろん学校により給食制度は異なるが、少なくとも井い本もとの通っていた中学では冷えた弁当ばかりであった。緑色をした何かの葉っぱに酸っぱいだけのドレッシングがかけられていて、一個と数えたくなるような固まった米。そこにもう一品おかずを入れてくれと言いたくなるような空間に、小さなカップゼリー。

　給食の写真をネットに上げれば「刑務所の方がマシだろｗ」「いや、これ残飯だろ」「カブトムシの餌えさかと思った」「何か全体的に茶色だ……」とコメントが付く。大半の者が食べきれずに残してしまうような、不ま味ずい給食。

　献立表に書かれた『おひな様ゼリー』にどんな美お味いしい物が出てくるのか期待したら、業務スーパーか駄菓子屋で売っているようなゼリーもどきの欠片かけらであった。口に含んだら、中央はまだ凍っている。そんな時期に卒業文集を書いたのだから、彼は高校には給食がないなどとは思いもせずに、温かい給食を夢見た。

　月曜日の昼、突然、生徒達のいた教室に温かい給食が出現する。井い本もと将しよう太たの夢『温かい給食が食べたい』が現実になったのだ。温かい給食が食べられる高校に通いたいという願いだったのだろう。幸運なことに夢の影響範囲は井い本もと個人だけではなく、校内にいる全ての者にまで広がった。

　こうして、一日一食なので成長期の彼かれ等らには物足りない量ではあったが、餓が死しの危機からは逃れることができた。

　ただ、残念なことに、井い本もとが昭和後期や平成初期の給食メニューを知らないため、提供されたメニュー自体は代わり映えのない弁当であった。しかし、温かいし、日に一度の空腹時に食べるのだから、遥はるかに美お味いしく感じられる。もともと、予算と時間の制約がある中で最大限に努力して作られているのだから、温かくするだけでも美お味いしくなるのは当然であった。

　給食が出現するのは月曜日から金曜日までの平日だけだった。給食の時間が終了するのと同時に弁当は消えてしまう。

　食糧が不足している分は、川で魚を獲とって補った。折おり口ぐち高校の付近を流れていた川には魚が数多く生息しており、川岸からでも魚群が水中を移動するのがはっきりと見えていたそうだ。

　異世界の魚を食べることに誰もが躊ちゆう躇ちよしたが、栗くり田たの動物達が食べ、特に体調を崩していなかったから、生徒達も食べるようになった。

「私の動物さん達が、毒見させられた……」

　栗くり田たは不満たらたらに口を尖らせるが、鳥とり巣すが「毒見も何も、誰かが釣った魚を、美み奈なちゃんの動物が奪って食べたんだよ。ジャガーやチーターが急に来て、釣ってた人、結構パニックになってたんだから」と窘たしなめる。

「あれ。そうだっけ。なら良いや。お魚、美お味いしかったって。みんな喜んでた」

「栗くり田た動物園フリーダムランド……」

　笑顔満面の栗くり田たの隣で、鳥とり巣すは呆れ顔。

「変なあだ名までつけられちゃったし、動物達がたくさん食べるから、役立たずの大飯食らいって、結構陰口を言われていたんですよ……」

　異世界の魚を食べて体調を崩した者はいない。ただ、生徒達が漁を始めてから一週間ほど経過すると、厄やつ介かいな噂うわさが流れ始めるのであった。
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　二〇一八年四月二十三日（月曜日）。転移から十一日目。

　バレーボール、テニス、バドミントンなどで使用するネットを使って魚を捕獲するようになってから暫しばらくすると、奇妙な噂うわさが広がった。

「餌えさが豊富だから、下流の方が獲とれる」

　餌えさとはトイレの下流にだけ流れている物のことだ。

　その餌えさは、もともとが学校給食なのだから、栄養が豊富で異世界の魚も好む……。

　何の根拠もない憶測に過ぎないのだが、こうした衛生観念に触れるような噂うわさは、つい信じてしまう者が多い。ゴキブリが睡眠中の人間の口から水分を補給するとか、人は睡眠中に年平均二匹の蜘く蛛もを食べているといった話は、噓うそだとは分かっていても、つい本当かもしれないと疑ってしまうのが人の性さがだ。

　下流で獲とれた魚を食べることに抵抗感を示す者が現れ始めた。特に女子に、下流産の魚を嫌う傾向が強い。

　我わが儘ままを言えるような状況ではないのだから文句を言わずに食べろというのが、生徒会執行部の本音。噓うそは吐つかないと約束した藤とう堂どうは悩んだ末に、三年の青あお田た一いつ勝しようの提案を採用する。青あお田たは『マグロ一本釣り』の夢で漁師になり、漁を指揮していた

「下流で漁獲したら、網をそのまま上流に持っていきましょか。上流から陸地に魚を揚げれば、『水揚げ地：川の上流』と表現できますね。何だったら、その場で加工してしまえば『加工地：川の上流』になりますよ、と。あの、ところで会長さん、記念に握手してもらってもいいですか？」

　日焼けした男は白い歯を見せて笑う。

　これにより、実際にはトイレよりも下流で獲とれた魚も『水揚げ地：川の上流』として生徒達に届けられることになった。

「青あお田た先輩、メッチャ羨うらやましい。藤とう堂どう先輩と握手してもらえたんですよ」

　食糧事情について語り始めるとき、佐さ和わ田だは実に悔しそうだった。

「俺も、少しくらいは学校に貢献したと思うし……。ああっ。握手してもらいたかったっ！」

　一年七組普通科スポーツコース、佐さ和わ田だ剣けん人と。

　将来の夢『料理人』

　彼の友人の『キルレート10超え』『射撃命中精度日本一』『汚物は焼却』に比べれば随分とまともな夢のように思えるが、実はそうでもない。

　夢は、中学時代に好きだった料理漫画やアニメの影響を受けていたのだ。

　素材や調味料など限られた状況ではあったが、確かに、彼の料理は美お味いしい。

　美お味いしすぎた。

　口にした者は誰もが、いかに調理の創意工夫が優れていたのか、饒じよう舌ぜつに語りだす。料理漫画さながらのリアクションを引き出すことまでが佐さ和わ田だの願いであった。

　魚の調理は活いけ造づくりや刺身が中心かと思えば、意外なことに煮たり焼いたりもしていたようだ。

「ああ。それ。最初、モヒカンになってて誰か分からんかったんだけど、田た中なかが火炎放射器を持っていたから手伝ってもらった。いちいち『汚物は焼却だーっ！』て叫ばないと火が出ないのはどうかと思うが、逆に、あれ叫ぶと燃料とか関係なく火が出てたっぽいし、アホな夢だよな。不評だったけど、臭い草で燻いぶして燻くん製せいも作りましたよ。つうか、俺のダチ、頭おかしいだろ。アホなこと文集に書くなよ」

　アホ扱いされているが、田た中なかは『汚物は焼却』の夢で、異世界生活に多大な貢献をしている。調理アシストの他に衣服の乾燥、地下の除湿、風ふ呂ろ沸わかしなど活躍の場は広かった。ただ、不幸なことに、叫び過ぎて喉を傷めた。
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　折おり口ぐち高校の生徒達から話を聞いていると、かなりの人数が異世界生活の終盤までスマートフォンを使用し続けていたことが分かる。バッテリーが持続したとは思えないが、いったいどういうことだろうか。

　一年五組普通科普通コース、佐さ々さ木き慎しん次じ。

　将来の夢『工場長』

　佐さ々さ木きは地下大空洞の端に有った自動車のボンネットを開くとバッテリーを改造して、スマートフォンを充電する仕組みを作り上げた。職員用の駐車場も転移していたため、数十の車両が地下に存在した。

　校舎内の電灯類が点灯し続けた理由は不明のままだが、生徒達のスマートフォンを充電し続けられた理由は、このように佐さ々さ木き慎しん次じの功績だと判明している。

　エレベーターやエスカレーターなどの移動手段や、貴重な食糧を長期保存するために冷蔵庫などを使用可能にした方が良いのではないかという議論もあった。

　しかし、生徒会長はスマートフォンの充電を最優先にする。最低でも、各クラスの仲良しグループ内で一名は充電させるようにした。

　その理由は、書記の室むろ伏ふしが記録した映像に残っている。

　生徒会執行部では、何かしらの手段で自動車を地上に出して周囲の捜索に活用すべきだという意見があった。そのため、自動車のバッテリーをスマートフォンの充電に使うのは勿もつ体たいないと。

　だが藤とう堂どうは娯楽を優先する。

「ご老人がいらっしゃるでしょ？　エレベーターへの給電はその方が使用する場合だけに限定して。自動車の有効活用方法も引き続き検討してもらいます。でも、基本は、スマートフォンの充電を最優先。毎日十二時間以上も地下生活をしていたら、ストレスが溜たまってしょうがないわ。まともな精神でいられなくなる。音楽や映画を大量に保存している人のスマートフォンを優先して。可能なら視聴覚室や小ホールのスクリーンで映画を流して」

　藤とう堂どうの提案は実施された。アニメ・漫画科の生徒が貸し借りをするために学校に持ちこんでいた映像ディスクを使用したため、アニメが中心の上映スケジュールだったそうだ。

　娯楽を優先したことの影響があったかは不明だが、校内での藤とう堂どう瑠る奈なの支持率は高水準を保ち続ける。映画の上映の他にも、地上でのスポーツ大会やゲームイベントや、歌手によるコンサートや俳優による劇をほぼ毎日のように実施した。

　事件の解決後、生徒会執行部による施策の多くは賛否両論が分かれているが、娯楽の提供に関しては賛成する意見が多い。

　真っ先に肯定したのは報道番組に出演した心理学者だ。娯楽を取り上げられて一日の大半を薄暗い地下に閉じ込められていたら、生徒達の精神はストレスに耐えられなかっただろうと主張した。

　遠距離航海をするような者は退屈しのぎのため、多数の映像ディスクを船に持ち込む。宇宙ステーションで活動する船員は休憩時間に映画やウェブサイトを見たりするという。閉鎖空間内での時間の過ごし方について、このような例もあるのだから、大半の者が地下でアニメを放映したことを肯定する。映像ディスクを個人の視聴以外の用途で使用したのだから違法だと指摘する声もあるが、それはまた別の場所で議論することだろう。

　数少ない否定派の、元海上自衛隊の潜水艦乗りは、ＳＮＳで次のように書き込んでいる。

『娯楽の提供は失敗である。全員が目標意識を共有して協力しなければ生存が困難視される状況下において娯楽の存在は精神の堕落に繫つながる。彼かれ等らには常に過酷な任務を与え続けなければならなかった。怠なまけ者ものが生まれれば規律は乱れてしまう』

　折おり口ぐち高校では最終的には童話『アリとキリギリス』に登場するキリギリスのような怠なまけ者ものが生まれる。これが、元自衛官が指摘したように、娯楽があった結果なのかは不明だ。

　公式声明ではないし、折おり口ぐち高校の事件に直接言及したわけでもないが、アメリカ航空宇宙局（通称：ＮＡＳＡ）はＳＮＳで次のようなことを呟つぶやいている。

『Timing of entertainment should be controlled like candy and whip. Our great astronauts can control ourselves. The control center makes full use of experience and provides full support to them. 　訳文：娯楽の提供タイミングは飴あめと鞭むちのようにコントロールされるべきだ。我々の偉大な宇宙飛行士は己を律することができる。管制センターは経験を活いかして彼かれ等らに万全のサポートを提供している』
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　二〇一八年四月二十三日（月曜日）。異世界に転移してから十一日目。

　階段室付近へのテント設営や、漁による食糧確保手段の確立などと並行して、生徒会執行部は戦闘能力を有していた生徒を組織し、初日に生徒を襲ったモンスターを捜索する。

　あくまでも捜索が主眼であり、討伐するかは未定であった。

　羽は田た野のの記録によれば、生徒会執行部の狙いは、いずれ校舎を離れて全校生徒で移動する場合に備えた安全確認であった。一週間以上が経過しても日本への帰還の糸口が見つからないことに対して不満が募りだした生徒とは逆に、生徒会執行部は一週間以上経たっても捜索隊が危険と遭遇していないことを朗報として捉えている。

「生徒会長はですね。カカが言っていた一ヶ月後に帰還というのが叶かなうこと前提で、校内の生活の維持を第一にしていましたね。そして、一ヶ月経たっても何も起きなかったときの準備も進めてました。はい。地下にスライムやモグラみたいなモンスターが出現して、何度か退治しているうちに、漫画みたいに強い夢の人っていうのが、分かってきていたので、そういう人が自転車で学校周辺を捜索して、少しずつ地図を作っていく感じですね」

　夢で『シェフ』になっていた三み島しま洋よう平へいは、さまざまな植物の記録を残している。残念ながら、芋いものように簡単に加工して食べられる食物は学校周辺にはなかったようだ。草に毒はなかったので食べることは可能だったようだが、給食や魚が有る以上、わざわざ臭いのきつい草は食べなかった。

「私は魚を捌さばいて、毒がないか調べましたね。見たことのない魚のはずなんですけど、不思議と分かりましたよ。ま、毒をお出しするシェフなんていうお粗末な夢じゃありませんでしたから。食事に関しては、給食の夢を叶かなえていた一年生がいたので、お弁当の加工や出現範囲の確認実験には協力しましたね」

　三み島しまによると、弁当が出現するのは校内のみ。校外にいた生徒の給食は、教室内に出現する。弁当自体は外に持ち出しが可能。遠く離れても問題はないようだが、給食の終了時間と共に弁当箱は消滅する。

　弁当箱から取りだしておいた食べ物は、いったん加工すれば消えなかったそうだ。

「ええ、ですから、ご飯をおにぎりにしたり、おかずを保存しやすいように加工したりしましたね。私や一年の佐さ和わ田だ君のような料理人が一度手を加えれば、それは別の料理ということで、消滅しないようです。器を移し替えただけでは消滅してしまうんですけどね。おにぎりくらいの手を加えてあげれば、消滅しませんでした。学校付近の捜索に出かけた方々のお弁当として、ご提供させていただきました」

　羽は田た野のや三み島しまだけでなく、二年三組は全員がノートに記録を残している。これは彼かれ等らが団結でき、精神が安定していた要因の一つでもある。交換日記のように読み回していたことは、クラス内で対立や疑心暗鬼を生まなかった理由でもあるだろうし、定期的な日課が与えられたことは高い士気を維持できた理由でもあるだろう。

　切っ掛けは、転移から三日目の早朝、夜よ木ぎの一言だ。

「みんな、日記を書こう」

　六時ちょうど。委員長のスマートフォンのアラームが鳴ったと同時の、第一声だ。

　寝言か、寝ぼけているのか、いったい何を言いだしたのか、目を覚ました生徒が興味を持つ。

「日記を書いたら、弘ひろ橋はし高校のサーシャさんの日記や芝しば田たさんのスケッチブックのように、きっとテレビに出るよ。帰ったら私達は有名人だ。毎日取材が来てスターだよ。憧れの芸能人にだって会える。私は、ぴっぽん狂きよう兎と（京都府の非公認ゆるキャラ）のサインが欲しい」

　これを聞いた池いけ谷たに牧まき雄おは「最初は、何を言っているんだろうって思いました。そうしたら、松まつ下した君が『日記はテレビ局に売れるんじゃね？』って言って。それからだんだんみんなその気になってった」ノートを五冊、テーブルに置いた。

「こんなにノートとったの、初めてだよ。色んな新聞社から譲ってくれって言われてます。五千円、三万円……。十万円ってところもありました。百万提示された人もいるって噂うわさですよ」

　照れたように笑いながらパラパラと捲めくって見せてくれたページには、びっしりと文字や図が書き込まれている。回覧したらしく、池いけ谷たにとは異なる筆跡の文字もいくつか有る。

　ノートにたくさんの情報を書き残した者といえば、桜さくら川がわ凜りんだ。

「えへへっ。異世界に転移した後、色んなクラスの人が購買部で食料を買い求めて殺到したんですけど、ノートを買い求めたのは二年三組だけなんですよ。買い占めは良くないって思いましたけど、多分、在庫の半分以上、私達のクラスの人です！」

　桜さくら川がわは誇らしげだ。桜さくら川がわのノートはどのページも、カラーペンを駆使して綺き麗れいに仕上がっている。

「日記もなんだけどさ……。ああ、これは見せない用の日記ね」と吉よし岡おか猛たけしが数ページだけ見せてくれたノートはコントのネタ帳だった。

「俺の夢『お笑い芸人』ってさ、ダワンタワンみたいな芸人になって、年末の『笑ったら処す二十四時間』に出ることなんだけど。ほら、あれです。笑ったらお尻を叩たたかれる番組。優ゆう……じゃなくて、言ったのは秋しゆうかな」

　声音を変えて夜よ木ぎの物まねを始める。

『よっしー、私達がテレビに出たとき、面白いトークができるように、お笑いの基礎をみんなに教えてよ』

　普段からふざけて人の物まねをする吉よし岡おからしいが、はたして似ているのだろうか。

「んで、よっしー班やしまっちうっきー班のトーク教室は冗談だと思ってたんだけど、本気だったらしく、俺と、しまっちうっきーで、テレビのトーク対策をしたよ。さらに、英語の西にし田だ先生まで捕まえてきて『全世界のニュースに対応しよう』って。ほんと、昔からそういう謎の行動力があったよ。帰ってこれないなんて、欠片かけらも思ってなかったんだろうなあ」

　アイドル教育担当にされた宇う喜き多た菫すみれと島しま本もと真朱まそほも当時のことを笑いながら話す。

「いきなりのご指名は、ちょっと恥ずかしかったかな。もう、高校二年だよ、うち等ら。アイドルって。ねー。現実見ちゃってたっていうか、いつからかな。高校に入って、スカート短くして、こっそりお化粧して……」

「ん。変身願望、満たされてた」

「うん。テレビで活躍するような歌って踊るアイドルじゃなくて、いつの頃からかファッション誌に載る読モみたいに、街でスカウトされないかなって冗談言うようになって。変身願望の種類がちょっち変わったかな？　でも、秋しゆうちゃんの姿を見てたら、私もちょっと頑張ろうかなって思ったんだ」

「うっきーがやる気だしてた。だから、私も、やろうかなって」

「とりあえず、うっきー＆しまっちっていうユニット名はやめようって最初に決めた。それから、秋しゆうちゃんも入れて三人ユニット組むかって。衣装代わりのメイド服が有るし、裁縫道具も有るし。元気担当、セクシー担当、ロリ担当、そろってるし」

「ロリ言うな。私、クール担当。目で殺す」

　島しま本もとのじと目はなるほど、確かに、子供っぽい子が好きなタイプには効果がありそうだ。

「秋しゆうちゃんは『恥ずかしいから無理』って嫌がってたから、無理やり連れ出して、着替えさせた。この頃が、一番、楽しかった。うち等らも、他のクラスも」

　クラスメイトの誰もが夜よ木ぎの提案を受け入れたし、後に賞賛している。

「夜よ木ぎさん、マジリスペクトです。ね。伊い須す香かちゃん。あれはですね、テレビ対策というのは二の次で、本当は日記を書くという日課を与えて、一日一回は机で勉強するようにしたんですよ。学校にいたときよりもみんな熱心に自習するようになりましたし。トークの練習もエンジョイなんですよ。気が落ち込まないように」

「だねー。毎日やることがあるっていうのは、生きがい？　みんなで集まってお喋しやべりして、交換日記して、トテモ、タノシカターヨ」

　唐突なお笑い芸人の真ま似ねに「ぷっ」桜さくら川がわが小さく吹く。よっしーのお笑い講座に参加したらしい。

「ほんと、夜よ木ぎちゃん、マジリスペクトダーヨ」

「ぷっ、ぷぷっ……」

　クラス委員長、羽は田た野のの考察は鋭い。

「はい。日記を書くこともなんですけどね、あれは『日本に帰ったときのため』のことを意識させることに意義があったんですよ。夜よ木ぎさんが、絶対に帰れるって確信した態度をみんなに見せつけるんですね。そうしたら、だんだんとみんなも、『帰れる』から『頑張ろう』って気になって。二年三組が活力に満ちていたのは、夜よ木ぎさん提案のお笑い講座やアイドル講座のおかげです。はい。間違いないです。帰れないかもって夜中に泣くような子、うちのクラスにはいませんでしたからねー」

　このように誰もが夜よ木ぎには深い狙いがあったかのように推察しているが、相あい田だの言うことはやはり違う。

「まさか、そんな風に思われていたなんて……。というか、秋しゆうの魅力ってそういうところかもしれませんね。自然体で行動していただけなのに、周りに何か良い影響を与えちゃうんですよ。日記は本当に、テレビ局に売れると思ったからだし、書籍化したらお小遣いになるだろうし……。テレビ出演のための訓練も、ぴっぽん狂きよう兎とに会ってサインを貰もらいたかったからですよ。ほんと、中身が小学生のままなんです。変わったのは見た目だけです。……って、変な意味じゃないですよ」
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　二年三組のように、長期におよぶ異世界生活で高い気力を維持し、纏まとまり続けられたクラスは少数だっただろう。大半のクラスでは、二週間が過ぎた頃から不協和音が大きくなっていった。

　生徒会執行部の指示に従って日々の水みず汲くみ作業や漁や校内清掃に参加する者と、指示を無視する者に分かれ始めた。

「カカが一ヶ月後に帰れるって言っていたんだから、適当にすれば良いんじゃね」

　食糧が確保できているので、何もせずにだらだらする者が増えた。

　教室内での仲良しグループからあぶれて行き場を失い、廊下や階段の踊り場を転々とする者も現れる。

　異世界に転移して三週間が経過した頃には、随分と校内の秩序は崩壊していたようだ。

　ただし、五階、六階のみ。

　生徒会執行部は、働かなくなった者を保護という名目で、働く者から隔離していった。気き鬱うつの類たぐいになってしまった者は無理に働かさず、行動に自由を与える。小ホールや視聴覚室で朝から晩まで映画を見るのも、ゲームに没頭するのも許した。

　働く者と働かない者は、童話『アリとキリギリス』のように、明確に分かれていった。心理学者が指摘するように、困難な状況に抗あらがおうとする者と諦あきらめる者に分かれてしまったのだ。

　羽は田た野のは神妙な口調で次のように証言する。

「毎日の生徒総会で各クラスの委員長が、生徒会執行部に状況を報告するんですけど、きちんと纏まとまっていたのは、生徒会長のクラスの二年一組とか、うちのクラスや……。アニメとかメディクリですかね。一年と三年の普通科はキリギリスに分類されていました。はい。副会長ですかね。アリとかキリギリスって言葉を使っていたのは」

　さらに、生徒会執行部は意図的に、キリギリスを選別していた節がある。藤とう堂どうはカカの告げた「一ヶ月後に帰れる」ことが叶かなわなかった場合に、学校から離れることを検討していた。

　ハメルンの笛吹事件では、生存者達はタタの魔法使いに会うために旅をし、日本に帰還している。なら、自分達も旅に出るべきでは。

「私の、想像とか記憶違いも混じっているかもしれませんよ……。生徒会長は、全員を連れて行くつもりがなくて……。旅に耐えられる人を選別していたんじゃないかって……。いやいや、いや、ほんと、私の想像なんですけどね。旅の準備はしていました。間違いなく。でも、なーんか、全員が旅をする規模じゃ、なかった気がするんですよ」

　羽は田た野のは周囲をきょろきょろと見渡し、声を小さくする。

「与えられる給食を食べるだけで働かないどころか『足りない、もっと寄越せ』って我わが儘ままを言う人達は、すぐに外に出られるからという理由で、上の階で生活する権利が与えられたんですよ。優遇措置って言っていたけど、選別だったと思いますよ。いや、ほんと、私の想像ですよ。生徒会長は『弱気になってしまった人には優しくしましょう』って言っていましたし」

　副会長の石いし橋ばし哲てつ哉やに差別意識があったのではないか、政治家になっていた会計の田た端ばた茂しげ雄おに選民思想があったのではないかという証言もある。特進コースの彼かれ等らが、ことあるごとに普通科や他科の生徒のことを足手まといのように扱い、冷遇しようとしたという印象を残している者も何名かいる。

「生徒会長はむしろ、副会長や会計の人を抑えようとしていたような。いやいや、でも、他人に汚れ役をさせつつ、自分も同じ考えだった可能性も……。ああ、いえ、実際、どうなんでしょうね」
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　二〇一八年四月三十日（月曜日）十二時二十分。転移から十八日目。校舎の崩壊まで残り十八日間。

　南館六階に居室を移されたキリギリスは、いつもどおりだらだらと過ごしていた。スマートフォンでゲームをしたり、図書館から持ち込んだ本を読んだり、惰眠をむさぼったり。

　その日は月曜日だったので、彼かれ等らは教室内にさえいれば給食が出現するだろうと腹を空かせていた。しかし、給食は出現しない。

　四月三十日は昭和の日の振替休日になっており祝日だ。『温かい給食が食べたい』という夢の効果は平日のみに限定されている。祝日は対象外なのだ。

　キリギリスは自堕落な日々を送っていたのだから曜日感覚が狂っていたのかもしれないし、祝日だとは知っていたが給食は出ると思っていたのかもしれない。

　羽は田た野ののノートには生徒会執行部から「四月三十日は祝日だから給食が出ない可能性が高いため、備えておくように」との通達があったことが記載されている。二年三組は事前に配布されたカンパンを食べずに備蓄しておいたし、給食をおにぎりに加工して保存していたし、魚の干物も用意しておいた。

　アリはしっかりと、備えていた。

　生徒会執行部がアリとキリギリスを選別していたとする根拠の一つに「キリギリスには、祝日に備えるようには連絡しなかった」のではないかという疑惑がある。

　あくまでも羽は田た野のが参加した生徒総会に限った話だが、キリギリスに通達するように指示された様子はない。キリギリスの代表は生徒総会に出席していないので、生徒会執行部からの連絡が届いていなかった可能性がある。

　生徒会執行部の記録映像（このあたりから、バッテリー残量の都合で、映像は少なくなっている）にも、キリギリスに連絡したことが分かるような記録はない。

　実際のところは不明だが、結論として、四月三十日、キリギリスの手元には食糧が無かった。

　キリギリスはアリに訴えた。

「備蓄するのを忘れてしまった。食糧を分けてくれないか」

　貴重な食糧ではあったが、アリは食糧を分け与えた。アリ達は毎日のように漁や開墾作業や周囲の探索をし、疲労はあったが退屈とは無縁で、精神的に健康であった。仕事を与えられるからこそ、頑張っていれば、いつか助かるという思いを抱き続けられる。

　地上では毎日のようにスポーツ大会やレクリエーションイベントが開催されており、彼かれ等らは我々の想像よりも遥はるかに充実した日々を過ごしていた。『野球選手』や『サッカー選手』になっていた者も大勢いて、活躍している。プロスポーツ選手の一流の技は観戦したり対戦したりする生徒に、感動や挑戦する意欲を大いに与えただろう。

　アイドルになっていた島しま本もとや宇う喜き多たのコンサートは人気を博し、何度も公演が催された。吉よし岡おかのコントも好評で、一日に複数回の公演を開くこともあったほどだ。彼女達の夢は、誰もが目を離せなくなるような魅力的なアイドルや芸人になることであった。異世界で生徒達の娯楽になるだけでなく、大きな励みになったはずだ。

　報道のみで事件を知る者が想像するような、暗くてジメジメした地下生活を送っていたのは、キリギリスのみであった。想像以上にアリは質の高い生活を送っていた。

　アリ達は多彩なイベントを一丸となって盛り上げようとしていたし、楽しい学園生活の実現は生徒会長の夢でもある。他にも大勢の夢が、彼かれ等らに充実した生活を与えていただろう。

　五月一日（火曜日）。平日。

　アリは働いた。彼かれ等らにとって幸運なことに、付近の川には地球で見られる鮭さけの遡そ上じようのように大量の魚が泳いでいたのだ（魚は鮭さけと名付けられている）。どれだけ獲とってもまったく減らなかったそうなのだから、もしかしたら、誰かの夢の影響があったのかもしれない。もしくは単に、自然が豊かだったのかもしれない。北ほつ方ぽうに山脈が有ったそうなので、上流には鮭さけが好むような栄養が多かった可能性もある。

　五月二日（水曜日）。平日。

　栗くり田た動物園フリーダムランドの一員が、鳥を咥くわえて校舎上のテントに戻ってきた。一瞬、タカに変身する鳥とり巣すが襲われたのかと誤解されたが、違う。どうやら、川の上流の方では鮭さけを獲とるために鳥が降りてきており、それを捕まえたようだ。

　狩りのプロ、フリーダムランドのメンバーは次々と鳥や、さらにはウサギのような小さい動物まで捕まえ始めた。上流には、水を求めて小動物が集まる絶好の狩り場が有ったようだ。

　佐さ和わ田だや三み島しまのような料理人が鳥や小動物を調理し、生徒達の舌を満足させた。

　こうして、大飯食らいの足手まといだと思われていたフリーダムランドの一員も徐々に、異世界での生活に貢献を始めた。

　五月三日（木曜日）。憲法記念日。

　アリとキリギリスの対立が始まる。

　キリギリスは食糧の備蓄が無いから、再びアリに食糧を要求した。同じ学校の仲間なんだから、助けてくれるのは当然だろうと。

　アリは躊ちゆう躇ちよする。翌日の五月四日（金曜日）はみどりの日で祝日だ。ゴールデンウィーク後半の四連休が始まるのだ。ただ遊んでいただけの者に四日間も食事を分け与えるのか。

　キリギリスは、貰もらう権利があると主張する。俺達に食事を与えずに、飢え死にさせる気か。俺達は病気や怪け我がで働けないだけだ。けして遊んでいるわけではない。異世界に連れてこられた不幸な犠牲者なのだ。同じ学校の生徒だろ。仲間だろ。当然、助けてくれるよな。

　生徒会執行部の答えは、キリギリス（合計４００名程度と思われる）に配給された、一人当たり一日一粒のカンパンであった。食糧事情が逼ひつ迫ぱくしていたわけではない。アリ達は給食の他に、魚や小動物の肉を加工して備蓄していた。さらには、アリ総出で川の近くを開墾し、園芸部の持っていた種を手当たり次第に蒔まいている。二十日大根や、ベビーリーフの収穫も始まりつつあった。二十日大根は名前のとおり二十日ほどで収穫できるようになるし、ベビーリーフと呼ばれる葉物野菜の葉っぱは種まきから二週間程度でも食べられる。

　生徒会執行部会長の藤とう堂どう瑠る奈ながどのような方針だったのかは、不明だ。備蓄していなかった者へ食糧を再分配しないと通達したのは、副会長の石いし橋ばし哲てつ哉やだ。

　このようなことがあったから、生徒会執行部は後に異世界を旅する場合に備えて、アリとキリギリスを選別しようとしていたのではないかと疑われることになる。

　事件が解決した後、多くの政治家やコメンテーターや人権団体といった大人達が、生徒会執行部を批判している。生徒が生徒を選別して支配していたとは、あまりにもおぞましいことだと。

　いったい何様だ。何の権利があって、仲間を差別したのだ。

　マスコミによって作られた生徒会執行部の評価は批難一色だ。

　だが、インターネット上の匿名掲示板やＳＮＳでは、生徒会執行部の施策を絶賛する声の方が多い。

「働かない奴を養う必要はなくね？」

「本当に病気だった奴にだけ食糧を分け与えればいい」

「給食が有ったから、餓死しない程度には食べれていたんだろ？　文句を言うなよ」

　異世界でアリも同じ考えに至っていた。五月三日から五月六日までのゴールデンウィーク後半の四連休は、自分達だって十分な食事が取れるわけではない。一日おにぎり一個相当の食事しか確保できていないのに、なぜ、毎日、遊んでいただけの連中に、分け与えなければならないのだ。

　アリはキリギリスに食事を分け与えなかった。

　そして、五月五日（土曜日）。転移から二十三日目。

　折おり口ぐち高校が破滅に向かう引き金となる事件が起こる。

　三年十組美術科、久ひさ川かわ信のぶ俊とし。

　将来の夢『アーチェリー撃ちたい』

　アーチェリーは競技の名前だ。『アーチェリー撃ちたい』では意味が分からない。彼はもともと『クロスボウを撃ちたい』と書いた。卒業文集の編集委員を務めた学生は特に気にもしなかった。だが、原稿をチェックした教師が待ったをかける。

　クロスボウ自体は武器としてだけでなく、弓道のように的を撃つ競技としても使われる。だが、定期的に犯罪目的で使用されてニュースになっているのだから、殺傷用の道具として認識している者は多いだろう。

　教師が久ひさ川かわを指導して書き直させた結果が『アーチェリー撃ちたい』だ。

　久ひさ川かわがなぜ、そのような将来の夢を書いたのかは分からない。人や小動物を悪戯いたずら目的で攻撃しようとしたのだろうか。何かしら、鬱うつ屈くつとした思いを抱えていたのだろうか。

　八時四十五分。

　生徒会室の前に殺到したキリギリスの中に久ひさ川かわは潜んでいた。普段どおりであれば、生徒会役員は朝の生徒総会に出席するため、生徒会室を出発するはずだ。
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　彼は群衆の中で標的が姿を現すのを待ち……。

　藤とう堂どう瑠る奈なを撃った。

　長さ三十センチメートル直径七ミリメートルの矢が、藤とう堂どうの左脇腹を貫通する。

　騒然とする場で藤とう堂どうは、痛みに苦しむ様子を一切見せずに、久ひさ川かわを睨にらみ付つける。

「なぜ、貴方あなたはこれで狩猟を試みなかったのか！　その夢を生きるために使いなさい！」

　藤とう堂どうの一喝に誰もが動きを止める。

　一瞬だけ静寂が訪れるが「先輩！　大丈夫ですか！」我に返った書記の室むろ伏ふしが藤とう堂どうに駆け寄る。

「手を貸せ！　取り押さえろ！」

　副会長の石いし橋ばし哲てつ哉や達により久ひさ川かわは取り押さえられた。藤とう堂どうは保健室に搬送され、『医者』の診断によれば命に別状はなく全治三週間であった。ただし、校内は湿度が高く感染症になりやすい環境だったので、藤とう堂どうは安静にするため、表舞台にはあまり姿を見せなくなる。

　夢『生徒会長』の力で学校を統率してきた藤とう堂どうの、唐突な退場が生徒達に与える影響は大きい。彼女は生徒達の精神的支柱になっていた。日々の生活に関わる業務は、副会長が代行したが、彼女のカリスマ性は誰にも代行できない。藤とう堂どうの退場が、破滅への転換点だったことに疑う余地はない。

　不幸なことに、１０００名をまとめ上げてきた藤とう堂どうが表舞台から去るのと時を同じくして、異世界の者が折おり口ぐち高校の存在に気づく。

　折おり口ぐち高校は川の下流を調査していた。水の安定確保と、文明との遭遇を想定し、川の周辺を調査していたのだろう。栗くり田た動物園フリーダムランドは川の上流で狩猟をしていた。

　結果として彼かれ等らの意識は川の有る東側へと向けられており、西側はモンスターがいないことを確認した後、注意が疎おろそかになっていたのだ。

　異世界の者は、西からやってきた。




　　　　＊




　前著に引き続き本著の執筆の際にもさまざまな情報を提供してくれた異世界の魔法使いネネは、弘ひろ橋はし高校の消失事件と同様に、折おり口ぐち高校の消失事件でも陰ながら生徒を護まもってくれていた。

　ネネは、折おり口ぐち高校に接近する集団の存在に気づいていた。しかし、彼女が表立って行動を起こせば、即座にカカの知るところになってしまう。不用意に刺激を与えてカカがへそを曲げてしまえば、生徒達の命はないだろう。ネネは、カカの思い描いた脚本に変更を余儀なくするような行動はとれない。

　一定の期間が経過すれば生徒達が日本に帰ることは既に決まっているのだ。ネネはカカの機嫌を損ねないように、極力犠牲を減らす方針だった。

　ネネは生徒達とは異なり、カカの言葉が真実だと知っている。

　かつてタタは弘ひろ橋はし高校の生徒達の命運を握ったまま、弄もてあそび続つづけた。殺そうと思えばいつでも殺せた。だが、生徒達の苦しむ感情を味わうために敢あえて殺さなかった。生徒ひとりひとりに夢を諦あきらめるように告げ、葛藤する姿を楽しんだ。これは、タタが本質的に、他人が苦しむ姿を見るのを好む性格をしていたからだ。

　だが、カカはタタほど他人の苦しむ姿に特別な感情は抱かない。ただ、タタの行為を真ま似ねして、生徒達を異世界に連れてきただけだ。生徒達が異世界で苦しむ過程には何の興味もない。

　ネネが最も怖れるシナリオは、カカが生徒を直接殺すことだ。気まぐれで生徒全員を殺せるような存在は、刺激しない方が最終的な被害を減らせるというのが、ネネの考えだ。だからネネは、異世界の荒くれ者が折おり口ぐち高校に近づいていることには気づいていたが、誰にも教えなかった。それは、彼女の仮の姿が持つ能力を逸脱しているからだ。

　ネネはカカに気け取どられないように、仮の姿が有している能力だけで生徒達を護まもるしかなかった。




　　　　＊




　二〇一八年五月六日（日曜日）。転移から二十四日目。

　折おり口ぐち高校から数十キロメートル西の荒れ地に巨大な岩が林立していた。岩の隙間に、モンスターの皮で作られた粗末なテントが並んでいる。

　異世界の者達はテントを拠点にして、周辺で狩りをしていた。彼かれ等らは、モンスターからはぎ取った角や爪を富裕層向けの装飾品として売り生計を立てていた。まさに、折おり口ぐち高校を襲ったゾウのようなモンスターを探していたのだ。

　彼かれ等らはモンスターを捜索する過程で、折おり口ぐち高校の生徒を発見した。

　少数が草むらに隠れながら高校に近づき、生徒達に気づかれないように、じっくりと観察する。

　自分達とは異なる人種。見たことのない服装をしている。若者が中心だが、数が多い。どうやら地下で生活しているようだが、根暗のドワーフ野郎どもとは違う。

　日中になると、少なくとも５００名近い人間が地上に出てくる。地下には最低でも十や二十は居室を備えた洞どう窟くつが広がっているのだろう。はたして、どんな財宝を隠し持っているだろうか。それにしても不思議だ。狩りをしているかと思えば、怠惰な時間を過ごしていることもある。

　大半の者は武装していないようだが、我々20人だけで、彼かれ等らを討伐できるか。分け前が減るのは癪しやくだが、応援を要請した方が良いだろう。

　しかし、あまりにも情報が足りない。何とかして、あの集団から数人、捕まえることはできないだろうか。

　おそらくモンスターを警戒してのことだろうが、彼かれ等らは数十名単位で行動しているし、見張り台で周囲を警戒している。武装している者が交代で、詰め所に待機している。

　水みず汲くみ以外の用途で川に行き、妙な箱の中に姿を消す。どうやら排泄行為だ。彼かれ等らは排泄のときでさえ集団行動をしている。特に、さらいやすそうな女ほど大人数だ。さらに、箱の中に入る前、女は周辺にモンスターが潜んでいるのを警戒しているのか、確認を徹底している。気づかれないようにさらうことは難しいだろう。

　彼かれ等らは観察を続けるうちに、常に単独行動をする者を発見した。

　折おり口ぐち高校がモンスターハウス化した責任を追及されて、孤立してしまったクリオ・エリースだ。そして、褐色の肌を持つ彼かれ等らヴァルグア族の戦士からは、クリオが異邦人に捕らわれた同胞のように映っただろう。

　日が沈みかけた黄昏たそがれ時どき、ヴァルグア族の戦士達は草むらの中を這はうようにして、折おり口ぐち高校とトイレの中間地点に接近する。息を殺して待ち続け、やがて独りでやってきたクリオを連れ去った。

　夜間、三年七組は男女が別々の教室で眠っていた。七組の男子生徒はクリオが戻らないことに気づいたが、捜そうとはしなかった。どうせ、いづらくなって他の教室や職員室に逃げただけだろうと、気にも留とめない。




　　　　＊




　トイレに向かうクリオの前に現れた二つの姿は、革の鎧よろいや槍やりを装備していたとはいえ、一見すればアフリカ系の民族。けして、恐怖をかき立てるような容姿ではなかった。

　また、ヴァルグア族の戦士達は捕虜の捕獲と同時に、カーヴィアル民族（地球でいうところの白人に相当する）から同胞を救うことを目的にしていた。だから、彼かれ等らは言葉は通じなかったが『助けに来た。ついてこい』小声で手招きをする。その仕草に敵意はない。

　クリオは混乱した。叫んで逃げるほどの脅威ではないが、手を握りあうほど友好的な存在とも思えない。

「スワヒリ語は話せるか？　英語は？　日本語は？」

　通じる言語を探るが、見知らぬ二人は顔を見合わせて何事か、聞き慣れぬ言葉で話し合う。

『なんて惨むごいことだ。我々の言葉を覚える前にさらわれてしまったのだろう』

『この様子では親の顔も覚えていないだろう。家族を見つけてやるのは苦労するだろうな』

　部活が終わったら就寝時間まで日本語の勉強を兼ねて漫画やアニメを見ていたクリオだが、主にスポーツ物の作品を好んでいたため、異世界という概念をいまいち理解していなかった。だから、目の前に立つ男達が異世界の住人だという実感はない。異世界に来てから容姿が変わってしまった生徒は何名もいたのだから、ヴァルグア族の外見から異世界人だという連想も生まれない。

　男達が手首を摑つかんで引いてくるときでさえ、それほど乱暴ではなかったので、特に抵抗もせずについていった。

　ヴァルグア族の柔にゆう和わな表情はクリオの警戒を解いただろう。なぜなら、クリオが異世界に来てから見続けてきた他人の感情は、悪意にまみれたものばかりだったのだから。




　　　　＊




　二〇一八年五月七日（月曜日）。十二時二十分。

　給食の時間になり、比ひ古こ美み若も音ねが朝からクリオを見かけておらず、食事にすら姿を見せないのは不自然だと訴えた。みんなで捜そうと提案するが、クラスメイトは渋る。仕方なく比ひ古こは一人でクリオを捜すしかなかった。

「全員が、本心からクリオを嫌っていたわけではないと思います。ただ、クリオを庇かばって自分まで嫌われてしまうのを怖がっていたんだと思います。私も芦あし原はらさんや江え藤とうさんに、クリオのことを心配する素そ振ぶりは見せない方がいいと忠告されました。弱い私は……二人が言うように、クリオに冷たくしてしまいました」

　クリオの処遇から、生徒達と教師達との微妙な距離感が見えてくる。

　西にし田だ萌め生いによると、彼女の姉である英語教師の西にし田だ舞ま衣いは、クラスから孤立していたクリオを「職員室に来ないか」と誘った。西にし田だ舞ま衣いは山やま田だウタのような行き場のなかった者を、職員室に集めて小グループを形成していた。

「ひとりぼっちを作らないようにしていただけだよ。派閥を作ろうとしたわけじゃないのに、変なことを言ってくる人がいて、ほんと、もーっ、最悪」

　生徒会派に対抗するために教師派が人を集めているという噂うわさが流れた。娯楽の少ない異世界では、噂うわさ話ばなしも貴重な楽しみなのだから流言の広がりは止められない。

「クリオ先輩は、派閥争いみたいな噂うわさは気にしていなかったか、知らなかったんじゃないかな。『僕が虐いじめられているから先生に保護されたって思われたら、クラスのみんなに迷惑がかかる』って気にしてたよ」

　クラスメイト達も教師に「クリオを虐いじめてはいない」と説明しているし、見せかけだけではあったが仲間として扱い、昼間は行動を共にし夜は同じ教室で眠った。このことから、生徒達が教師の目を意識していたことが分かる。

　異世界では何の権限も力も持っていない教師を軽視する一方で、日本に帰還した場合のことも考慮していたのだろう。教師に対してぞんざいな態度を見せることはなく「仲間はずれは駄目ですよ」と注意されれば、表面的な態度ではあったが従った。

　こうした微妙な関係であったから、比ひ古こ美み若も音ねから相談を受けた西にし田だ舞ま衣いが生徒会執行部に掛け合ったら、三年七組にクリオ捜索の許可が下りた。

　指示ではなく許可だったのは、おそらく生徒会執行部の配慮だ。命令されて仕方なくクリオを捜索するのではなく、捜しに行けない事情があったが許可を貰もらったという、体裁を七組に整えてやったのだろう。




　　　　＊




　五月九日（水曜日）、十六時。久ひさ川かわによる藤とう堂どうの襲撃から四日後。

　夜よ木ぎ秋しゆうはいつもの調子で保健室のドアを開ける。

「瑠る奈なちゃん、元気？」

「……今のこの状態を元気と言って良いのかは分からないわ。少しだけ秋しゆうの気持ちが分かったかな。……いえ。数日、保健室生活しただけじゃ分からないわ」

「噂うわさになってるよ。撃たれた後、矢を引き抜いて『夢の無駄遣いをするな。鳥でも撃って食糧を獲とれ！』って叫んで、バーンって床に叩たたきつけたって」

「何その捏ねつ造ぞう。身体からだに刺さった矢を抜くわけないでしょ」

「ねえねえ、どれくらい痛かった？」

「撃たれた瞬間は意外と痛くなかったわ。針で刺したくらいのチクッとした感じね。後からの方が痛いわ。今は、ずっと力士に全力でつねられている感じ」

「きっついなあ……。ねえ。何かしてほしいことある？　できることなら何でもしてあげるよ」

「そうね……。私の代わりに生徒会長をやってほしいわ。貴方あなたならできるでしょ」

「無理だって……。ねえ、どうしたの。そんな弱気な言葉、颯そう太たには聞かせられないよ。昔から変わらず、瑠る奈なちゃん瑠る奈なちゃんって。今もドアの外にへばりついているし」

「優ゆうだって頭の中は秋しゆうのことばかりでしょ。秋しゆうちゃん、秋しゆうちゃんって。全然成長していないじゃない」

「そんなことないよ。かなり成長しているから」

「秋しゆうになっている時点で、説得力なんて皆無よ」

「しょうがないでしょ。こうなっちゃったんだし。僕だって驚いたんだから」

「私の方が驚いたわよ。前触れもなく異世界に来て色々と大変な状況になって、こんな時に秋しゆうがいてくれたらなって考えていたら、いきなり秋しゆうがドアを開けて入ってくるんですもの。私の想いが現実になったのかと思ったわよ」

　藤とう堂どうの夢が現実になったわけではない。相あい田だ優ゆうが夢の力で夜よ木ぎ秋しゆうに姿を変えていたのだ。藤とう堂どうやクラスメイト達が見ていたのは、全て夜よ木ぎ秋しゆうのように振る舞う相あい田だ優ゆうだ。

　転移直後に夜よ木ぎの姿に変わった相あい田だは、暗い教室で長い髪を触り「もしかして」腰に手を伸ばしスカートを穿はいていることを確認した。確かに、卒業文集に『憧れの人のようになりたい』と書いた。だが、それは友達想いなところとか優しいところとか、気づいたら輪の中心にいるような内面への憧れで書いたのだ。まさか、外見まで変わってしまうとは……。

　相あい田だは、女の子になりたかったという変態的な夢だと誤解される前に、クラスメイトに真相を告げようと決める。しかし、秋しゆうなら先まずは混乱中の教室を落ちつかせるだろうと思った瞬間、口を開いていた。

『ただいまより映画『君とともに帰る』の上映を開始します。場内は暗くなり非常に危険ですので、むやみに立ち上がらないようにご注意ください』

　秋しゆうならどうするかと考えるたびに、自然と身体からだが動き、夜よ木ぎ秋しゆうのように振る舞っていた。クラス内のもめ事を仲裁するときも、バッタや泥団子ではしゃぐときも、吸血鬼と戦うときも、相あい田だは思い出に残る理想の姿を追い続けていた。

「異世界に転移した時、秋しゆうのことを知らない人もいたでしょ。クラスメイトは驚いたりしなかったの？」

「けっこう驚かれたよ。でも、よっしーとしまっちとうっきーが同じクラスにいたし、小学校の頃から秋しゆうは目立ってたから、知っている人は多かったかな」

「そう。問題なく受け入れられて良かったわ」

「それがさ、問題はあったよ。秋しゆうの姿を見た人が『え、誰？』みたいに軽くざわめくじゃん？　なのに、僕がいなくなったことは、誰も気づかなかった」

「優ゆうは影が薄いから」

「薄くないよ。秋しゆうが目立ちすぎるだけ。だって秋しゆうは凄すごい奴だから」

「ああ、目の前にいる凄すごい秋しゆうが、私の願望どおりにしてくれないかしら。日本にいたとき以上にデスクワークが多いのよ」

「前も言ったけど、身体からだを動かすようなイベントとか、喧けん嘩かの仲裁とかなら手伝うよ。僕の能力は多分、僕が「秋しゆうならできる」と思っていることを実現できる能力だから。生徒会の仕事みたいな頭を使う作業で、瑠る奈なちゃんと同じことできるわけないでしょ」

「まあ、それもそうかしら」

「生徒会長の代行以外で何かしてほしいことはないの？」

「そうね……。汗をかいたから背中でも拭いてもらおうかしら」

「やめて。後で颯そう太たに殺される。帰るとき、庶務ちゃん呼んでくるよ」

「そういえば、貴方あなた、着替えやシャワーは今までどうしていたのよ」

「ん。僕は目をつぶって、しまっちとうっきーに任せているよ」

「ああ。なら安心ね」

「やっぱ、元気ないね。いつもなら『絶対に裸を見ているでしょ』ってビンタくれるよ」

「……お腹なかに穴が空いたのよ。問題山積だし、弱気にもなるわよ」

「先生に任せたら」

「無理よ。先生は生徒を見捨てることができないでしょ。誰かを切り捨てなければ、生き残れないわ」

「そういうシビアな思考、変わらないね」

「脳天気な優ゆうもね」

「そうだ。暇つぶしになればと思って、よっしーのコントと、しまっち＆うっきーの歌を撮ってきたよ。三人とも人気が出てきたからさ。日本に帰ったら、本気で夢を追いかけようかって言い始めてるよ」

　ベッドに隣り合って座り、スマートフォンの動画を再生する。吉よし岡おかのコントで「ちょっ……傷口、開くでしょ」藤とう堂どうは笑いすぎたため途中で停止（笑いの沸点が低いようだ）。しまっち＆うっきーの歌を楽しんだ。

「そろそろ行くよ。次はお見舞いにイチゴを持ってくるね」

「収穫する頃まで、ここにはいないわよ」

「それまでには治るの？」

「違うわよ。……忘れて」

　藤とう堂どうが何を言おうとしていたのかは分からない。いつまでも保健室にはいないという意味だろうか。それとも、いつまでも転移地点には留とどまり続つづけはしないという意味なのだろうか。

　もしかしたら、近いうちに日本へ帰れるという情報を得ていたのかもしれないし、折おり口ぐち高校を離れて旅立つ決心をしていたのかもしれない。

「ねえ、優ゆう。最後に教えて。貴方あなたの、本当の願いは何？」

「僕は……。ずっと憧れていた秋しゆうちゃんみたいになりたかった。何でもできる無敵のヒーローに。秋しゆうをずっと側そばに感じていたかったのかな。……瑠る奈なちゃんの本当の願いは？」

「根本の部分では、貴方あなたと同じなのかもしれないわね。私も秋しゆうと一緒に学校生活を送りたかったのよ。『生徒会長』はそれを実現するための手段ね」

　保健室での二人きりの会話は、異世界で夜よ木ぎ秋しゆうとして振る舞い続けた相あい田だ優ゆうが、素の自分を出せる数少ない時間であった。




　　　　＊




　二〇一八年五月十七日（木曜日）。深夜。ヴァルグア族のキャンプ地。

　クリオが捕らわれていた期間は実に十一日間におよぶ。

「むしろ、学校にいるよりも親切にされていたよ」クリオは申し訳なさそうに頰ほおをかく。

「捕まった初めこそは、想像だけど多分『お前達は何者か』『学校に何人いるのか』みたいなことを聞かれたよ。身振り手振りや、地面に描かれた図から、多分、生徒の人数や校舎の構造を聞かれていた」

　ヴァルグア族は複数の言語と二、三の書き文字で意思の疎通を試みてきた。彼かれ等らは、カーヴィアル民族に支配された歴史を持つため、独自の言語の他に、支配者に押しつけられた言語も扱えたのだ。しかし、当然、クリオはそのいずれも理解できない。

「正直に答えなければ殺されるとか乱暴されるとか、そういう恐怖はなかった。彼かれ等らにとって俺は、知識を持たず言葉も知らない、哀れな奴隷だったんだよ。だから、助けてやったぞ、解放してやったぞ、後は自由だっていう、そういう優しさが根底にあったと思う。暴力的なことはまったくなかった。食べ物をくれたし、まあ、何の肉か分からないから抵抗はあったけど、それが、あの人達が食べているものと同じだと分かったし……。うん。親切にされてた。不幸な出会いと別れになってしまったけど、彼かれ等らの名誉を傷つけるようなことは書かないでください」

　クリオにはテントが一つ与えられ、さらに世話をする女性まであてがわれた。

「ああ……。えっと。ルナルシャっていう中学生くらいの女の子なんだけど」

　クリオはインタビューに同席している人を気にして、何度も言葉を選んで話す。

「多分、男社会というか、女は奴隷みたいな扱いというか……。色々と世話をする役目だったんだと思う……。女の人達は裸みたいな格好だったし、昼間から外で人目を気にせずに、そういうことしているし……」

　何度も何度も、俺はしていないからと言い訳してから「俺も迫られた……」小声で言うと、隣席の者にじろりと睨にらまれた。

「ルナルシャも、そういう経験がなくて怯おびえている感じだったし。嫌々、というか、無理やりというか、多分、そういう世話をするようにって周りの大人に命令されていたんだと思う」

　子供の人権という概念はないのだから、クリオの想像どおりかもしれない。ルナルシャは男の相手や飯の準備をする女の、さらに下女のような位置づけだったと思われる。

「昼は大人から狩りの仕方とか食事の作法を教わった。モンスターと戦うための魔術道具の使い方すら教えてくれた」

　クリオが「夜は寝落ちするまでルナルシャから言葉を教わったよ」と、誤解を招きかねないことを口にしたとき、隣からジロッと睨にらまれたのだが、彼は気づかずに続ける。

「みんな凄すごく親身でさ……。本当に彼かれ等らは、俺を助けてくれようとしていたんだよ。俺を仲間の戦士として育てようとしていたのかもしれないし、自立して生きていく術すべを教えてくれていたのかもしれない。居心地は良かった」

　ヴァルグア族と生活して、十一日が経過した。

　二〇一八年五月十七日（木曜日）。数時間後に折おり口ぐち高校は崩壊し、日本に転移することになる。

　キャンプ地に、１００名近い武装集団が集結していた。増援が到着し、折おり口ぐち高校を襲撃する準備が整った。

「言葉は理解できなくても、折おり口ぐちを襲うためだってことは分かった。周りに大勢で狩りをするような生き物なんていなかったんだし」

　クリオはテントの中から、外の様子を窺うかがった。外では戦士達が武器や道具の最終確認をしたり、何かしらの打ち合わせのためにせわしなく走り回ったりしている。夜の内に襲撃するのは目に見えていた。

「みんなに危険を教えなきゃって思った。けど、すぐに出て行ったらバレる。だから、彼かれ等らが出発するのを待つしかなかった。みんないなくなった後、キャンプ地には数人しか残っていなかった。気づかれないようにテントから出ようとした。そうしたらルナルシャが手を摑つかんできた。あの時の言葉は『行かないで』だったんだと思う。迷ったよ。折おり口ぐちのみんなにとって俺は裏切り者。ヴァルグア族の人は優しくしてくれる。異世界で生きていくなんて考えていなかったけど、ルナルシャはいつも、俺の後ろについて歩いてきて……。その日の昼、俺、初めて、火を出す吹き矢で、小さい獲物を獲とったんだよ。リーダー格のドルーダさんが、拳こぶしを俺の胸に当てて何か言ったんだよ。いっつも怖い顔しているのに笑顔で……。俺、あの時、仲間として認められていた」

　涙が零こぼれる。

　クリオは折おり口ぐち高校に戻り、結果としてドルーダ達を殺してしまっている。もし、クリオが襲撃を折おり口ぐち高校に伝えなければ、彼かれ等らは死ななかったかもしれない。

「殺されるとか、助けるとか、そういうことは考えていなかった。何も、考えていなかった。未来のことは俺には見えないから。でも、伝えようと思った。仲間達に逃げろって。みんなを助けようなんて思っていない。ただ、顔が思い浮かぶ連中にだけは、危機を知らせようって。……争うんじゃなくて、ドルーダさん達に助けてもらう未来も有りえたのかな？」

　ルナルシャの手をふりほどき、クリオは走った。

　まっすぐ進めば戦士達に追いついてしまう。星明かりだけの暗い夜の草原を、大きく迂う回かいし走る。何度も何度も転んだ。だが走り続けた。

「距離は問題じゃない。問題は暗さだった。平へい衡こう感覚が狂って、まっすぐ走れなかったんだ。何百キロ何百時間と部活で走り込んでいたのに、たかが数キロメートルすら満足に走れず、途中で諦あきらめようとしたんだ。それと。位置。おおよその場所しか分からないから、迷子になるんじゃないか……モンスターと遭遇するんじゃないかという不安が頭から離れなかった」

　運悪く転倒した先に石が有り、ふくらはぎがざっくりと切れた。止血しようとしてポケットから取りだした一枚のハンカチ。プレゼントしてくれた人のことを思い、痛みを堪こらえて走りだす。

　やがて空に、オーロラのような幻想的な輝きを見る。それは異世界での自然現象なのだが、クリオは折おり口ぐち高校の位置を知らせる目印のように感じ、最後の力を振り絞る。

　川に辿たどりつく。校舎は北か南か。

「途方に暮れかけたよ。でも、川辺の岩が並べられていたんだ。釣りの足場だよ。学校は下流だって分かった。下流に向かって走って、草原の中に見つけた道は、夜の底で光り輝いているようだった」

　クリオが見つけたのは、水みず汲くみ場と校舎を繫つなぐ道だ。生徒達が何度も何度も往復を繰り返して踏み固められ、草が生えなくなり地肌が露出している。

「俺に未来のことは分からない。けど、仲間達の足跡はしっかりと目に見えた。迷子になりかけた俺を、みんなが学校に導いてくれたんだ。嬉しくて涙が出そうだったよ」

　疎外されていたのにも拘かかわらず仲間への感謝を抱くクリオは、折おり口ぐち高校に向かいラストスパートをかける。

　二〇一八年五月十八日（金曜日）〇時十二分。学校崩壊まで残り一時間。

「襲撃だ！　武装した集団が攻めてくるぞ！」

　クリオは叫びながら生徒会長を探した。南館校舎東側の階段室から入り、一階まで駆け下りている。彼が所属する三年七組の有る四階の階段を通り過ぎるとき「みんな起きろ！」ひときわ声を大きくした。

　クラスメイトからのけ者にされたのに、なぜ、彼は『走れメロス』さながらに走ったのだろうか。クリオは校舎がモンスターハウス化した責任を追及されて暴行を受けたし、食料の配給を不当に減らされた。日本に帰れる保証などないのだから、ヴァルグア族と共に生きるという道もあったのではないだろうか。

「その疑問自体が不思議だよ。ヴァルグア族と暮らすのも悪くないと思いますよ。でも、やっぱ、祖国に帰りたいし。もちろん、日本にも。それに、美み若も音ねのことが好きだから。一度も抱かずに死ぬなんて考えられない。みんなのために、なんて格好良いことを言うつもりはないよ。俺は、美み若も音ねを抱くために走った」

　迷いもなくまっすぐな目で言うと「おうふっ」真横から痛烈なひじ打ち。

「真面目に答えて」

「いや、真面目なんだけど」

　クリオは脇腹を押さえながら目だけ動かして隣を睨にらむが、視線の先に紅潮した頰を見つけると、満足げな笑顔になる。

　後日クリオに「抱く」の意味を聞いたところ「ハグだろ？　日本人なのにどうしてそんなこと聞くんですか？」と不思議がっていた。比ひ古こにも同じ質問をしたところ「知りません」と真っ赤な顔で突っぱねられた。

「異世界に来る前、二年のときなんだけど。美み若も音ねは俺に『背が高いから怖い』とか『ガムを嚙かむときの音が気に入らない』とかズバズバ言ってくるからね。傷つくよ」

　何度も、何度も放たれるひじ打ち。身体からだを横へくの字に折りながらクリオは続ける。

「『足を閉じろ』『イヤホンの音漏れがうるさい』『椅子に浅く座るのをやめろ』『背筋を伸ばせ』『トイレに行った後、ズボンで手を拭くな』……。本当に男性恐怖症なのか？　ある日、唐突に『これ、あげるから。使って』……。このハンカチは痴漢から助けたお礼で貰もらったやつ。こっちのは誕生日に貰ったやつ。こっちはＥＯＮで初デ──」

「ちょっと、何で、持ってきてるの」

「美み若も音ねがあれこれ注意して俺が大人しく従っていたら、クラスの女の子達から、そのうち怖いって印象がなくなったのかな。芦あし原はらさんが美み若も音ねに『クリオ君を虐いじめるのはよくない』って注意したときは、美み若も音ねと一緒に笑ったよ。芦あし原はらさんや江え藤とうさんもつられて一緒に笑った。あのとき、俺はクラスの一員になれたんだ。だから、仲間を見捨てない。異世界にいたときは、みんなきっと悪い魔術に心が支配されていたんだ。暗い靄もやみたいなのが頭に纏まとわりつくような、ね。だから、恨んでいなかった」

　生徒会執行部はクリオの警告を受け止めた。この時、生徒会長は療養のために特殊棟で寝泊まりしていた。そのため、生徒会室に待機していた副会長がクリオと共に特殊棟に向かうまでに若干の時間を要している。また、連絡を聞いた生徒会長が校舎本館の放送室に向かうまでに数分の時間がかかる。

「俺がヴァルグア族から貰もらった火を出す吹き矢を見せたら、生徒会長はすぐに信じてくれたよ。さすがに室内で火を出したりはしないけど、笛には変な模様が描いてあるしね。それなりに使い込んでいる道具だから古さもあって、説得力はあったんだと思う」

　生徒会長に連絡した後、クリオは渡り廊下を往復し北館と南館で声を上げたが、警告を聞く者はいなかった。

「校舎に戻ってきたら、気味が悪いくらいしんとしていて、誰も俺の言うこと聞いてくれてなかった」

　転移してから既に一ヶ月が経過しており、長期間の異世界生活に耐えきれず、夜中に泣き叫ぶようになった者が続出したため、大半の生徒がクリオの警告を「またか」と無視してしまったのだ。心が壊れてしまった者は『スクールカウンセラー』や『精神科医』が対処するまで放っておくしかない。

　また、多くの者が、カカが告げた「一ヶ月後に、日本に帰れる」という言葉に期待を膨らませていた。だが、転移から三十六日目の五月十八日時点で、帰還できていない。期待が大きかった者ほど落胆は大きい。

　カカは厳密に三十日後という意味ではなく、約一ヶ月後に帰還できるという意味で前述の言葉を口にしていた。実際、生徒の何名かはヴァルグア族の襲撃を生き延び、一時間後に日本に帰還する。

　しかし、多くの生徒は「もう、帰れないのではないか」と諦てい観かんしていた。

「明日になったら日本に帰れる」も「モンスターが現れた！」も既に聞き飽きた。

　クリオが知らない十日間で、キリギリス達は完全に生きる気力を失い、一日中だらだらと寝転がるだけになっていた。

「カカに思考を覗のぞかれたら殺されてしまう。殺されないようにするには、頭にアルミホイルを巻くしかない。アルミホイルを巻けば、思考は覗のぞかれない！」

　異常としか思えない奇行に走る者も現れる。頭にアルミホイルを巻き、教室出入り口の磨すりガラスにアルミホイルを貼ることにより、身を護まもろうとした。

　夜中に、廊下から聞こえる声に返事をしてはいけない。声を出しているのは、ホラーハウス騒動で犠牲になった者達の霊なのだから。返事をすれば、地の底のさらに深いところまで連れて行かれる。こういった噂うわさもあったのだから、多くの者がクリオの声に耳を閉ざした。

　アリ達の半数も、水みず汲くみなどの日常業務はこなすが、自由時間は校舎に戻ってだらだらと過ごすようになっていた。

　必ず日本に帰れると信じて気力が充実していた者は、全体の二割程度だっただろう。そして、これは地下駐輪場に有った自転車の数とも一致する。

　ヴァルグア族の襲撃は、まさに生徒会執行部による選別が終わったタイミングであった。

　二年三組のクラス委員長、羽は田た野の美み由ゆ紀きはひときわ周囲を警戒しつつ、小声で説明する。

「副会長さんがですね。この少し前から、水みず汲くみに参加している人のリストを作ったり、各クラスで健康状態の良い人は何人くらいかって確認したりですね……。あの時は、単に状況確認しているだけかと思っていたんですけど……。今思うとですね。もしかしたら、ですよ。もしかしたら……。高校を引き払う準備が始まっていたのかもしれません。魚の干物とか結構備蓄していましたし、ホウレン草も収穫が始まっていましたし。川の結構下流まで、調査が進んでいたみたいですよ」

　あくまでも羽は田た野のの想像に過ぎない。だが、他の生徒の証言からも、携行食の準備や、自転車に乗れない生徒の練習などが進められていたことが分かる。

　軍人になっていた米よね原はらや桐きり井いによれば、彼かれ等らが所有していた暗視ゴーグルが他の生徒も使用可能であることの確認や、使用方法の説明が行われていた。

　さらに決定的な証言もある。地下に有った車両を分解して地上に持ち出し、組み立て直していたというのだ。
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　二〇一八年五月十八日（金曜日）。〇時二十五分。

　頭上から重くのしかかってきた音の正体に気づいた者は少ない。クリオの言葉に妙な予感を抱いていた夜よ木ぎ秋しゆうは半信半疑ではあったが、一応、気に留とめていた。眠っていなかったからこそ、反応できた。

　教室内の男女エリアを仕切っていた机をベッドにしていた夜よ木ぎは飛び降り「地震だ」クラスメイトを起こす。三組の生徒が寝ぼけていると、地鳴りのような音は次第に大きく、いや、近づいてきた。

　まるで廊下が砲身になったかのような爆音が轟とどろく。ごうごうと唸うなるような音が校舎全体に充満していき、実に一分近く、天井や壁がガタガタと揺れ続けた。

　ヴァルグア族がモンスターやゴブリンの巣を襲撃するときの常じよう套とう手段だ。先まず、入り口周辺の広範囲を魔術結界で覆う。そして、その結界に外側から強い力を加えて一気に押しつぶす。圧縮された空気は結界内で逃げ場を失い、洞どう窟くつ内ないへと怒ど濤とうのように流れ込む。

　規模はけた違いだが、理科の実験で作る段ボール砲と同じ原理だ。圧縮された暴風は窓ガラスを割りながら廊下を駆け抜けた。ドアは枠から外れて教室内に弾はじけとぶ。机や椅子が投とう擲てき武器と化して就寝中の生徒を直撃する。

　爆音で鼓膜にダメージを負った生徒は、自分の身に何が起きたのかまったく想像できずに混乱にのみ込まれた。被害の大きい者は、呻うめき声ごえすら上げられずに両手で耳を押さえて体を丸くするしかなかった。ガラス片で全身に負った裂傷の痛みは、脳内麻薬が溢あふれだし一時的に忘れることができた。彼かれ等らは数分後には全身の痛みでのたうちまわることになるだろう。

　被害の少なかった者は、天井から落ちてきた塵ちりと床から舞い上がった埃ほこりに咳せき込こみながら、キーンと鳴る耳で、誰かが何かを叫ぶ声を遠くに聞く。

　ヴァルグア族の初撃は、ほぼ全ての生徒を行動不能に陥おとしいれた。

　彼かれ等らは暴風を送り込んだところとは別の階段室から衝撃波が噴き出すのを見て、繫つながっている出入り口と、校舎の大きさを把握した。

　ヴァルグア族は上層から順に部屋を確認していった。キリギリスや三年生の生存者が僅か数名なのは、彼かれ等らの教室が上層に有ったためだろう。前述したように、キリギリスは生徒会執行部の方針で、五階や六階の空き教室が割り当てられていたのだ。

　三年生の生存者は極めて少ないので、死の直接の原因は不明だ。ヴァルグア族の襲撃か、その後の校舎の崩壊に巻き込まれたのか。事件後、校舎の瓦が礫れきと共に日本に帰還した遺体は、警察の検視解剖でも死因を特定できないほど破損していたのだろう。事件後一ヶ月の時点で、身元が特定されて家族の元に帰ることができた者は、半数に満たない。

　二年三組普通科普通コース文系、池いけ谷たに牧まき雄お。

　将来の夢『鍵の有る部屋』

　アニメ好きの眼鏡。カカが現れたときに凝視していたからロリコン疑惑をかけられている。

　中学校三年の高校受験を間近に控えた頃だ。家族が寝静まった夜、彼は自室でエッチな漫画を読みながら、思春期特有の行為にふけっていた。すると、いきなりドアが開き「兄ちゃんトイレ……」歳の離れた妹が入ってきた。

「兄ちゃん、何してるの？」

　一人でトイレに行くのを怖がった妹が、ドアの隙間から光が漏れていたから池いけ谷たにに付き添いを頼もうとしたのだ。

　卒業文集を書いたときの思いの強さが、異世界で実現する夢の力に反映されるとしたら、彼の夢は、折おり口ぐち高校でも屈指の強さを誇っていただろう。

　彼の願いは、外部からの侵入を拒絶するというものであった。二年三組では夜間に、彼の許可がなければ何なん人ぴとたりとも教室内には入れなくなっていた。

　圧縮された空気の炸さく裂れつでさえ、例外ではない。

　教室の窓ガラスは一枚も割れていなかったのだから、彼の夢の効果と考えるのが妥当だろう。

　妹に恥ずかしい場面を見られた池いけ谷たにの想いが、ヴァルグア族が放った大規模魔法に勝ったのだ。

　夜よ木ぎが警戒心を抱いていた根拠を、池いけ谷たに牧まき雄おが照れくさそうに教えてくれた。

「夜よ木ぎさんが言うには、僕の夢の効果は、人も音も、害をおよぼすものは完全にシャットアウトするんだって。三週間目くらいから夜中に叫びだす人がいたんだけど、室内にいる限り聞こえなかったし。でも、クリオ先輩の警告や、ヴァルグア族の攻撃の音は聞こえた。これは、僕の夢が危険を警告してくれたんだって。今度は、妹が部屋に近づく足音を聞き逃さないように……」

　最後に池いけ谷たには「中身が相あい田だ君だって分かっていても、美人の夜よ木ぎさんが真顔で僕の夢を分析するから恥ずかしかった」もじもじしながら苦笑した。

　無傷だったのは二年三組のみ。

　軽微な被害で済んだのは、一年一組だ。

　一組はダメージを食らいつつも、早期に回復した。米よね原はらと桐きり井いの軍人コンビがゲームの仕様どおり、僅か八秒でスタン状態から完全回復したのだ。

　二人は机の直撃で負傷していたが、一定の時間が経過しただけで傷は消えた。ゲームでは死なない限り、たとえ頭を撃たれようが戦車砲が至近に着弾しようが、三十秒ほど大人しくしているだけで、体力は完全回復するのだ。

　米よね原はらは回復アイテムの注射でクラスメイトを治療した。本来なら鎮痛薬なのだが、打たれた者の怪け我がが一瞬で癒いえてしまうのは、ゲームアイテムだからだろう。
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　待機か避難か。

　二年三組では、クラス内の問題を何度も解決してきた夜よ木ぎ秋しゆうに視線が集まった。

「先まずはいつでも避難できるように準備して、待機しよう」

　夜よ木ぎは廊下の様子を窺うかがい、三組以外の教室では被害が大きかったことを知る。

　いくつもの選択肢が増え、困難な決断を迫られた。

　他クラスの生徒を救助するか無視するか。地上へ避難するか運動場へ避難するか。

　判断材料は少ない。

　記憶力抜群の舘たて伊い須す香かに聞くと、彼かれ等らの混乱が見えてくる。

「色んな意見の人がいたね。喧けん嘩かにはならなかったけど、言い争ってた。中なか野のキモブタは『運動場で誰かが車を爆発させた衝撃波に違いないから、上に逃げよう』って言ってた。逆に吉よし岡おかは『上で崩落事故が起きたのが原因じゃないのか。先まずは下に逃げて、安全になってから上に避難すべきだ』って。あと『エロ池（池いけ谷たにのこと）がいる限り教室内は無敵状態だから、とりあえず朝まで待とう』っていうのは山やま下したの意見。さすがの夜よ木ぎちゃんも悩んでた」

　相あい田だ優ゆうによると、悩んでいたのは行動方針ではなかった。

「地上への避難は確定していました。生き埋めが最悪のパターンだから。すぐに行動しなかったのは生徒会からの指示待ちです。あの時に悩んでいたのは、他のクラスを助けるか自分達だけで逃げるかというのを、クラスメイトに相談するか、しないかです」

　相談したらクラスメイトの善意を試すことになってしまう。他クラスの状況は教えずに二年三組だけ避難する。後ろめたさや罪の意識を感じるだろうが、生きて地上へ脱出できればこそだ。

　薄暗い教室で夜よ木ぎは暫しばらく俯うつむいていたが、ゆっくり顔を上げ、クラスメイトに向き合う。

「ごめん。私がみんなを試すところだった……。先まずは自分の考えを伝えることが大事だね。みんな、聞いて」

　夜よ木ぎは自分達以外の教室では被害が発生していることを告げた。他のクラスが行動不能に陥っている今なら、速やかに避難できる。時間が経たてば経たつほど、階段には人が殺到して避難は困難になる。

　夜よ木ぎが「見捨てる」と宣言し自分が恨みを買う悪役になる代わりに、クラスメイトを避難させようとしたとき「怪け我がしている人を保健室に連れて行かないと！」桜さくら川がわ凜りんが教室を飛びだした。

　教室の外から響く大きな「大丈夫ですか」という声を聞き終えると、舘たて伊い須す香かは込みあげててくる笑みを堪こらえきれずに「ほら、怪け我が人にんを運ぶのは男子の役目だし」近くにいた中なか野のの尻を叩たたいた。続いて池いけ谷たにや山やま下したの尻から快音を炸さく裂れつさせ「男子、ダッシュ！」他の男子達も教室を飛びだしていった。

「夜よ木ぎちゃん、初めてクラスメイトに負けたね。凜りんちゃん、意外とやるっしょ」

　夜よ木ぎは「負けてられないね」己を鼓舞するための笑みを浮かべ、教室を出た。

　この時のことを誰もが褒めるのだが、桜さくら川がわはいまいち自分がしたことを理解できていない。

「結構、倒れて唸うなっている人がいて」喉を両手で絞めるように握り苦く悶もんの表情を浮かべ（おそらく負傷者であろう演技）「足を高くするか、低くするか、どっちか分かんなくて。あれっ、高くするか低くするのって、足でしたっけ、頭でしたっけ」目をぱちっと開けて首を傾かしげる。

「結局、夜よ木ぎさんに頼っちゃった。んー。上から、何とか部族が襲ってきているとか知らなかったし。知ってたらどうしてたかな。隣のクラスの人達をおいて逃げたかな。助けたかな。分かんない」

　えへへっと桜さくら川がわは舌を出して笑う。

　偶然ではあったが、こうして隣近所のクラスの様子を窺うかがいに行ったことが、結果的に二年三組を救った。もし、真っ先に地上へ向かって避難していたら、ヴァルグア族と鉢合わせになり多大な犠牲を払うことになっていただろう。

　校舎崩壊まで残り三十八分。
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　数少ない三年の生存者、牧まき野の健けん悟ごは口を開いては止め、視線を彷徨さまよわせては俯うつむく。喫茶店で注文したコーヒーの湯気が立たなくなってから、テーブルに視線を落としたまま、独り言のように呟つぶやいた。

「……寝付けなくてトイレに行こうかと思って起き上がったんだ。そうしたら、つむじ風？　竜巻？　何年か前に部活中に強い風でゴールが倒れたことがあるんだけど──」

　牧まき野のはサッカー部に所属していた。普段は攻撃的なプレイスタイルを思わせる快活な男だが、襲撃の様子を語るときの声は重い。

「あの竜巻みたいなのが廊下の端から端までダッシュしたっていうか。台風の早送り……かな。窓がガタガタ言って、何かヤバいって思った瞬間、パーンって割れて、でっかい何かに殴られたみたいな衝撃を食らって吹っ飛んで、気づいたら倒れてた」

　苛いら立だっているかのようにテーブルを指先で叩たたいたかと思うと、天井に視線を送ったり、頭を抱えて俯うつむいたりする。

「どれくらいの時間か分からないけど、意識を失っていた。気づいたら、教室に誰もいなかった……」

　時間を聞くと「〇時三十五分だった」と確かな口調で言う。ただの時間の確認に過ぎなかったのだが、牧まき野のにとって答えやすい質問は、気を紛らわす効果があるのか、一瞬だけ表情が明るくなった。だがすぐに、表情に影が差す。

「すぐ近くに宮みや塚つかと角すみが倒れていた。声を掛けても反応しなかった……。目が開いたまま、瞬まばたきもせずに固まっていた……。俺も死んだと思われて置いていかれたのか。何か事情があったのか……。井いの上うえも吉よし田だも何ど処こに行ったんだよ。畜ちく生しよう……。友達だと思ってたのに。でも、俺だけ生き残った。死んだ奴やつ等ら、ざまあみろだよ。馬鹿だよマジで」

　声は震えてだんだんと小さくなっていった。意識を取り戻してからのことは、はなをずずっとすすってから語りだす。

「スポーツコースの有る東側階段の方から叫び声……。違う。悲鳴が聞こえてきた。大きなどよめきだったけど『きゃあ』とか『助けて』とか『逃げろ』とかは聞き取れた」

　生存者がいないため推測に過ぎないが、ヴァルグア族の戦士が三年六組を襲撃していたとみて間違いないだろう。

「すぐに光ったり爆発音が聞こえたりした。多分、春はる田た。電車がトンネルに入ったみたいな、ゴーって音が、何度も聞こえてきた」

　戦魔聖剣士ヴアラデインになっていた三年三組の春はる田た美み智ち雄おがヴァルグア族と戦闘を始めたのだろう。七組に配置されていた異能力者も迎撃に加わっていたという証言もあるが、曖あい昧まいなところが多く、詳細は不明だ。

　どのような経緯を経たのかは不明だが、他学年で目撃情報があるため、春はる田たは一定時間の戦闘の後に途中で後退していたと思われる。

　彼に好意的な者は、春はる田たの抵抗があったから他の生徒が逃げる時間を稼げたと言う。一方で彼にあまり好意的ではない者は、春はる田たが中ちゆう途と半はん端ぱに抵抗したせいで襲撃者を刺激し、攻撃を苛か烈れつにしてしまったと言う。

　もし、牧まき野のが地上へ向かっていたら、待ち構えていたヴァルグア族に捕まるか危害を加えられるかしていただろう。しかし彼は「何でって言われても分からないけど……。春はる田たが何しているのか確かめる必要があると思った。あいつのことは嫌いだし、助けてもらおうとは思ってなかった……はず」校舎の東側へ向かった。

　その後も偶然が重なり、幸運にも彼はヴァルグア族と遭遇することなく校舎内を移動し、最終的に地上へと逃げ延びた。もしかしたら『サッカーのプロ選手』という夢が彼に洞察力を与え、フィールド全体を俯ふ瞰かんするかのように、無意識のうちに安全圏を見いだしていたのかもしれない。

　牧まき野のの心の傷は深く、生還後もクラスメイトに置いていかれた憤いきどおりと、自分だけ助かった後ろめたさの狭はざ間まで葛藤し続けている。

　一度もヴァルグア族と遭遇しなかったという牧まき野のの移動経路から、ヴァルグア族の戦術が見えてくる。彼かれ等らは、侵入口として利用した南館を封鎖したまま、校舎内で獲物を追い立て、別の出口から逃げだした者を順番に討ちとろうとしたのだ。

　ヴァルグア族は、クリオのような同胞がまだ捕らわれている可能性を考慮したのだろうか。毒ガスや細菌兵器に相当する魔法は使わなかったようだ。

　略奪を目的にしていたから、自分達が後から侵入しづらくなるようなことは避けたのかもしれないし、生徒達を捕まえようとしていたのかもしれない。
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　事件後、生存者達に追い打ちをかけるような場外乱闘がインターネットやテレビで展開された。生存者の多くがテレビの取材には口を閉ざす一方で私のような出版関係者には口を開くのは、電波上の場外乱闘に辟へき易えきとしていたという面もあるだろう。

　初めはＳＮＳの呟つぶやきだ。

「異世界人はＪＫをさらって、性奴隷にして孕はらませようとしたんじゃね？」

　とあるユーザー（ＩＤ削除済み）が、おそらく冗談半分で同好の仲間に呟つぶやいたのだろう。悪ふざけの返信を集め、彼かれ等らは仲間内で盛り上がった。

　これをまとめサイトが編集し、拡散した。

　記事のタイトルは「折おり口ぐち高校の生存者、オークの赤ちゃんを妊娠！」であった。呟つぶやきの内容は誤読を誘うように編集され、疑惑は断定に変わっていく。もちろん、真に受けたインターネット利用者は少数だろう。記事内に「女騎士」や「くっ殺せ」といった書き込みが見られることから、みんな、アダルトゲームの設定を語り合うような感覚で、ふざけていただけだ。いわゆる、マスコミからオタクというレッテルを貼られるような者達は、自らのコミュニティ内で、多少行きすぎた感はあるが悪ふざけをしていただけだ。

　だが、これを報道番組『朝まで生っテレ』にゲスト出演した山さん海かい大学の元准教授金かな井い一かず夫おが取り上げ、次のように断言した。

「オークと呼ばれる異世界人は、女子生徒を誘拐して赤ちゃん工場を作ることを目的にしていました。まだ見つかっていない１００名を超える少女達は、今なお、異世界で赤ちゃんを産む道具にさせられているのです」

　野党の女性議員は国会で金かな井いの発言を「このような事実がある。性奴隷にされた女性の人権が蹂じゆう躙りんされている」と断定し「成人向け漫画やゲームの規制強化」を訴えた。あまりにも論理が飛躍しすぎているため、多くの者が耳を疑った。

　余談ではあるが、成人向け漫画やゲームの規制により性犯罪が減少したという統計データは存在しない。

　抗議の電話が殺到したテレビ局は後に「対立する意見がある場合は、どちらも平等に扱う。『朝まで生っテレ』に出演したコメンテーターの発言には何の問題もなかった」という声明を出し、多くの反感を生んだ。

　声明を取り上げたインターネットのニュースサイト『Yeaohイヤアオ!』では「この発言を支持する」が一パーセント、「この発言を支持しない」が九十九パーセントであった。

　ごく一部の偏った思想を持つ者の意見が、さも世論を二分するかのように報道されていったのだ。

　一連の騒動の中で新聞記者は「女生徒が不名誉な疑惑をかけられているのは、検視結果を発表しないのが原因ではないか。遺体から異世界人の体液は検出されたのか」と警察を追及した。

　警察はこれには直接答えていないが、報道番組で警察幹部の関係者という身元不明の男が磨すりガラス越しに「事件現場はまさに戦場の爆撃地です。強ごう姦かんされたかどうか確認できるような状態の遺体は見つかっていない」と証言した。

　五月十八日早朝に折おり口ぐち高校が元の位置に戻ってきた後、欧米諸国や東南アジア諸国は「支援の準備はできている」と声明を発表し、一方で近隣国は「日本政府は国民に謝罪すべき」と非難した。場外乱闘は広がる一方で、収まる気配はない。

　こうして、世間の関心は「異世界で何が起きたか」ではなく場外乱闘に向けられていった。

　折おり口ぐち高校が異世界に転移していたことを知る者は多いが、何が起きていたのか、真相を知る者は少ない。
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　〇時四十九分。

　二年三組の生徒達は周辺クラスの被害が見た目ほど大きくないことが分かり、次第に生徒が立ち上がってくるのを確認すると、いったん自分達の教室に戻った。

　地上から何者かが襲撃してきたから地上へ避難しろと、校内放送で生徒会長からの指示があり、夜よ木ぎ秋しゆうは地上への避難開始を決断した。指示を無視して下へ逃げるクラスもいたが、決断は変わらない。

　小学校時代、夜よ木ぎと一緒に暗くなるまで外で泥だらけになって遊んでいた相あい田だは、地上への避難の理由を苦笑交じりに語る。

「子供の頃、アリの巣に水を流し込んだことがあるんだけど。……異世界で何者かが僕達を攻撃するなら、上から水を流し込むとか毒ガスを入れるとかかなあって。だったら、地上に逃げないと助かりませんよね。出た先に何が待ち構えているのか分からないけど、進むしかない。そういう決断が要るときでした」

　クラスメイトの誰もが夜よ木ぎの判断を信じた。夜よ木ぎは一ヶ月の異世界生活でクラスメイトから信頼を勝ち取っていた。

「そういえば昔、アリの巣に水を入れても入れても溢あふれてこなくて、どうしたんだろうって不思議がってたら秋しゆうが『飲んでるんだ！』って。僕は『アリ、スゲえ！』って驚いた。そのことを思い出したら急におかしくなったなあ」

　夜よ木ぎは周囲が不思議がるのも気にせず「飲んでるわけないよ」と笑う。

　人目を気にもせずお腹なかを抱えて笑う姿は、クラスメイトに安心感を与えた。夜よ木ぎは狙っていたわけではないが、困難な状況でも悲観的にならずにユーモアを見せるという、リーダーに相応ふさわしい態度を自然ととっていた。

「運動場に向かっているクラスもいるようだけど、私達は生徒会長の判断を信じて地上に逃げよう。地下で逃げ場を失うリスクを払うくらいなら、危険を冒してでも地上へ出よう」

　手近な椅子を手にすると、クラスメイトも夜よ木ぎの意図を察して同じように椅子を摑つかむ。『プロ野球の選手』の山やま下した翔しよう輝きや『総合格闘家』の塩しお沢ざわ剛ごうのように、体力が向上する夢を実現していた生徒は机を持ち、彼かれ等らが先頭に立って二年三組は屋上を目指した。

　夜よ木ぎは背後からの襲撃に備え、最後尾についた。

　こうして、自らの判断と生徒会の避難指示を信じ、団結し続け、待ち構えていた障害にひるむことなく地上を目指した二年三組のみが全員生還することになる。
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「襲ってきたのは、どう見ても人間だった。だから撃つのは躊ちゆう躇ちよした。けど、目の前で他のクラスの誰かが槍やりで突き殺されているのを見たら、ああ、もう、パニクってたかもしれない。相手の頭を狙って撃った」

　米よね原はら誠せい次じのゲーム内での射撃命中精度は三十四パーセント、ヘッドショット率六十五パーセント。キルレート七・六。最多キルストリーク五十八。ミリタリー系ファーストパーソンシューティングゲームをしない者からすれば意味の分からない数値だが、彼の友人、桐きり井い龍りゆう太た郎ろうによれば「スキル上位一パーセントに入るような変人だ。この前、プレイ時間二ヶ月（一千四百四十時間）超えしてた」呆れかえるほどの凄すご腕うでのようだ。

　逆に、桐きり井いについては米よね原はらが「あいつの方がヤバい。ＲＰＧ（歩兵携行式の対戦車ロケット）でヘリや戦闘機を撃ち落とすのが日課だから。あんなの、普通は当たらん」変人の領域に達したプレイヤーだと、馬鹿にする（褒めている）。

　南館二階西側から東側に向かって、ゲーマー軍人コンビは反撃を開始した。暗視ゴーグルを装着しレーザーサイトで狙う二人の射撃は正確に敵を無力化していく。
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　ゲームキャラクターの軍人になっていたのだから、二人が装備していた手しゆ榴りゆう弾だんやＲＰＧのような爆発物は味方を傷つけることなく、敵のみを殺傷するはずだ。だが、一度も試していないのだし、もし生徒を傷つけてしまったらどうしようという躊躇ためらいがあったから、使うことはできなかった。

　ヴァルグア族の戦士が魔法で身体からだを硬質化させ突進してきた。弾丸は戦士の防御を貫くことはできずに跳弾していく。

「弾切れ。リロードしなきゃってタイミングで、槍やりのオッサンが加速してあっという間に目の前に来た。しくったわ。ゲームなら、俺か龍りゆう太た郎ろう、どっちかがリロードしているときは、もう片方が援護するようにしてたのに」

「あれな。完全に油断っていうか、混乱か動揺？　俺も誠せい次じも」

「浮き足立っていた」

「そう、それ。浮き足立ってた。ありえないミスしてゲームオーバー。まあ、敵が倍速移動のチートしているっつうか、軍人より速かったんだろうなあ」

　戦士の槍やりが米よね原はらの喉を貫いた。大動脈損傷によるショックで、痛みを感じる暇もなく米よね原はらは意識を失う。桐きり井いがサイドアームのハンドガンで照準を定めるよりも速く、戦士はナイフを桐きり井いの腹に突き刺した。痛みで身体からだが硬直した瞬間、戦士は素早く桐きり井いの首に腕を回し、へし折った。

「ぐえー死んだ」

　インタビュー中の喫茶店で二人は首を絞めあうようにふざけあう。
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　〇時五十五分。

　北館四階階段の混雑や東側渡り廊下の崩落を迂う回かいし、二年三組は北館東側階段を避難することにした。

　階段を上る二年三組の背後に、数名のヴァルグア族が迫ってくる。前衛らしき２名が加速したのを見た夜よ木ぎは手にしていた椅子を投げつけ、ひるんだ隙を見逃さず手すりを滑り降りて蹴りを食らわせた。戦士は頭を打って昏こん倒とうしたらしく、手足を投げ出して動かなくなる。

　着地して腰を落とした夜よ木ぎが立ち上がるのよりも先に、もう一人の戦士が腕を伸ばす。ナイフの鈍い輝きが迫る。夜よ木ぎは踊り場の床を蹴って転がるが壁かべ際ぎわに追い込まれる。「夜よ木ぎちゃん！」「夜よ木ぎさん危な──」「先に行け」悲鳴を遮り、たとえ斬られても、相手を食い止める覚悟で、両腕を広げる。ナイフの切っ先が喉元に達するかという瞬間、階段の下で爆発。男が一瞬反応した隙に首を横に逸そらし、抱きつくようにして腕にしがみつく。すると、鋭い警告「Freeze」夜よ木ぎが身体からだを硬直させると同時に、男の頭が破裂した。

「Target Down」

　倒れた戦士にライフルの銃口を向けたまま、米兵がやってきた。

「ヘイ、ヤマトナデシコガール、大丈夫か」米兵は夜よ木ぎに手を差し伸べて、制服のタイを見て相手が先輩だと気づき「あっ。すみません。大丈夫ですか」口調を改めた。

「あ、ああ……」

　血に染まった夜よ木ぎが、目の前の惨状に声を失っているとソ連兵がやってくる。

「西側の出口は渋滞中。東の出口は、芋いも野や郎ろう（ゲーム用語で、特定の位置に居続けるプレイヤーのこと）がキャンプ中（待ち構えている）。俺達が先に行く」

「ま。いることが分かってりゃ、いくらでも対処できるしな。次は死なないように行くぞ」

　夜よ木ぎが二人の会話についていけないでいると米兵は「ＨＡＨＡＨＡ」と陽気に笑い「俺達は死んでも蘇よみがえる不死身のヒーローなのさ」と銃を構えて白い歯を出す。

　米よね原はらと桐きり井いは死んだら、ゲームと同じように初期出撃地点である一年一組の教室に再び現れるようになっていたのだ。

　ゲーマー軍人コンビは階段室から出る前に閃せん光こう音おん響きよう弾だんと煙幕弾を投げた。破裂音の直後、一瞬で煙幕が広がり階段室周辺を包み込む。二人は素早く飛びだし伏せると、百メートルほど先の岩陰に向けてグレネードランチャーで攻撃。爆発とともに岩陰から数名の男が勢いよく転がり出て、もがきながら草むらを血で染める。二人は次に階段室付近で耳を押さえて丸まっている者をヘッドショット。

「っし。連続十キル達成」

　米よね原はらと桐きり井いは拳こぶしをぶつけあい、ゲーム中のセリフ「味方の航空支援を要請する」口を揃そろえる。

　音源など付近に無かったはずだが、ザザッというノイズの後、二年三組は通信音声のようなものを聞く。

《了解。こちらサジタリウスワン。これより航空支援を開始する》

《少し早い戦没将兵追悼メモリアル記念日・デーだ。パレードに遅れるなよ》

　数秒後。異世界に攻撃機も爆撃機も存在したはずはないが、遥はるか上空から一発のＪＤＡМ（精密誘導弾）が、南館東階段室近くに陣取っていたヴァルグア族に落下。30名はいたであろう敵集団は肉片も血けつ痕こんも残さず一瞬で蒸発した。

　こうして地上のヴァルグア族を掃討し、二年三組は全員が地上への避難に成功した。

　この時のＪＤＡМによる地上爆撃が、校舎崩壊の原因になったとする主張がある。だが、軍事兵器に明るい者によれば、異世界で投下された爆弾はバンカーバスターのような地中の構造物を破壊する兵器ではなく、地上の構造物を爆風で吹き飛ばす物だったのだから、校舎崩壊の原因だとは考えにくいそうだ。

　地中でも戦闘は繰り広げられていたのだから、校舎の崩壊には複数の要因が影響しているだろう。

　地下迷宮の探索を望んだ夢や、理想の学校を作り上げようとした藤とう堂どうの夢など、折おり口ぐち高校は複数の夢の効果によって成り立っていたのだろう。数々の夢が次第に失われていくのに伴い、地下生活を支えていた夢の効力も、失われていったのかもしれない。
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　事件後、一年一組の遺族から、ゲーマー軍人コンビを批判する声が上がった。一年一組は彼かれ等らを含め、３人しか生還していないのだ。彼かれ等らは戦闘能力を有していたのに、クラスメイトを護まもらなかったのかと批判を浴びた。

　このことに最も憤慨しているのは、彼かれ等らの友人、佐さ和わ田だ剣けん人とだ。

「あいつ等ら、自分から口にしないと思うんで、俺が言います。絶対、本に書いてください。ヴァルグア族に襲われたとき、二人がお気楽に鉄砲を撃ちまくってたってケチつけている奴がいるんだけど、そんなことないです。あいつ等らなりに葛藤があったんですよ」

　佐さ和わ田だの話は、転移した翌日のホラーハウス騒動にまで遡さかのぼる。ゲーマー軍人コンビの二人は、生徒達が地下運動場へ避難するのを誘導した。だが、先頭に立って避難を誘導したということは、彼かれ等らが真っ先に逃げていたことを意味する。

「精神まで軍人になってたわけじゃないんだし、あいつ等らだってビビって当然なんですよ。結局、撃てなかったし。でも、見た目が軍人だから、モンスターが出たら戦うことを求められるわけ。帰宅部ですよ、あいつ等ら。剣道部の俺でも、戦うなんて発想すらなく逃げたっていうのに」

　二人は過剰な責任を押しつけられ、重圧に苦しんでいた。

「ヴァルグア族に襲撃されて、クラスメイトを護まもりきれなかったことを、一番悔やんでいるのはあいつ等らです。そんなあいつ等らを責めるなんて、俺は納得できない。ゾンビを撃てなかったあいつ等らが、ヴァルグア族の時は学校の連中を護まもるために最後まで校舎内に残って戦ったんですよ？　あいつ等らの努力や成長は認められるべき」

　佐さ和わ田だの話が長くなってしまったため、次のインタビュー相手だった米よね原はらと桐きり井いがやってきた。

「なになに。デリカット、何を熱く語ってたの。また『生徒会長、凄すげえ』って？」

「お前は熱くなるとおかしなことを言う癖があるからな。ほどほどにしておけよ」

「ちげーよ、バーカ。お前まえ等らの悪口に決まってるだろ」

　言い争いに発展し険けん吞のんな雰囲気になるが、翌日、田た中なかを加えた四人で釣りに行ったそうだ。
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　私が「貴方あなたの行動は立派だった」と率直な感想を述べたとき、一年七組普通科スポーツコースの遠えん藤どう大だい輝きは「深く考えたわけじゃないんす」照れくさそうに視線を逸そらす。

　ヴァルグア族の襲撃に遭ったとき、遠えん藤どうは遅々として進まない避難列の中で「動きが遅いってことで連想したのかな」山やま田だウタのことを思い出した。

　足腰の弱い山やま田だが、階段の上り下りで苦労しているのを見かけたことがある。教師の介助を受けながら階段を上がるのがやっとだ。混雑している状況では、避難は難航するだろう。

「最初の頃はエレベーターを使っていたみたいなんすけど、電気が無くなってきたのか、いつからか、階段を使うようになっていて……。階段に手すりとかも取りつけてあったんだけど、それでも、やっぱ大変そうだったなって」

　遠えん藤どうは異世界に転移した直後の地上で、山やま田だからぼた餅もちを食べるかと勧められた際に、苛いら立だちのせいで手を払いのけてしまった。そのことがずっと、気がかりだったのだ。いつか謝りたいと思っていたし、階段で見かけたときに手助けしようかとも思った。

「でも、恥ずかしかったというか……。老人に手を貸す俺、かっけーみたいなことを周りの奴やつ等らにも思われたくなかったし……。あ、いや、結局は俺がガキだったってことなんすけど、一度も手助けすることはなかったっす。でも、ヴァルグア族の襲撃を受けたときはそんなこと言っている状況じゃないと思って、気づいたら周りと逆走してたっす」

　遠えん藤どうはクラスメイトとは別行動をとり、職員室へ向かって階段を下りた。

「俺は『プロ野球の選手』になっていたから、山やま田ださんくらいなら背負えるかなって」

　職員室では山やま田だの他に、英語教師の西にし田だ舞ま衣いと、妹の萌め生いが逃げ遅れていた。

「本棚が倒れて、西にし田ださんの脚が挟まってて身動き取れなくなっていました」

「うん。最初の突風のときは何ともなかったんだけどね。十分くらいした後、廊下で爆発があって、その時の振動で倒れたの。お姉ちゃんと山やま田ださんが棚をどかそうとしてくれたんだけどびくともしなくて困ってたら、大だい輝き君が来てくれたの」

　萌め生いが遠えん藤どうを名前で呼んでいることから分かるように、事件を切っ掛けにして二人は親密になっている。遠えん藤どうが萌め生いを苗みよう字じで呼んでいるのは気恥ずかしいからだろう。

　遠えん藤どうは棚を持ち上げ萌め生いを救助する。遠えん藤どうは萌め生いの脚の状態を「痛いか。ここは？　こっちは？　歩けるか？」確かめる。

「真剣だったのは分かるんだけど……ね」

「いや、ごめん、マジごめん」

　遠えん藤どうに下心はまったくなかったのだが、萌め生いは異性に脚を触られることに動転して、大きく捲まくれ上がっていたスカートを戻すことさえ忘れてしまう始末であった。

「西にし田だ先生に『はいはい、私が診るから』って言われて、ようやく女の子の脚を触っていたって気づいて。マジっすよ。エロいこと、まったく考えていませんでした。俺、野球の選手になっていたから、きっと応急処置の重要性を知っていて、咄とつ嗟さに身体からだが動いたんす。マジっす」

「あの時と同じ言い訳だし」

「だって、まじで、そうだし」

　萌め生いは軽傷だったので、走るのは無理でも歩行に支障が出るほどではなかった。だが、まだすぐに避難できるわけではなかった。

「ゴンが怯おびえて机の下で震えてたっす」

「ゴンちゃんは、山やま田ださんが連れていたワン子だよ。誰にでも懐なつくから人気者だったんだから」

「何か、最初見た時より太ってた」

「うん。あっちの世界でずっと食糧不足だったのに、みんなゴンちゃんが可愛かわいいから餌えさをあげるの。だから、気づいたらぽっちゃりしちゃってた。栗くり田た動物園フリーダムランドのオセロットやサーバルキャットと並んで人気者だったよ」

「フリーダムランドなー。夜中トイレに行ったとき、あいつ等ら集団で走っててメッチャ怖かった」

「あっ。そうだ。『フリーダムランドと行く光の川観察ツアー』を企画したの、私だよ。凄すごいでしょ！　私の夢『トラベルコーディネイター』だから、異世界の観光スポットのこと、何でも知ってたんだから。お姉ちゃんが『みんなの役に立つ使い方を考えなさい』って言うから、どうしたらみんなが楽しめるかなって考えて……光の川かなーって。生徒会に提案したら、私が喋しやべり終おわらないうちに副会長が『危険だから却下』って。けど、生徒会長が『素敵じゃない。詳しく聞かせて』って、そんで、許可してくれて……。いや、あの性悪陰険生徒会長、意外と理解があるっていうか……。まあ、ちょっと認めてあげないこともないんだけど」

　少しばつが悪そうに口を尖らせる。生徒会長否定派ではあるが、一定の評価はしているようだ。

「と、に、か、く。生徒会の許可をもらって何度か外でオーロラみたいな光を見たの。といっても、夜間に行方不明者が出てから禁止になっちゃったけどね」

　話は本題から逸それてしまった。暫しばらくフリーダムランドの話を聞いてから、ゴンが怯おびえていたことに話を戻してもらった。

「最初の突風が怖くて、ゴンちゃん、ずっと机の中に入って、山やま田ださんが声をかけてもリードを引いてもまったく出てこようとしなくて、大変だったんだから。食べ物でつろうとすると、食べるために出てくるんだけど、食べたらまた机の下に……。もーっ、ゴンちゃん、しっかりしてよ！」

「しょうがないから俺が無理やり引きずり出したっす」

「大だい輝き君、怖がってたよね。『嚙かむ？　嚙かむ？』って。大丈夫。ゴンちゃん、嚙かまないよ」

「怖がってなかったって。犬飼ったことないから勝手が分からなかっただけ。今は平気だし」

「『今は』ってことは、やっぱ、あの時は怖がっていたでしょ」

　遠えん藤どうは山やま田だを背負い、さらにゴンを抱きかかえた。萌め生いは姉の肩を借りる。

「山やま田ださん軽かったし、ゴンも観念したのか大人しくなったんす。部活で人を背負って走るやつよりも、楽でした」

　こうして、４人と一匹は、他の生徒達よりも遅れて避難を開始した。時間をずらしたことが脱出の成功に繫つながる。

「スッゴい大きな音がしたんす。多分、東側の渡り廊下が崩落した音っす。地下だから音が変な風に響いたのか、北館の何ど処こかが崩れたと勘違いしたんす」

「そう。それで、西側の渡り廊下を使って南館に行こうとしたんだよね。そうしたら、渡り廊下でヴァルウア族が襲ってきた」

「ヴァルグア族だよ」

「そうだよ。ヴァルウア族だよ」

「言えてない、言えてない。ヴァルグア族だって」

「そこはどうでも良いの」ぺちっと小さな音。テーブルの下で太ももを叩たたいたらしい。遠えん藤どうはこれ以降、萌め生いの発音については何も指摘しない。将来、尻に敷かれそうだ。

「とにかく、何か投げてきたんす」

　遠えん藤どうが「チャクラムかな円えん月げつ輪りんかな。名前は分からないけど。こういうの」と異世界人の武器を紙に描いてくれた。

　さすがにプロ野球の選手。暗がりの中を高速で飛んできた物の形を捉えていた。

「わ。よく見れたね、あれ」萌め生いが身を乗り出して絵を覗のぞき込こむと「まあね」遠えん藤どうは鼻を高くする。萌め生いのうなじか首筋を見たのか、遠えん藤どうは顔を赤くして視線を逸そらした。

「ヴァルウアの人、ノーコンだったよね。一個も当たらなかったし。暗くて見えなかったのかな」

「違うよ。全部、ストライクど真ん中。あ、違う。全部、デッドボールだよ。俺、慌てて頭を下げて、山やま田ださんを落としそうになっちゃったし。でも、全部、当たらずに目の前でカンカンッって、透明のバリアに当たったみたいに弾はじかれて落ちてった」

　一行の中に身を護まもるような夢を実現させていた者はいない。はたしてどのようにして異世界人の攻撃を防いだのだろうか。

　私と遠えん藤どうがああでもないこうでもないと話し合っていると、萌め生いが突拍子もない仮説を口にした。私達が口を揃そろえて「さすがにそれはない」と言うのだが、萌め生いは「どうして」ときょとんとする。

「ゴンちゃんの夢だよ。『お婆ちゃん、ずっと元気でいてね』とか『明日も散歩に連れてって』とか、そういうので星になっていたんだよ」

「星？」

「無敵って意味だよ」

　星アイテムを入手したら無敵になるゲームが元ネタの、女子高生が使う流行語だ。

　萌め生いがテーブルの上に両手ピースで星の二辺を作るから私も両手を出し、視線で遠えん藤どうにも促し、五ご芒ぼう星せいを形作った。

　犬の夢で星……無敵状態になっていた。

　はたして、そのようなことがありうるのだろうか。

　カカが夢を叶かなえたのは、病気や冠婚葬祭などの理由で欠席していた者を含む、全ての折おり口ぐち高校生と、あの時、敷地内にいた者だ。犬の願いまで叶かなえていたというのだろうか。

　ゴンに聞くことはできないので、確かめようがない。

　結局、理由は不明だが一行はヴァルグア族に包囲されはしたが、全ての攻撃を弾はじき返かえした。しかし、防御だけでは包囲を突破することはできない。進退窮きわまっていると、渡り廊下の南側から「そのままじっとしているふわっ！」甲高い声が響いた。

「後ろの方から『ぎゃあ』とか『ぐわあ』とか……。悲鳴は、世界共通なんだね……」

　ヴァルグア族を搔かき分わけ、輝く黄色い衣装を着た小柄な少女が飛びだしてくる。

「みんなの夢を守るため、ピュアタンポポ華麗に登場です！」

　ピュアタンポポが遠えん藤どう達に向かってビシッと魔法のステッキを掲げた瞬間、背後で、ばたり、ばたりとヴァルグア族が倒れていった。

「ヴァルウアの人達がバタバタって一斉に倒れて……。それから、もふもっふんが『この先は安全ふわっ！　早く逃げるふわっ！』って」

「もふもっふんじゃないよ。あれはふわっふわん」

「あっ。そうだ。一緒にいたのが『フラワーリボン♪』だから、ふわっふわんだ。もふもっふんは『フラワータクト！』だ。……あれ。というか、何で大だい輝き君、そんなこと知ってるの」

「妹が見ているから。……えっ、ちょっと何その目。本当だって」

「妹なんていたんだ。私、知らなかったんだけど」

「いや、この前は気を利かせて出かけていたんだって」

「気を利かせてって何。大だい輝き君、まさか、エッチなこと考えてたの?!」

「違う。違うって。そんなんじゃないって」

　どうやら、萌め生いは既に遠えん藤どう宅へ遊びに行く仲のようだ。




　　　　＊




　夢により二年三組を日本に帰還させる夜よ木ぎ秋しゆうと、夢により二年三組を護まもる相あい田だ優ゆうとの関係を改めて説明する。

　二人の出会いは保育園にまで遡さかのぼる。物心ついた頃には、一緒にいるのが当たり前だった。

「うち、姉が三人いるから、多分、深い理由はなかったんだと思うんですけど……。僕は保育園の頃、姉のお下がりを着せられていたみたいで。家事で忙しい母さんの代わりに、姉達が僕の面倒を見ていたらしいし、当然、テレビも女の子向けのを見ることになるし。あと、名前が女っぽいし。なんか秋しゆうに、女の子だと思われていたんですよね」

　高校生になった今ではさすがに女装は無理そうだが、確かに幼い頃の写真を見せてもらう限り、女の子だと思われても仕方がないように見える。

「保育園のいつのことかまでは覚えていないけど、秋しゆうに『私のお嫁さんにしてあげる』って言われましたよ。小学校低学年の頃まで『僕は将来、秋しゆう君のお嫁さんになるんだ』って思ってました。うん。秋しゆうが僕を女の子だと思っていたように、僕も秋しゆうのこと男だと思っていました」

　初恋だろう。相あい田だは照れくさいらしく頰を紅あかくする。

「僕が男で秋しゆうが女だから、お嫁さんになるのは逆じゃないかって気づいた頃には、そういうこと意識しちゃって『将来、結婚しよう』みたいな話題は一切、なくなって、普通の友達になっていました。というか、小学校低学年の頃の僕は、ガキ大将に従う子分その一かな」

　意地悪グループとちょっとした抗争をしたり、怖い犬がいる家を通るときに手を繫つないだり、廃屋に侵入して秘密基地を作ったり、捨て猫を拾って空き家でこっそり飼ったり、定番のイベントは一通りこなした。

「ガキ大将の子分その二とかその三とか増えていくけど、僕がその一でした。ずっと。ずっと一緒にいたから。でも、秋しゆうにとっては僕はお姫様か妹だったんだろうなあ。『優ゆうちゃんは私が護まもる』ってよく言われてました。絶対、姉ちゃん達の勘違いだと思うんだけど、僕いっつも『秋しゆう君待ってー』『秋しゆう君どこー』って言ってたんだってさ。姉ちゃん達と出かけるときなんて『秋しゆう君がいないなら公園いかない』ってグズッてたんだって。これ、絶対、大げさに言っていますよ」

　欄らん干かん渡わたりで足を滑らせて川に落ちたらそのまま水泳して、家に帰って怒られて。

　自転車に乗れるようになったら、学区外の駄菓子屋まで遠出して、他の小学校の子と友達になって。レアカードと交換に穴場のザリガニ釣りスポットを聞いたら、友達を集めて向かう。相あい田だがザリガニに指を挟まれて泣けば、夜よ木ぎが笑って馬鹿にする。学区外の藤とう堂どうと知り合ったのは、隣町に有った大きな屋敷に冒険心で侵入したからだ。

「一番デカいザリガニを獲とったのは秋しゆう。一番高い所から川に飛びこんだのも秋しゆう。自転車を漕こいで一番速いのも秋しゆう。秋しゆうは僕達にとって、アニメや漫画のキャラよりも身近にいる本物のヒーローでした」

　淡い記憶の中で初恋相手は、いつしか憧れの存在に変わっていた。

　そして月日が経たち、小学校を卒業した後の春休み。

　インターホンが鳴り、対応のために玄関を開けた瞬間、相あい田だは同じ相手に二度目の恋をした。薄ぼんやりした幼い初恋とは異なり、明確に胸の高鳴りを記憶している。

「じゃーん！　可愛かわいいだろ。制服、届いた！」

「あっ」

　スカート姿を見たのなんて、過去に数回だ。四年生の頃に、夜よ木ぎが親戚の結婚式に行く直前に「こんなん着せられた。結構可愛かわいいだろ！」見せに来たのが最後だ。

　中学の制服を着た夜よ木ぎは昔と同じように……いや、少しだけ照れくさそうに笑う。

「優ゆうにも貸してあげようか」

　呼び名からちゃんが消えた。初めての呼び方のとき、一瞬だけ夜よ木ぎが視線を外した。

　だから相あい田だも、照れくさいから「秋しゆう」と口にするときは視線を外す。名前を口にすることしか考えていなかったから、言葉は続かない。

「何？」と夜よ木ぎが首を傾かしげる姿を見て、相あい田だは鼓動が速くなりすぎて、どうかしてしまいそうだった。

　対応に窮していると焦じれた夜よ木ぎが「優ゆうは制服、届いた？」玄関の中を覗のぞくから「うん」身体からだをずらし、中に入るよう促す。

「おじゃましまーす」

　夜よ木ぎは勝手知ったる他人の家とばかりに、階段を上がり相あい田だの部屋へと向かう。

　相あい田だは夜よ木ぎの後を追いかけようとして。

　ごく普通の一軒家なので、階段は割と急だ。意識しなくても、スカートの中がかなり際どい所まで見えてしまった。

「秋しゆうって女の子だったんだなあって。あ、変な意味じゃないですよ。中学の一年って、成長を見越して大きい制服を買いますよね。だから、秋しゆうのスカートは長かったし。下着を見て女の子だって意識したとか、そういうことじゃないですからね。そこんところ間違えないでください。うち、姉が三人もいるから、下着姿は見慣れているんです。それまで男友達のように思っていた秋しゆうの下着を見て、どうこうってのは、ありません」

　弁解じみた内容になってからは、とても早口で、いつ息継ぎをしたのか怪しい。

　何度も互いの部屋を行き来しているのに、制服姿の女子がいることが妙に照れくさい。

「優ゆう、こんなに大きいの買ったの？　ぶかぶかでしょ、これ」

「お店の人が、すぐに大きくなるから大きめのを買えって。これでもすぐに着られなくなるって言われた」

「着ていい？」返事も待たずに制服の上から上着を羽織り「デカい」はしゃぐ。

「さすがに優ゆう、三年でこんなに大きくならないでしょ」

　夜よ木ぎのことを異性として意識してしまった相あい田だは妙な対抗意識を燃やし「すぐに大きくなるぞ」と格好つけようとしたが「大きくなるじょ」舌を嚙かむ。

「ぷっ。無理無理。優ゆうはこれ以上、大きくなれないよ」

「そんなことないよ。もう秋しゆうより大きいし」

「ウッソだあ。私の方が大きい」

「いや、絶対、僕の方が大きい」

　二人が背中合わせになりティッシュの箱を頭の上に乗せると、実際の二人は同じ身長であったが「ほら、私の方が大きい」夜よ木ぎが勝ち誇る。相あい田だは背中やお尻が触れあっているのを意識してしまい、反論できない。

　中学を卒業する頃には、二人の身長差は十センチメートルを超える。

　ガキ大将と子分という関係は、別の形に変わりつつあった。

　夜よ木ぎが昔のように野山を駆け回ったり、男子を相手に喧けん嘩かしたりすることは、もうない。だが、相あい田だが幼い頃に見続けていた、やんちゃで向こう見ずな、無敵のヒーローの姿は、けして色あせることはなかった。







[image: 八章：カカの魔法使い]










　戦闘能力を有した生徒を分散配置していたことについて賛否両論が起こるのは、初期対応に失敗したからだろう。もし、能力者達が階段室の付近に集中していれば、早期にヴァルグア族を撃退し、一般の生徒達には被害が出なかったとする主張がある。

　逆に、階段室付近に集中配置していたら、圧縮空気の暴風で受けた被害から立ち直る前に全員が無力化されて、折おり口ぐち高校は抵抗する力を失ったとする主張もある。

　さらに賛否が強く分かれるのは、生徒会執行部会長藤とう堂どう瑠る奈なの判断だ。藤とう堂どうは放送室に向かうと、北館西側の階段から地上に避難しろと校内に指示を出した。襲撃者が侵入したのは南館東側なのだから、最も離れた位置へ誘導したのだ。生徒会は異世界に転移した数日後に、校門や昇降口に有った防犯カメラを取り外して、階段室に設置していた。

　藤とう堂どうは監視カメラの映像を見て、ヴァルグア族の布陣が最も手薄な北館西側への避難を決める。彼女は生徒の避難を優先し、自身の避難は最後にするつもりだった。生徒会執行部会長としての責任感の表れだろう。

「南館東側から謎の集団が校内に侵入しました。生徒に危害を加える怖れがあります。指示されたクラスから順に避難を開始してください。戦闘能力のある生徒は警戒してください」

　藤とう堂どうは避難を指示し続けた。しかし、避難中の生徒は「生徒会長は自分が助かるために、生徒達を囮おとりにしようとしているのではないか」地上に出る直前で、足を止めてしまった。

　避難口に近い食堂を生活の場にしていたキリギリスは、もともと生徒会執行部に対する不信は大きく、反感が強い。ゴールデンウィークに食事を与えられず、ひもじい思いをしたのは生徒会執行部のせいだという逆恨みがある。

　不幸なことに、先頭を切って逃げなければならない位置にいた者が、避難を指示する者に最も強い不信感を抱いていたのだ。

　狭い階段と通路なので、数名が足を止めただけでも転倒事故が発生し、あっという間に全体が止まってしまう。

　折おり口ぐち高校の生徒達は疑心暗鬼にかられてしまった。なぜ、避難の足が止まってしまったのか。地上に出た者が夜の闇に恐怖したのかヴァルグア族の待ち伏せに遭遇したのか、校舎内の者には分からない。

　そして、避難列の先頭付近にいた者は途中で地上への避難を中断し、校内に引き返そうとした。地上へ向かおうとする生徒と階段で押し合いになり、身動きが取れなくなってしまう。米よね原はらや桐きり井いは「運動場へ逃げろ」という叫びを聞いている。生徒達は地下へ避難しようとしたのだ。

　しかし、藤とう堂どうが警戒していたのは、空気より重い毒ガスを注入されたり、地下で火災が発生したりすることであった。毒ガスや煙が充満してしまえば、地下には逃げ道がないのだ。さらに、生還者の証言によれば、四週間目頃から運動場には地下水が溜たまりつつあったそうだ。全校生徒が避難することは難しかっただろう。

「何があっても立ち止まらず、地上に出て北に走りなさい」

　藤とう堂どうの非情な命令。多少の犠牲を払ってでも、地上を逃げるしかない状況だったと推察される。ヴァルグア族の戦法から察するに、おそらく地上に出た者は、出口からある程度離れた所で次から次へと殺されていたのだろう。

　生徒会からの避難指示が一時、途切れてしまい、生徒会長は安全な所に逃げてしまったのではという疑惑も生まれてしまった。

　こうして、誰だって死にたくないのだから当たり前の判断ではあるのだが、多くの生徒達は待ち伏せのある地上ではなく、一ヶ月間で住み慣れた地下への避難を選択してしまったのだ。

　藤とう堂どうを映した最後の映像が残っている。

　放送室で避難を指示する彼女の顔は血の気を失っていた。衝撃波が校内を貫いたとき、彼女は放送室へ移動するために歩いていた。寝ていた生徒と異なり、全身で衝撃を浴びてしまった彼女は、壁や床に叩たたきつけられてしまう。

　腹部の傷口が開き、失血で朦もう朧ろうとしながらも避難指示を続けた彼女はやがて、力なく放送機材の上に倒れこんだ。撮影者がカメラを落としたため、次のやりとりの音声はあるが、映像は足下しか映っていない。

「藤とう堂どう先輩、大丈夫ですか！」

「っ……。撮れた？　メモリ、貸して。再生するから……。貴方あなたも、早く、避難……」

「今すぐ医者を連れてきます」

「駄目……。避難、止まってる。先頭、立って……。誰かが先導しないと──」

「先輩、先輩！」

　藤とう堂どうは倒れる直前に放送のスイッチをオフにしていたらしく、このやりとりは校内には放送されていない。また、生存者の中に聞いたという証言もない。

　ここから先の会話は自分達の状況を他の生徒に知らせないよう、藤とう堂どうが校内放送のスイッチを適宜、切り替えている。

　足下のみ映る動画に、二人とは異なる声が乱入する。陰いん鬱うつとした、誰にも焦点が合ってないかのような不安定な声。

「おいお～い、録音した音声を垂れ流しにして、自分は逃げるつもりかぁ？　監視カメラで安全な避難場所でも見つけたのか？」

「何だお前は！」

「う、ご、く、な……。こんなこと言う機会、最初で最後かもなあ。つか、お前こそ、何だよ。あ？」

　囁ささやくような小声ではあるが、確かな狂気を孕はらんだ声の主は、以前藤とう堂どうをクロスボウで撃った久ひさ川かわ信のぶ俊としだ。生徒会執行部に接収されていたはずのクロスボウを、久ひさ川かわが再び手にしていた経緯は不明だ。誰かを傷つけ混こん沌とんを招くことが彼の夢だとしたら、クロスボウは望めばいつでも手にすることができたのかもしれない。

「また、貴方あなた……。夢の使い方を間違えないで。それでクラスメイトの一人でも護まもってみせなさい」

「だ、ま、れ……。生徒会長だからって偉そうにするな。二年のくせに。先輩を敬えよな……。俺はな、お前達が逃げださないように見張りに来てやったんだよ」

「颯そう太た。彼のことは、いいわ。貴方あなたは行って。避難を先導して」

「でも」

「おいおい、内緒話なんかしている余裕があるのか。異世界人がたくさん突入してきているじゃねえか。俺が見ていてやるから、ほら、避難誘導してやれよ。俺ってさ。責任感強いからさー。お前達を見張っててやるよ。な」

　久ひさ川かわはクロスボウで二人を威圧しながら、監視カメラの映像を見ていたのだろう。狂気に身を任せた行動ではなく、冷静さも持っていたと思われる。

「分かったわ。……好きなだけ見ていなさい。……南校舎のみなさん急いで……ッ。西側渡り廊下から、北館に避難してください」

　校内放送が再開された。だが、生還者が記憶している放送内容は、途切れ途切れだった。また、放送室内で起きていたことを、生還者の誰も知らなかった。

　キリキリ、トンッ。

「南館西側の屋上階段から、武装集団が侵入してきています」

　キリキリ、トンッ。

「……速やかに、北館西側の階段から地上に出て、北へ向かって、走ってください」

　足下だけの動画に残っていたあまりも軽く小さい音。そして、一切、残らなかった、いや、溢こぼさなかった藤とう堂どうの苦悶。

　二本の矢が、左右の太ももに突き刺さっていた。

「止やめろ！」

「おいおい。元気だねえ」

　後に明らかになるが、この時点で既に室むろ伏ふしは藤とう堂どうを庇かばい、腹部に矢を受けている。

「逃げるつもりはないんだろぉ？　だったら、脚くらい怪け我がしてもいいじゃねえか。この世界は俺達の夢を叶かなえてくれたんだろ。生徒会長さんは、俺達の夢を叶かなえる手助けをしてくれるんだよな。……だからさあ」

　豹ひよう変へんする久ひさ川かわ「泣けよ！　喚わめけよ！」喉が裂けそうなほどの叫び声。

「逃げろよ！　何、平然としちゃってんだよ！　我が身よりも生徒の避難が大事か?!　ふざけんな！　カスどもなんか見捨てて逃げろよ！」

　久ひさ川かわがクロスボウを藤とう堂どうの頭部に狙い定める。室むろ伏ふしが間に入ろうとするが間に合わず、矢は放たれた。

　矢は角度が浅く、藤とう堂どうの頭部を貫通することはなく肌を引き裂いただけに終わる。致命傷ではなかったが命中時の衝撃と、蓄積されていた痛みと疲労で藤とう堂どうは昏こん倒とうする。

　力なく倒れた藤とう堂どうを見て、目的を達したと勘違いしたのか、殺人を犯したと思い込んだ罪の意識からか、久ひさ川かわは言葉を残さず、即座に立ち去った。

「瑠る奈なちゃん！　瑠る奈なちゃん、しっかりして！」

　生徒会執行部書記、室むろ伏ふし颯そう太たの悲痛な叫び声が響く。

　やがて、叫び声の中に、重く固い物が砕けるような音が混ざり出す。校舎が崩壊する前兆だ。校舎内の至る所でヴァルグア族との戦闘が行われ、破壊は進んでいた。

「なんなんだよ、畜ちく生しよう！　あんな奴のせいで！　くそっ！　くそっ……」

　放送室は北館の一階に有る。生徒達が居住スペースとして使用していたのは二階から上だ。生徒達が地上へ逃げるにしても、渡り廊下を通って運動場へ避難する場合でも、誰かが放送室にやってくることはない位置だ。

　助けは期待できない。

　だから、室むろ伏ふしには、藤とう堂どうを救うために頼れる存在は他になかった。

　三十秒ほどの沈黙の後に聞こえる室むろ伏ふしの声は、普段よりも低く、思い詰めていた。

「魔法使い……。来てくれ……」

　ホラーハウス騒動の際に、魔法使いカカの「ボクに会いたくなったらいつでも呼んでよ。すぐに来てあげるからさ」という発言を、目撃者から聞き取ったのも、議事録に書き残したのも書記の室むろ伏ふしだ。彼はかつて聞いた言葉に一いち縷るの望みをかけた。

「夢を叶かなえたんだろ。瑠る奈なちゃんは職務を途中で放棄するような人じゃない。夢は終わっていない。……まだなんだ。出てこい！　『憧れの人とずっと一緒』に居続ける俺の夢を叶かなえろ」

　足音もなく、新たな声が室内に生まれる。いつものおどけた調子なのに、狭い放送室だからか、何ど処こか威圧感を抱かせるような響きがある。

「呼ばれたから来てあげたよ。お兄ちゃん、ありがとう。誰からも呼ばれなかったらどうしようかと思っていたよ。みんなボクのことを怖がって、誰も本心から呼んでくれなかったんだよ」

「瑠る奈なちゃんを助けろ！」

「欲張りは駄目だよ。君の夢は、ソレの傍らに居続けることだろ。怪け我がの治療じゃあない。叶かなえる夢はボクが決める。だから、君の最初の夢だけ叶かなえてあげるよ」

「なっ、何を。やめっ──」

　ブチッと音がし、以後、室むろ伏ふしの声ははっきりとは記録されていない。呻うめき声ごえとも唸うなり声ごえともつかない、くぐもった音が微かすかに聞こえる。室むろ伏ふしがカカに何かしらの暴行を受け、転倒しもがいたのだろう。身体からだの一部がカメラに当たったらしく、映像が激しく回転する。

　回転が止まってカカの足が映り、ぐちゃりぐちゃりと粘着質な音と共に映像が少しずつ赤く染まっていく。

「死ぬまで一緒にいたかったんだよね。君の夢は叶かなうよ。ロマンチックだねえ。ソレが死ぬまでの残り僅かな時間を誰にも邪魔されずに、一緒に過ごせるよ。良かったね、お兄ちゃん」

　この動画が流出したということは、放送室付近の救助と捜索が済んでカメラのメモリを回収したことを意味しているのだが、生徒会長や書記がどうなったのか、自衛隊は発表していない。

　もともとこの映像は「生徒会に関する情報は全て公開され、検証されるべきだ」というマスコミや世論に押されて、自衛隊内部の職員が流出させたものだ。職員は国家公務員法違反により、停職十二ヶ月の懲戒処分となっている。

　職員が流出させたのは、頭部に矢が当たった藤とう堂どうが意識を失う場面までだ。実際、押おう収しゆうされたＳＤカードには動画の前半部分だけが保存されていた。

　後半部分を誰が何の目的で公開したのかは、未だに不明だ。

　カカの残虐性を知らしめるために、藤とう堂どう本人が公開したのだろうか。彼女自身なら動画の記録媒体を、自衛隊や警察よりも先に入手することはできただろう。

　だが、本人は否定している。

　正確には、私のメール取材に応じてくれた、藤とう堂どう瑠る奈なを名乗る者が否定している。

　藤とう堂どう瑠る奈なは私からの質問のメールに、事実として確かなことを素っ気ない文章で簡潔に答えてくれるのみで、対面でのインタビューには応じてくれない。

　また、メールの送り主は事件当時の心情には一切、触れない。生徒会執行部の方針に関しても口を閉ざす。

　次のように淡々と、自身に関する事実のみが書き連ねられる。

「廊下を移動中、不意に突風で壁に叩たたきつけられる。右肩と側頭部を壁に打ちつける。気づいたら床に倒れていた」

「三年生の男子生徒にクロスボウで撃たれた。左右の太ももに突き刺さる」

「カカに腕を折られる。千切れていたかもしれない。激痛で視界は明滅。しかしすぐに意識が遠のき痛みはなくなる。脚も折られたらしい。ノイズまじりの鈍い音が随分と遠くに聞こえた」

　殺されかけた者とは思えないほど、文面には熱がない。

　ただ、メールによるやりとりの、最後の一度だけ、僅かながら感情を覗のぞかせる返信をくれた。

　そしてその内容は、メールの送信者が藤とう堂どう瑠る奈なだと、私が信じる理由でもある。

「私と颯そう太たは夜よ木ぎ秋しゆうの夢により救われました。私が『生徒会長』になって本当に実現したかったことは、彼女が何不自由なく通えるような学校を作ることでした。彼女を救うつもりだった。けれど、救われたのは私」
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　一時五分。帰還まで残り十分。

　異世界に光の川と呼ばれる現象がある。蛍のような生物の群れが、産卵期に光の流れを空に描く現象だ。

　五月十八日の夜空には光の川が揺らめき、地上は地下の校舎内よりも明るいほどであった。

　折おり口ぐち高校が崩壊する瞬間を、地上にいた吉よし岡おか猛たけしは今でも信じられないといった様子で語る。

「背後から地鳴りが聞こえて。とにかくヤバい。離れなきゃって。強度が不足していた落とし穴が潰つぶれていく感じですかね。校舎の中央あたりの地面が凹へこんで、周辺にひび割れが入って、真ん中から少しずつ沈んでいきました。……ああ、帰る場所を無くした。これからどうなるんだろうって思いました。みんな膝をついたり、泣いたりしてました。優ゆうちゃんだけは『ここも危ない。もっと離れよう』って。俺？　俺はコントでもやってみんなを励まそうかと思ったけど、さすがに空気を読んだ」

　地上にいた者は、崩壊していく地面を呆ぼう然ぜんと見つめながら先行きに不安を感じた。

　まだ校舎内にいた者は、それどころではない。

　避難口から最も遠い一年七組の佐さ和わ田だ剣けん人とは友人の田た中なかとともに、遅々として進まない避難列の最後尾で焦じれていた。東側二階の渡り廊下から北館へ移動したかったが、列は動かない。

「あまりにも移動しないから、少しくらい時間あるかなって、教室に包丁を取りに戻った。そのおかげで助かった」

　佐さ和わ田だは田た中なかとともに教室に戻り、重低音がのしかかってくるのを聞いた。

「ズドンって馬鹿でかい音がしたかと思ったら、土煙がぶわって教室にまで入ってきた。非常灯はまだついていたんだけど、ほとんど何も見えないくらいの煙だった。口の中がざらざらになるほどだった……。何ど処こかが崩れたってすぐ分かった。で、微かすかに見える非常灯を頼りに、渡り廊下に戻ったら、無かった……。土が廊下にまではみ出してた。渡り廊下に何人いたんだろう。何十人？　百人？　全員、一瞬で、埋まってた……。土の中から腕が見えてた。……けど、助けている余裕はないし、助かっているとも思えないし。見なかったことにした」

　佐さ和わ田だと田た中なかはいったん引き返したからこそ、九死に一生を得た。同じようにアニメ・漫画科の山やま中なか百ゆ合りも友人の宮みや間ま明あ日す花かとともに教室へと引き返したことによって難を逃れている。彼女達はクラスメイトとともに自主製作したアニメのデータを持ち出すために、教室に戻っていたのだ。

　数分後、東側に続き、西側の渡り廊下も崩落した。北館と南館が分断されたため、この時点で南館にいた者には助かる術すべは残っていなかった。崩落の余波を背中に浴びた佐さ和わ田だと田た中なかが、北館へ移動した最後の二人だ。

　渡り廊下を抜けた目の前にある西側階段ではなく、東側階段を目指した理由を佐さ和わ田だは照れくさそうに語る。

「料理人の鼻が利いたのか気のせいかは分からないけど、火薬の臭いがしたんですよ。あっちに誠せい次じと龍りゆう太た郎ろうがいるのかなって思って……。アイツらの戦った痕こん跡せきに救われたかな」
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「上からドスンドスンって聞こえたかと思ったら、前も後ろも、もしかしたら下からも、ズズズ、ゴゴゴって音が鳴りだしたっす」

「ドスンドスンもだけど、上からドーンッて音も聞こえたよ」

　階段を上っている最中の遠えん藤どうや西にし田だ達は全方位から押し迫る破滅の音を聞いていた。

「たまに足が浮いちゃうくらい揺れてた」

「西にし田ださん達、冗談じゃなくて本当に浮いてたよね」

「うん。凄すごかった。いつ階段や床が崩れるんじゃないかって、すごく怖かった」

「地上に出たら、足下がさらにぐらついてたんです。電車の急カーブくらいっすね。まっすぐ立っていられなかったっす。周囲が沈下し始めて、何かの拍子に一気に崩れる、その寸前でした」

「大だい輝き君でもぐらつくくらいだからね。私やお姉ちゃんは、もう走るどころか、ほとんど歩いていたよ。一歩進んだら、揺れて後ろに倒れそうになって足踏みをして、また一歩進んで……みたいに。空がオーロラみたいに明るくて、噓うそみたいに綺き麗れいだったから、ああ、ここで死ぬのかなって。お姉ちゃんが『萌め生い、頑張るよ』って手を引っ張ってくれなかったら諦あきらめてたかも」

　沈下し続ける校舎の直上を、揺れる足下に翻ほん弄ろうされながら遠えん藤どう達は足あ搔がいた。だが思うように足は進まない。西にし田だ姉妹は、老婆を背負い犬を抱えた遠えん藤どうよりも遅れがちであった。

「いきなり山やま田ださんが『ワシはええ、ワシはええ』って暴れて。『ゴンだけ連れてけ』って。……ふざけんなって話ですよ。『くそっ』って逆に、燃えた」

　遠えん藤どうはむしろ、人命と比較すれば犬の方がどうでもいいと判断して「犬なんだし、勝手に走るだろって」ゴンを離した。

「大だい輝き君『山やま田ださん、ぼた餅もちごめんなさい』って叫んでいたけど、あれ何？」

「えっ。俺そんなこと叫んでた？　テンパってたのかな……」

「あと、『母ちゃん、弁当ごめん！』って」

「忘れて……。マジで。格好わりーから」

「その後、足下が崩れて私、もう駄目かなって時に『西にし田ださん！』って大だい輝き君が手を差し伸べてくれて……」

　西にし田だは正面に座る私から視線を外し、遠えん藤どうの横顔に「格好良かったよ」と囁ささやく。

　遠えん藤どうが頰ほおを緩ませて横を向くよりも早く、西にし田だは正面に向き直り話を再開する。

「手を取っていれば、ハリウッド映画のラストシーンみたいで格好良かったんだけどな……。そういうわけにはいかないのが大だい輝き君らしいというか、何というか」

　同じ瞬間のことを思い出した遠えん藤どうの表情が少しだけ苦々しくなる。

「あのとき、いきなりでっかい鳥が真横を飛んでいって……。百三十キロは出てたっす。一瞬気を取られたタイミングで山やま田ださんが、何ど処こにそんな力があるんだって驚くくらいの力で、思いっきり身体からだを捻ひねったのか、仰のけ反ぞったのか分からないんすけど、俺の背中から、ずり落ちたんです」

　高齢の山やま田だである。遠えん藤どうの背中から落下するだけでも負傷は免まぬがれなかっただろう。

　だが、不安定な地をものともせずに駆ける巨大な生き物がいた。

「山やま田ださん『ぎゃあっ』ってめっちゃ大声で叫んでた。俺はむしろその声で驚いたっす。走ってきたものが何か分かったら、西にし田ださん達も悲鳴を上げてた。やっぱ、慣れていても、いきなり走ってきたら怖いものは怖い」

「だって夜中だよ。いきなり背後からデッカいのが目を光らせて迫ってくるんだもん。穴に落ちそうになったんだけど、怖いよ。いきなりライオンだよ?!」

　栗くり田た動物園一の巨体を誇る雄ライオンが背中で山やま田だを受け止める。穴に落ちそうになっていた西にし田だを雌ライオンが体当たりで、足場の安定した場所に戻す。

「あと、トラがゴンの首根っこを咥くわえているでしょ。他に、ヒョウかチーターか何かが、ここが安全だって教えてくれるみたいに、先導してくれた」

「ゴンちゃん、凄すごい鳴いてたね。ヒャンヒャンヒャンヒャンッ。すっごい怖がってた」

「西にし田ださんも『きゃあ、きゃあ』言ってたじゃん」

「違うよ。あれ、お姉ちゃんだよ。ほんとだって！　萌め生い、そんなに臆病じゃないよ！」

　学校が崩壊する中、フリーダムランドのメンバーが生徒達の避難を手伝っていた。タカに変身した鳥とり巣すが上空から周辺を把握し、避難中の生徒を発見しては地上の栗くり田たに伝えて連携をとっていた。

「あっ……いえ。人命救助をしていたとか……そんな凄すごいことをしたつもりはなくて。なぜか地上から『ぼた餅もち！』っていう叫び声が聞こえて……。避難中の人がいるって気づいて。美み奈なちゃんに教えたら『エサくれるお婆ちゃんだッ！』って動物を走らせて……。多分、美み奈なちゃんは本当に餌えさ目的だったかと……」

「そんなことないよ！　人命救助だよ！　私の動物達みんな賢いんだもん。救助犬だよ！　違った。救助ライオンと救助トラと救助オセロットと──」

　長くなりそうだったので、鳥とり巣すがケーキをフォークに取って栗くり田たの前に差し出すと、ぱくっ。

「おいしい！」

「美み奈なちゃんの動物達も、こんな感じの子ばかりでしたよ」
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「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　笑顔を隠しきれていないが、インタビューで羽は田た野の美み由ゆ紀きはぺこぺこと頭を下げる。

「学校が崩れていって、地割れみたいに地面っていうか屋上がぼっこんぼっこん崩れていくのを、アクション映画みたいに、みんな命からがら走り抜けていくんですけど、あれ、私の夢です。多分。ほんと、ごめんなさい！」

　二年三組普通科普通コース委員長、羽は田た野の美み由ゆ紀き。

　将来の夢『ハリウッド映画のような恋がしたい』

「いや、もう、ほんと、ごめんなさい。えへへーっ！」

　幸せ絶頂という様子で頰ほおを緩ませて、羽は田た野のは隣に座る塩しお沢ざわ剛ごうの肩をバシバシ叩たたく。

「私、ドンくさくて、最後だったんですよ。地面が完全に崩れ去って、後一歩というところで、ふわっと身体からだが軽くなって、あっ、私、穴に落ちる！　っていうタイミングで、剛ごうが！　こう！　私の剛ごうが、腕をガッて摑つかんで！　ぐいっと引っ張りあげてくれて！　間一髪ですよ」

　言いながら塩しお沢ざわの腕に抱きつく。お熱い。塩しお沢ざわは照れくさそうに視線を天井に逃がしている。

「勢いあまって転がって、私が上になって、重なりあったまま見つめあって、トゥンク……ですよ！　惚ほれた！　ヤバい、きゅんきゅんする！　もう、私の中ではエンディングテーマが流れてましたよ！　『ラーラー、ラララー♪』って」

　喫茶店内の視線を一身に集めているのだが、彼女は気づかない。

「剛ごうが顔を真っ赤にして『ど、退どいて。胸が当たっているから』って。可愛かわいい！　ヤバイ。純情か！　『良いじゃん当たってても。私のこと好きになってよ』……って。絶対、私、人生最大のエロい顔してた！　えっ、ヤバイ？　私、痴女？　痴女？」

　もーうっと叫びながら、羽は田た野のはヒートアップして塩しお沢ざわの肩を叩たたきまくる。

　過酷な状況を乗り越えて、最後の最後に結ばれてハッピーエンドを迎えたいという羽は田た野のの夢は、生徒達の生還に大きな影響を与えただろう。

　だが、二人がエンドロールを迎えている頃、避難列の先頭では、最後にして最大の障害に遭遇していた。
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　帰還まで、残り五分。

　地面を突き破り飛びだす、小柄な影。

「あっはっはっ！　一瞬で１０００人が瓦が礫れきの下だよ。せっかく今まで頑張って生きてきたのに、最後はあっけないね。何人くらい生き残っているんだろうねえ。『学校なくなれ』の吉よし田だ孝たかしと『みんな死んじまえ』の木き山やま信のぶ夫おは死んじゃったけど。君達の夢はまだ終わらない！　君達の夢で、どれだけ生き延びられるか、試してみなよ！」

　崩落現場から離れようと走る生徒達の前に、カカが立ちはだかった。

「外見のせいで反応が遅れた。けど、夜よ木ぎ先輩？　生徒会長と雰囲気が似ている黒髪の美人さん。あの人が『撃て』って言うから、そうすることが当たり前のように撃った。あの人は凄すごいね。声に命令する力が宿っているよ。生徒会長が基地で偉そうにふんぞり返っている司令官なら、あの人は、最前線で兵士と一緒に戦う指揮官だよ」

　米よね原はらがアサルトライフルを連射。弾丸が描く光の線は、まっすぐカカの頭部に繫つながる。

「ああ、曳えい光こう弾だんって言って、ライフルの弾は何ど処こに飛んでいったのかが分かるように、三発ごとに一発、光るヤツが入っているんですよ。ゲーム仕様で、夜間マップは自動的に曳えい光こう弾だんになるんです。三割はヒットしていたはず。せいぜい五十メートルの距離だから、そうそう外さない。明るかったし。ゲームだったら、ヘッドショットでダメージ倍増だから、何度も殺していたはず。でも、全然、効いてなかった」

「あいつは、クソチートだな。誠せい次じや俺の夢がゲームシステムまで再現しているのなら、ヘッドショット三発で死ぬはず。カカは撃たれても死なない無敵チートまで再現していたのかもしれないな。チーター（ゲームで不正を行う者）だよ」

　攻撃を無効化しきったカカが煩わしそうに、米よね原はらに向かって手を振る。

「地面が、バキバキッて裂けて、目の前まで裂け目が来たとき、頰にふわっと風を感じて、走そう馬ま燈とうを見た。あれは絶対、走そう馬ま燈とう。あ、やべ。これでデスしたら、瓦が礫れきの中にリスポン（死亡後の再出撃）すんの？　バグるんじゃね？　拠点チェンジでリスポンポイント変わる？　みたいなこと考える時間が十分にあったから。けど、チーターに助けられた」

　米よね原はらが言うチーターはゲームで不正なプレイをする者ではなく、栗くり田た動物園フリーダムランドの一員のこと。真横からチーターが米よね原はらに飛び掛かって、カカの攻撃の直線上から救う。

　夜よ木ぎの指示だった。栗くり田たが動物を操れることに気づいた夜よ木ぎが、動物に生存者を護まもらせるように依頼したのだ。動物達は分散し、反応速度を活いかして生徒達を護まもることに徹した。

「誠せい次じを援護するため、カカにＲＰＧを撃ち込んだ。戦車と戦っているつもりで、爆炎の中にもう一発、撃ち込んだ」

　ＲＰＧの弾のサイズは弓道部員が矢を入れる筒くらいだ。何個も持ち運ぶような物ではないが、そこはゲームのことなので、桐きり井いのギリースーツの中から次々とＲＰＧは出てくる。

「五発当てた。動かない的は外さない。けど、全然効いていなかった。バトル漫画みたいに、もうもうとした土煙の中からゆっくり歩いて出てきて、『もう終わり？』って。そうしたら、誠せい次じが『Fucking witch!』って」

「ああ、あれ。上う手まいこと言っただろ」

「いや、あのときは死ねって思った」

　カカが足下に有った小石を蹴った。高速で飛んでくる攻撃に、桐きり井いは反応できない。

「死ぬと思った。後ろから思いっきり引っ張り倒された。それでカカの攻撃は避けれたんだけど、すぐ真横にでっかいライオンがいたから、これはこれで死ぬ。こええよ」

　軍人になっていたゲーマーコンビによる抵抗は数十秒しか時間を稼げなかった。

　カカが夜よ木ぎに飛び掛かる。おそらく、軍人コンビや栗くり田たに指示を出していたから、集団のリーダーだと思われたのだろう。

「一瞬で目の前に来てた。駅を通過する特急電車より速いよ」

　相あい田だはカカの速度を何かに例えようとして唸うなるが、考えは纏まとまらない。

「目では見えていたから、心臓を貫いてやるって感じで手を出してきているのは分かった。けど、反応できなかった。そこから先は、もう、アニメの世界」

　夜よ木ぎの前に飛びだす、光り輝く黄色い衣装。手にしたステッキが、カカの手を受け止める。

「ん？　何だ君の夢は。随分と奇妙な実現の仕方をしているね」

「みんな下がって！」

　カカとピュアタンポポの戦いが始まった。拳こぶしを交わすたびに、大砲のような轟ごう音おんと衝撃波が周囲に広がる。
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　佐さ和わ田だ剣けん人とは「兄貴と総火演（自衛隊が開催する富ふ士じ総合火力演習のこと）に行ったことがあるんだけど、まさにそれ。俺達、安全な場所に移動して、カカから百メートルは離れていたんだけど、音が腹に響くのよ。ズシン、ズシンってお腹なかを押されるような振動が来た。ヤバかった」と目を大きくする。

　二人の戦いの余波で弾はじけとんだ石ですら、十分な殺傷能力を持っていた。

　ふわっふわんが「みんなこっちに来るふわっ」生徒達を、ゴンの背後に誘導する。西にし田だが想像したように、ゴンにバリアを張るような能力があったのだろう。

　さらに、ふわっふわんの目が輝き光のドームが出現し、生徒達を覆う。

　生徒達はただ傍観するしかなかった。そして、戦いは長く続かなかった。大振りで単調な動きのカカに対して、ピュアタンポポはフェイントや小刻みなフットワークを交えていくが、根本的に、戦闘能力に大きな隔たりがあった。

　ピュアタンポポのステッキは折れ、衣装はところどころ破れ、全身の擦さつ過か傷しようから血がにじんでいる。

「そろそろ終わりかな。残念だけど君は『一人だけの力じゃ、絶対にラスボスには勝てない』存在だ」

　カカが、その気になればいつでもできたと言わんばかりに、ピュアタンポポの間合いにすっと入り込み、腹に深くめり込むパンチ。吹き飛んだピュアタンポポが、ふわっふわんの光のドームに直撃した。パキンとガラスが割れるような音が響き、光のドームが崩れ落ちていく。

　光の欠片かけらが全て落ちきらないうちに、カカは生徒達の眼前に立ち、ピュアタンポポに止とどめを刺そうと手を振り上げた。

　生徒達の中で最強の存在が敗北したので、その場にいた誰もが絶望し、死を覚悟した。

　そして、死を覚悟したからこそ、最後に、彼は自分の夢のままに行動する。

　彼の行為を目にした誰もが後に「これは酷ひどい」という共通する感想を抱く。目撃した全ての女子が「最低」と評価する。

　二年三組普通科普通コース、中なか野の人ひと司し。

　将来の夢『やっぱり悪魔ちゃん二期放送』

　言葉そのままアニメの二期放送を望んだ夢……ではない。

　アニメキャラに萌もえて、エロ画像を収集するし、自らも描く。フィギュアのパンツを覗のぞくし、等身大抱き枕に頰ほおをすり寄せる。製作者の提供するコンテンツの全てを楽しむ彼の、究極的な夢はロリ悪魔ヒロインに甘えること。

　非現実の合法ロリっ子にバブみを感じて甘えたい。

　そして、目の前には、中なか野のの理想に合致する、幼い容姿のカカ。

　死を覚悟した絶望的な状況だからこそ、だったら、もう、どうせ死ぬなら、本能の赴くままにロリっ子に甘えよう。

「ぴみゃああああああああああああっ！」

　中なか野のが抱きついて、むき出しのお腹なかに頰ほおをすりすりした瞬間、カカは絶叫した。その絶叫すら、中なか野のにとっては萌もえる要素であった。お腹なかをペロペロ。

「可愛かわいいよ。カカたん。カカたん、可愛かわいい。くんかくんか。ふひっ。ふひひっ。この世界だと夢が叶かなうんだよね。僕の夢も叶かなえてくれるんだよね！」

　中なか野のの功績を讃たたえる生還者はいない。だが、中なか野のに救われたことを否定する者もいない。

　我々と異なる価値観を持つ異世界の魔法使いネネは、こう証言する。

「私の力だけでは生徒達を護まもることはできなかった。あの時、確かに中なか野の人ひと司しの夢が、カカの存在を脅おびやかしていた。雲海の支配者ネネは彼の夢を肯定し、祝福する」
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　カカやタタは人の夢を叶かなえる存在だ。

　数千年を生きる彼女達は、長い時の中で自らの感情を失っていった。完全に感情を失ってしまえば、それは精神の死を意味する。だから、彼女達は一種の防衛本能として、生き飽きないように他人の感情に触れるようになった。夢を叶かなえ、引き替えに、強い感情を覗のぞく。心が退廃しないように、子供達の夢から若い活力を分けてもらう。

　見方を変えれば、彼女達は他人の夢を叶かなえなければ、その存在を維持できない存在とも言える。

　カカは中なか野ののドロドロした夢を、自分に都合よく解釈するにしても、実現させなければならなかった。カカにとって中なか野のの夢のような、初めて見る強烈で新鮮な夢は、極上の食事でもあるのだから。

　自分は数千年を生きる存在だ。中なか野のがバブみを感じたい幼女ではない。否。中なか野のは実年齢にこだわらない。外見さえ幼ければ満足する。

　自分は人間ではない。地球上に存在するホモ・サピエンスとは根本的に異なる存在だ。いや、むしろ、中なか野のは興奮する。

　他人の夢、例えば『いじめっ子は死ね』系で中なか野のを殺せるか。不可能。むしろ、中なか野のは、周囲から迫害されている側だ。なら、生存者の中に『オタクキモイ消えろ』のような夢はないか。ない。むしろ、異世界の生活を経て絆を深めており、中なか野のを排斥しようとしている者が、この場にいない。

　困惑の限界だった。

　中なか野のの夢は、極上の美味だが、カカにとっての毒を孕はらんでいる。たまに現れるのだ。こういう、理解の範はん疇ちゆうを超えた夢を持つ者が。仕方ない。殺すか。カカは決断した。

　だが、中なか野のの夢には『幼女から好かれたい』という思いが含まれている。

「うっ、ううっ、ああっ……」

　カカは中なか野のを殺すことができない。狼ろう狽ばいし、中なか野のを張り手で引っぺがして後ずさった。手形が残るくらいの威力で頰ほおを張ったのに、むしろ喜んでいる。ますます理解不能。

「これで！」カカの胸がボンッ「どうだっ！」お尻もボンッ。

　一瞬でカカはグラマラスな大人の女性に変身した。

　だが、中なか野のは覚醒した。

「カカちゃん、僕を産んでくれてありがとう！」

　目が輝いたのを見て、カカはすぐに新しい姿の破棄を決断。もはや美味ではない。中なか野のの夢は神殺しの毒だ。

「こんな非常識な夢、信じられない！　まったく、厄やつ介かいだよ！　だから、この姿は止やめる！」

　内側から爆発したようにカカの身体からだが弾はじけ散ちり、血ち霞がすみが広がる。

　鮮烈な朱を引き裂いて現れるのは、巨大な何か。

　足下で逃げ惑う生徒達には、獰どう猛もうな勢いで膨れあがっていくその全容を見ることはできない。もし、上空から見下ろしたのなら、それは校舎よりも大きなドラゴンだと形容する存在だっただろう。

「中なか野の人ひと司し、初めて見る強烈な夢だったよ！　それは全て、ボクの力になる！　ああ、君の夢は叶かなったよ。ボクは君のことを好きになった。大好きだから殺すよ、お兄ちゃん。ありがとう」

　巨体が光の川と月明かりを隠し、分厚い影が生徒達を覆い尽くした。振り下ろされる足は、余裕で全ての生存者を押しつぶすはずだ。

　だが。

「今ふわっ！」

「はいっ！」

　パステル☆キャットに変身した山やま中なか百ゆ合りが「パステル☆ヒーリング！」必殺技を放つ。パステルピンクの輝きに包まれたカカは、元の幼児体型に戻った。拍子抜けするほどあっさりと、巨体は消えてしまった。

　カカの奥の手を予見していたふわっふわんが対抗策を準備していたのだ。

　パステル☆キャットにはピュアタンポポのような格闘能力はない。だが、メタモーゼしたダークモンスターを元の姿に戻す強大な必殺技がある（アニメの描写では、地球よりも巨大化した暗黒地球の女王を人間サイズに戻すほどの効果を発揮している）。

　完全に予期せぬ出来事だったのだろう。カカは数秒、きょとんとしてから笑いだす。

「あははっ！　面白いね！　イレギュラーだ！　イレギュラーだ！　イレギュラーだ！　魔力がごっそり削られちゃったよ。さあ、次はどうやってボクを楽しませてくれるの？」

　ドラゴン化した時の余波を浴びたのか、中なか野のが転倒して気絶している。パステル☆キャットの必殺技は変身さえしなければ脅威ではない。カカには生徒達の戦闘能力が尽きたことが分かる。だから、勝ち誇り、生徒達を絶望させるために笑う。

　だが。

「よっしー！」

　夜よ木ぎの呼びかけに応じて「どうもー。よっしーです。ヨークルサルロン湖からやってきましたー」吉よし岡おか猛たけしが頭をぺこぺこ下げながらカカの前に進みでる。

「半信半疑だったよ。ピュア何とかが戦っているときに優ゆうが『よっしーの夢で、カカの攻撃を止められるかもしれない』って。俺の夢『お笑い芸人』だからね。まあ、そんなに上う手まくはいかなかったんだけど。今だから笑い話だけど、俺、漏らす寸前ってくらいめっちゃ震えてた」

　本人はウケなかったと自じ嘲ちようするが、カカは気をとられていたようだ。

「つか、よっしーのコント、つまんないし。ヨーグルト湖で生まれたよっしーだっけ？」

「ヨーグルトじゃない。ヨークシューシャーシュー州？　ヨークシューシャー州……」

「言えて、ないッ！　……って、よっしーにはこういうツッコミいなかったからねー」

「次が私達の番。もっと場を温めてほしかった……」

「まあ、よっしーが一分くらい？　ちっこい魔法使いの気を惹ひいていてくれたから、準備できたんだけどね。念のため補足しとくと、つまんないって言っているのは、まあ、身内びいきしたくないからの、辛口評価ジャン？」

「そういうの、黙っている方が良い」

「あははっ。言っちゃった。いや、一応、笑えたよ。笑ったから私達の緊張もほぐれたし。それに見た目幼児だけど化け物の前に一人で立つんだからさ。勇気あるじゃん」

　夜よ木ぎが「しまっち、うっきー！」出番を促し、スマートフォンの音楽を再生する。

　吉よし岡おかと入れ替わるように、島しま本もと真朱まそほ、宇う喜き多た菫すみれが前に出る。

　二人の将来の夢『アイドル』

　二人が夢見たのは、誰もが感動し虜とりこになり、目が離せなくなるアイドル。

　一ヶ月におよぶ異世界生活の中で、彼女達が開いたコンサートは実に二十回におよぶ。多くのファンを得ており、二人自ら作詞作曲した『好きって伝えたい？』は地上に脱出していた誰もがスマートフォンに保存していた。

　吉よし岡おかが時間を稼いでいる間に準備は整った。夜よ木ぎの合図で生存者達が一斉に音声ファイルを再生。異世界に軽妙な音楽が鳴り響く。

　二人の歌はカカの興味を惹ひくことはできたが、第一節が終わるまでであった。

「それなりに楽しかったよ。ボクをファンにして、見逃してもらうつもりだった？　けど、残念。君達の歌はボクに届かなかった。それに、ボクは好きなアイドルを独り占めするために殺しちゃうタイプだよ？」

　カカが口くちの端はを吊つりあげながら、投げやりに拍手をする。

「カカにねー。『君達の歌はボクには届かない』って言われたね。私達が異世界で最初にやったファーストコンサートはガラガラ。何回かやって人が入るようになってからも、ちょっと熱が足りなかった」

「最初、私達の歌、みんなに届いていなかった。……独りよがりだった」

「でも、瑠る奈なが入院したとき、優ゆうちゃんに『瑠る奈なちゃんを励ますために歌って』って言われて……。誰かのためを想って歌ったら、届くようになった。照れくさいこと言うけど……。人を想う心には、力がある。あの時、私もしまっちも、カカをどうこうしようなんて思ってなかった。あの時の気持ちは」

「「優ゆうちゃん、頑張れ！」」

　そして、気負いのない足取りでカカの前に歩みでる夜よ木ぎ秋しゆう。

　夜よ木ぎは、後ろ手に、島しま本もとと宇う喜き多たに下がるよう指示する。

「ほんと、僕は駄目だな……。秋しゆうみたいに、みんなのリーダーになろうと思っても、心の何ど処こかで僕なんか……って自分の夢を信じきることができなかった」

　カカは夜よ木ぎの言葉を黙って聞く。余裕の表れなのか、逆に、戦闘能力のない少女が眼前に立つことを警戒したのか。沈黙の理由は不明だ。

「臆病だから自分の夢が叶かなっているのか、最後の最後まで自信が持てなかった。でも、よっしー、うっきー、しまっちが頑張った。最後は僕の番だ。中学時代の夢が現実になっているのなら、僕は絶対に負けない」

「あっそ」

　戦いを伴わない抵抗に飽きたのか、カカが無造作に夜よ木ぎの脚を蹴った。能力差を考慮すれば、脚は骨折し、身体からだごと遠くへ吹き飛ばされていたはずだ。しかし、夜よ木ぎは少しよろめいただけ。

「痛い……だろ！」

　夜よ木ぎがカカの頰ほおを叩たたく。カカの顔が横に流れ、ライフル弾やＲＰＧの直撃ですら無傷だった頰ほおに、赤い痕あとが残る。

「は？」

　カカが目を見開いて夜よ木ぎを見上げる。目が合った瞬間、夜よ木ぎの腹部へ、拳こぶしを叩たたきこむ。拳こぶしは胴体を貫くはずだった。だが、夜よ木ぎは腹を押さえて「っ……」小さく声を漏らすだけ。

　それどころか、夜よ木ぎはすぐに背筋を伸ばし、カカの先ほどとは逆の頰ほおをはる。

「……何だ、お前の夢は」

「ずっと憧れ続けた秋しゆうに！　絶対に負けない無敵のヒーローになることだ！　秋しゆうは誰にも負けない！　お前にも、病気にも！」

　勝利を確信した理由を、相あい田だ優ゆうは次のように語る。

「最初は好き勝手やっていたんです。異世界に行って、はしゃいでいたんです。けど、一ヶ月生活している内に、みんなのために何ができるかって考えるようになって……。僕と秋しゆうの違いはそこだったんだろうなあ」

　水を飲み、少し照れくさそうにして、口を開きかけては止やめ。瞼まぶたを閉じてから、相あい田だは大事な夢をゆっくりと口にする。

「僕にとって秋しゆうは、何でもできる無敵の存在なんです。子供の頃、雲うん梯ていを渡りきったり、体育館の天井から垂れているロープをてっぺんまで登ったり、そういうのを最初にやる奴って単に『運動神経の良い奴』じゃなくて、『自分には不可能なことを、やってのける凄すごい奴』じゃないですか。秋しゆうは、僕に不可能なことを何でもやれるんです。だから、異世界の僕はカカと殴り合えたんです……。異世界を生き抜いた秋しゆうは、不可能なことをやってのける凄すごい奴の、さらに進化形です。負けるはずがないんですよ」

　二年三組普通科普通コース相あい田だ優ゆう。

　将来の夢『憧れの人のようになりたい』

　病気で高校に通えなくなってしまった友人の凄すごさを、みんなに見せつけたいという思いが根底にあった。憧れの存在が敗北する姿など想像もできない。どんな苦境も乗り越え、どんな困難も打破する無敵のリーダー。彼女のことを思うたびに、胸の中心から無尽蔵の熱い気持ちが溢あふれてくる。

　だから、夜よ木ぎ秋しゆうに姿を変えていた相あい田だ優ゆうは、カカに負けるはずなどなかった。

　そして、いつか自分もそんな凄すごい奴に並び立てる存在になりたい。

「僕は！　絶対に負けない！　秋しゆうは誰にも負けないから！　絶望的な境遇にも、絶対に負けずに帰ってくる！　また僕達のリーダーになるんだ！」

　カカの打撃で一瞬、膝が崩れかけるが、体勢を立て直した相あい田だは自身の姿に戻っていた。真に夢が現実になった瞬間だったのだろう。仮かり初そめの姿は、もう不要だった。相あい田だ優ゆうは無敵のリーダーになっていた。

「僕がみんなを護まもる！」

「チッ！　『絶対に負けない』タイプの夢か！　けど、やりようはあるんだよ」

　誰の手も届かない所まで飛び上がるカカ。宙に浮かび勝利を宣言する。

「ボクはオマエとは喧けん嘩かしない。勝てないからね。ただ、地面を破壊する。勝手に巻き込まれて、死ね」

　掲げた右腕に太陽のような光球が出現した。

　その手が振り下ろされれば、生徒達は消え去っていただろう。地表自体が蒸発して巨大なクレーターに姿を変えていたはずだ。

　誰もが絶望の眼差しで空を見上げた。

　ただ一人、相あい田だだけは穏やかな笑顔を空に向ける。

「友達が嫌がることをしたら、駄目だよ」

　相あい田だが憧れた夜よ木ぎは、友達を護まもるためなら、相手が上級生だろうと男子だろうと喧けん嘩かする。そして最後は友達になる。

「カカ、友達になろう」

　人の心に興味を持つからこそ将来の夢を叶かなえる魔法使いは、相あい田だの言葉をどのように受け止めただろうか。

　相あい田だは空に手を掲げる。

　伸ばした手の先で、カカがどのような表情をし、どのような返事をしたのか、彼は知らない。

　二〇一八年五月十八日一時十五分、唐突に彼かれ等らは瓦が礫れきと化した校舎とともに日本に帰還した。
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　一年三組普通科普通コース、夜よ木ぎ秋しゆう。

　将来の夢『みんなとまた一緒に』

　私立折おり口ぐち大学附属高等学校の一年に在籍しているが、夜よ木ぎは中学三年時に心臓を患わずらい長期入院していたので、事件発生時は登校していなかった。中高一貫校のため、籍だけ高校に移っているが、一度も登校していない。

　彼女は異世界に転移しなかった。折おり口ぐち高校が異世界に転移した日を境に、彼女の病状は悪化していく。




　優ゆうへ




　ごめんね。本当は直接お話ししたいんだけど、私にはもうその体力が残っていません。ペンを握ることもできず、今は海うみさんに筆記をお願いしています。

　私は卒業文集の将来の夢に『みんなとまた一緒に』と書きました。

　本当は最初に『死ぬ前に』と書きたかったけど、遺言みたいで書けませんでした。書けばきっと、優ゆうが泣いちゃうから。『学校に行きたい』という願いも、そんな簡単なことも、もうできなくなるんだと思ったら書けませんでした。

　この手紙を読んでいるということは、優ゆうはもう日本に帰ってきたということだよね。

　学校が転移したあの日、異世界の魔法使いは私の病室にも現れました。『死ぬ前に、みんなとまた一緒に学校に行きたい』という私の夢を叶かなえてくれるそうです。

　魔法使いは言いました。

「お前の命が尽きる瞬間に、学校は君の友人達と共に帰ってくる。君と一緒に学校に行くために……。私にとって都合が良いからね、君の夢の優先順位を下げさせてもらった。君は死の直前に、みんなを救うんだ。最後の最後に夢が叶かなって幸せに包まれて息を引き取るんだよ」

　魔法使いは「死にたくなったら、いつでも私を呼びなさい。君を殺してあげるから。そうしたら友達は帰ってくるよ」と言い残して消えました。

　ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。私は死ねませんでした。

　残りの寿命が僅かしかないと知っていたのに、死ぬのが怖くて、魔法使いを呼ぶことも自分で命を絶つこともできませんでした。

　私が死ねばみんなが帰ってこられるって、知っていたのに、死ねなかった……。

　病気が治るかもしれない。

　魔法使いの言葉が噓うそで、明日にでも優ゆうが帰ってきてくれるかもしれない。

　希望に縋すがってしまいました。

　あと一日、生き延びたら、いつもどおり優ゆうがお見舞いに来てくれるかもしれない。

　今日が駄目でも、明日なら。

　明日が駄目でも、明後日あさつてなら。

　一日だけでも、一時間だけでもいいから優ゆうに会いたかった。

　お願いだから、私が死ぬよりも先に帰ってきて。

　でも、それはきっと叶かなわない夢。いいえ、呪いです。

　私が生きている限り、優ゆうは帰ってこられない。

　優ゆうと一緒の時を過ごしたかった。好きだって言いたかった。

　とっくに気づいていたかもしれないけど、ちゃんと、言いたかった。

　優ゆうちゃん、大好き。

　優ゆうちゃんの気持ち、私、知っているよ。

　お願い。私の勘違いじゃなかったら、好きって言って。抱きしめて。

　今すぐ帰ってきて、私に好きって言って。

　優ゆうちゃん、会いたいよ。




　　　　＊




　二〇一八年五月十八日（金曜日）。

　事件発生から三十六日後。

　朝八時十分。通常であれば登校してきた生徒達が校門付近で挨あい拶さつを交わしあう時間。

　折おり口ぐち高校は変わり果てた姿で、元の位置に出現した。

　校門から入ってすぐの広場で、生還者は景色が一瞬で変わったことに驚き、周囲を見渡す。暴威を振るっていたカカの姿は何ど処こにも無い。夜だったはずが朝の澄んだような明るさになっている。見覚えのある校門や花壇。校舎は積み重なった瓦が礫れきと化しているが、私立折おり口ぐち大学附属高校だろう。遠くには折おり口ぐち大学の棟が見える。

　校門の方から声がし、カメラを担かついだ大人が走り寄ってくる。

　二年三組の生徒達は互いの無事を確認しあい、気づく。

　相あい田だ優ゆうが一人の少女を抱きかかえている。病衣を纏まとい、青白く瘦やせ細ほそった少女。

　夜よ木ぎの『死ぬ前に、みんなとまた一緒に学校に行きたい』という夢が叶かなったのだ。病気で命が尽きる寸前に学校は元の位置に戻り、夜よ木ぎと、夜よ木ぎにとっての『みんな』が校門付近に転移した。

　夜よ木ぎは相あい田だの腕の中で、自分の時間が終わることを悟り「好きだよ」短く囁ささやく。

　相あい田だは決して察しの良い男ではなかったが、見慣れた景色の中で最愛の人を抱き支えているのだから、夜よ木ぎの夢が現実になったおかげで自分達が日本に帰ってきたのだと理解できる。

　夜よ木ぎが中学校の卒業文集に何と書いたのか知っているし、お見舞いに行ったとき、何度も「またみんなと一緒に学校に行きたい」と聞いている。

「僕も好きだよ」

　相あい田だの言葉が夜よ木ぎに届いたかは分からない。

　ただ、勘違いでなければ、夜よ木ぎの全身から力が抜けていったのは、相あい田だが返事をしてからだ。

「ありがとう。秋しゆう。僕は君のようになりたいと願ったから、異世界から帰ってくることができた。君が、みんなを救ったんだよ。ありがとう。秋しゆう」

　次第に言葉にならなくなり、声は涙に変わる。

　こうして、夜よ木ぎ秋しゆうと同じクラスになっていたであろう『みんな』が日本に帰ってきた。クラスは異なるが藤とう堂どうや室むろ伏ふしのように『夜よ木ぎにとってのみんな』に含まれる親しい者も帰ってきている。

　しかし、五月十八日時点で生存していた者のうち、夜よ木ぎと面識のない45名は帰還していない。




　私立折おり口ぐち大学附属高等学校消失事件、第一次帰還時（二〇一八年五月十八日）。

　日本へ帰還した生存者、32人。

　事件発生時に登校しておらず、転移していなかった者、６人。

　異世界での生存者、45人。

　死者・行方不明者、推定１０６７人。
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　おわりに




　本著の執筆にあたり、取材に応じてくれたすべての人に感謝を申し上げます。

　事件の象徴ともいえる校舎の崩壊を、一旦の区切りとさせていただきます。生徒達の感情をより詳しく世間に伝えたいと願ううちに紙幅はあっという間に尽きてしまいました。

　時間をおいて帰還する生徒達が、異世界でどのようにして生き延びたか、別の機会にお伝えできればと思います。

　異世界の魔法使いネネには、前著に引き続き深い感謝を申し上げます。折おり口ぐち高校が帰還した直後、ネネは二人の少女の夢を、より正確に叶かなえました。

　夜よ木ぎ秋しゆうの夢『みんなとまた一緒に学校に行きたい』により、藤とう堂どう瑠る奈なの命は救われました。

　藤とう堂どう瑠る奈なの夢『生徒会長』には、夜よ木ぎ秋しゆうが通える学校を作りたいという思いや、共に高校生活を送りたいという想いが込められていました。二人の夢はどちらかが失われれば、もう一方は叶かなわない夢です。

　ネネは二人の夢を同時に叶かなえることにより、夜よ木ぎと藤とう堂どうの命を救いました。

　彼女達が本当に望む、友人達と笑いあって過ごす時間は、いずれ訪れることでしょう。夢に思い描いた日々が色あせない限り。

　そして、相あい田だ優ゆうが憧れた夜よ木ぎ秋しゆうは、病気に負けない無敵のヒーローです。


青あお木き海うみ　　　









　あとがき




　うー！　ぱー！（挨拶）

　おひさしぶりです。うーぱーです。タタの魔法使い二巻を手に取ってくださってありがとうございます。一巻のあとがきでは、ライトノベルを読むようになった切っ掛けを書いたので、今回は、投稿したきっかけについて書きます。

　私はもともと趣味でゲームを作成していました。ある日、ゲームコミュニティの知人から「シナリオ作成の練習に、小説でも書いてみたらどうか」と提案されました。それが切っ掛けで、小説を書き始めました。そして、書いたからとりあえず投稿してみるかと試して、落選。

　暫しばらく続けた後に、年齢を言い訳にして、執筆からは足を洗いました。その後、プラモデルの作製や家庭菜園など様々な趣味を転々とし、プロレス中継を視聴するようになりました。

　そして、新日本プロレスの棚たな橋はし弘ひろ至し選手を知ったのです。棚たな橋はし選手はチャンピオンベルトを失い、試合では負けが続き、負傷で欠場し……どん底で苦しんでいました。それでも負けない、諦あきらめないと何度も立ち上がるのです。棚たな橋はし選手は、いつでも前向きなんです。そんな姿を見て私も「年齢を言い訳にせず、もう一度挑戦してみよう」と一念発起し投稿したのが、タタの魔法使いです。

　投稿からしばらくして、棚たな橋はし選手がベルトを獲とります。その翌日に、編集部から私に電話がかかってきました。単なる偶然ですが、力をもらった気がします。

　応募時の原稿ではプライバシーを配慮したという体ていで＊＊高校と書いていました。しかし、棚たな橋はし選手のおかげで受賞できたようなものですから、リスペクトを込めて、お名前から二文字お借りして弘ひろ橋はし高校になりました。受賞後の改稿で、弘ひろ橋はし高校の生徒達は名前の影響もあり、さらに前向きで明るく、仲間と団結して諦あきらめずに頑張るようになりました。

　そして二巻の折おり口ぐち高校は、棚たな橋はし選手と同じく新日本プロレスに所属する、内ない藤とう哲てつ也や選手から漢字をお借りしました。内ない藤とう選手はロス・インゴベルナブレス・デ・ハポン（日本の制御不能な奴やつらという意味）というユニットに所属しています。

　さあ、そんな制御不能な奴やつらから名前をお借りした高校が異世界に行ったら、どうなるのかというのが二巻です。一巻と同じように、学校まるごと異世界転移なのに、ずいぶんと違った展開になりました。楽しんでいただけたら幸いです。

　では、最後に謝辞を。前巻に引き続き担当編集の平ひら井い啓けい祐すけ様、素敵なイラストを描いてくださった佐さ藤とうショウジ様、そして、校閲担当の安あん藤どう様、デザイナーの伸童舎・シイバミツヲ様、ありがとうございました。

　それでは三巻でお会いしましょう。

　うー！　ぱー！（挨拶）
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うーぱー

タタの魔法使い執筆時に飼っているわんわんです。

なかなかカメラを見てくれないので餌でつりました。

２巻に登場するゴンのモデルです。

食い意地のはった馬鹿犬です。果たしてゴンちゃんが活躍することはあるのでしょうか。
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イラスト／佐さ藤とうショウジ

月刊ドラゴンエイジにて『トリアージＸ』を連載中。『学園黙示録 HIGHSCHOOL OF THE DEAD』（原作：佐藤大輔）はシリーズ累計３００万部の大ヒットとなる。
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